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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　【生徒会の零こぼれ話ばなし】




「想おもいを伝えたいなら、言葉にしなきゃ駄だ目めなのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　そして、今回は続けざまにもう一言。




「いよいよドラマガ進出よ、諸しよ君くん！」




『わー』

　ぱちぱちぱちぱち……と、俺おれ達たち生徒会メンバーのテキトーな拍はく手しゆが響ひびき渡わたる。

　会長・桜さくら野のくりむは、いつものように根こん拠きよの無い自信でふんぞり返っていた。ぺったんこの胸に、三年どころか高校生とは思えない身長、そしてそれ以上に実は全く育ってない精せい神しん年ねん齢れい。どこをとっても、立りつ派ぱなロリ少女だ。相変わらず萌もえる。

　俺……二年生男子にして副会長の杉すぎ崎さき鍵けんは、一つ嘆たん息そくし、生徒会室中央の長なが机づくえに肘ひじをついて、ぼんやりと彼女に声をかける。

「そんなことはどうでもいいんで、とりあえず、そろそろ俺との交こう際さいに踏ふみ切りましょうよ、会長」

「なんで急に私が杉崎と交際しなきゃいけないのよ！」

「愛し合っているからですが、何か」

「激はげしく一方通行だよ！」

「ああ、まあ、会長は俺にベタ惚ぼれでしょうけど、俺は、他の女じよ性せいも愛してますからね。ヤキモチは分かりますよ」

「違ちがぁ──う！　うぅ……とにかく！　ドラマガ進出はどうでもいいことなんかじゃないよ！　ドラマガだよ、ドラマガ！」

「……ドラマガ、ねぇ」

　俺は交際を断ことわられた直後なので、正しよう直じき全く乗り気になれない。他の生徒会メンバーを見渡してみても、会長ほど、「ドラマガ」の単語に興こう奮ふんしている人間はいなかった。

　俺の隣となりに座すわるツインテールの運動少女にして俺と同じ副会長、椎しい名な深み夏なつは、そもそもこういうライトノベル事じ情じように疎うとい人間だから、「どらまが？」と、それ自体を知らない風に首を傾かしげた。

　会長はそんな深夏に向き直り、意気揚よう々ようと説明を開始する。

「ドラマガっていうのはね、深夏。ドラゴンマガジンの略りやくよ！」

「え、なんだその強そうなネーミングの雑ざつ誌し！　ちょっと燃もえるな！」

　ああ、深夏が変なところに食いついてしまった。

　会長は気をよくしたのか、「そうなのよ」と話を続ける。

「ドラゴンのマガジンなのよ。それを名乗るからには、その雑誌には、史上最強のラインナップが掲けい載さいされているというわけよ」

「な、なんだって！　それに、この生徒会が進出ってぇことは……まさかっ！」

「そうよ深夏！　我われ々われも……遂ついに最強の仲間入りよ！」

「よっしゃぁあああああああああああああああああああああああ！」

　深夏、全力でガッツポーズである。意味が分からん。

　そんな、一人燃え盛さかる深夏に、妹である真ま冬ふゆちゃん……椎名真冬が、少々びくびくしながらも、「ま、まあまあ」と姉を宥なだめる。

「変な説明しないで下さい、会長さん。お姉ちゃんは、最強って二文字に弱いんですから……。えっとね、お姉ちゃん。ドラゴンマガジンは、確たしかにライトノベルの雑誌だけど、最強がどうとか、そういうことではないと思うよ？」

　真冬ちゃんは、姉に淡たん々たんと言い聞かせる。一年で会計の真冬ちゃんは、肌はだも色白で、男性も苦手で、インドアで……ということから、一部男子にやたら受ける、「儚はかない女の子」の代表格かくみたいな子だ。目下、俺が一番攻こう略りやくしやすそうな生徒会メンバーでもある。

　ただ……最近若じやつ干かん腐ふ女じよ子し気味なので、中々侮あなどれない人物なのだが。

　真冬ちゃんに諭さとされ、深夏はようやく「そうなのか」と少しだけ落ち着いた。会長は少し不満そうだ。

　そのタイミングを見計らって……俺の対面の席に座る、三年で書記の紅あか葉ば知ち弦づるさんが、話をまとめた。「アカちゃん」と、会長のあだ名を呼よぶ。

「つまり、私達の生徒会活動をまとめた例の本が出るにあたり、同じく富ふ士じ見み書しよ房ぼうから出しゆつ版ぱんされているライトノベルの雑誌『ドラゴンマガジン』に、広告のためにも、私達の話を一話掲載して貰もらうスペースを頂いただいた、ということかしら？」

「そ、そうよ、うん。そう言っているじゃない、最初から」

　言ってない。全く言ってない。まあ、知弦さんがまとめてくれたからいいけど。

　この大人びた女性である知弦さんは、会長がアレな生徒会をうまく舵かじ取とりしてくれる、この生徒会の要かなめである。外見も精神同様とても成せい熟じゆくしており、黒く滑なめらかな長ちよう髪はつに、抜ばつ群ぐんのスタイルと、非ひの打ち所が無い美人だ。……健全な男子高校生には、たまりません。

　しかし……。

「あら、キー君。私を熱心に見つめて、どうしたのかしら？　早く鞭むちで叩たたいて欲ほしくて、我が慢まんできなくなったの？」

　知弦さんが妖よう艶えんに目を細めて、俺を見つめる。

「なんで俺、そんな性せい癖へき設せつ定ていなんスか……」

　俺はガックリと肩かたを落とす。知弦さんのことは大好きなんだけど……この人、ドＳなのがなぁ。手玉にとられまくってしまうから、若干苦手ではある。

　さて、生徒会メンバーは俺を含ふくんで、この五人だ。つまり、俺以外は皆みな美少女！　どうだ男子！　羨うらやましいだろ！　つまりここは俺のハーレム！

　別にこの状じよう況きようは偶ぐう然ぜんでもなんでもない。単たん純じゆんに、この学校は人気投票で生徒会が決まるから、美少女が生徒会役員になる率りつが高いだけであり、そして、その美少女の集まりに加わりたい一心で、俺が生徒会に入ったというだけの話だ。まあ、俺が入った方法云うん々ぬんだが、その辺は、いつかどこかで語ることもあるだろう。っていうか一巻かん買えや、お前。

　まあ……問題は、現げん時点で、誰だれ一人デレていないことだが。さっきも会長に振ふられたし。

「とにかく、ドラマガに載のるのよ、私達！」

　俺の恨うらみがましい視し線せんになど気付きもせず、会長は話を続ける。彼女が勝手に企き画かくを立ち上げるのは毎度のことなので、俺達は、黙だまって（諦あきらめて）それを聞いた。

「そこで今回の議題は、『効こう果か的な広告をするためには、どんな内ない容よう・戦略で攻せめたらいいか』よ！　ドラマガでやることを話し合いましょう！」

「……なんか、以前もこんなのありましたよね……。ブログ販はん促そくとか……」

「まあ、確かにそうね。言っちゃえば、規き模ぼはこっちが大きいけど、アレと同じね。私達の本が出るにあたって、その雰ふん囲い気きとか内容を伝えたいわけだから」

　そう言いつつ、会長はホワイトボードに「ドラマガ読者をゲットだぜ！」と記しるしていた。……言葉のチョイスが妙みように古い。そうして、こちらを振り向き、「さて」と仕切る。

「なにかいい案ある人ー」

　呼びかけるも、シーンとする生徒会室。

　深夏が、腕うでを組んで唸うなっていた。

「いや、いい案って言われてもな……。そもそも、あたし、ドラマガっていう雑誌知らねーから、イマイチ……」

「あ、お姉ちゃん。真冬がドラマガ持ってるよ。……ええとね……あ、あった」

　真冬ちゃんがポシェットからドラマガを取り出す。……っていうか、あのポシェット、相変わらずなんでもアリだな。明らかにドラマガとポシェットのサイズ比ひがおかし──いや、詮せん索さくするのはやめておこう。

　真冬ちゃんが出したドラマガを、深夏はパラパラとめくる。そして時折、「あ、これは知ってんな」だのなんだの呟つぶやきつつ、最後のページまで辿たどりついた。

　長なが机づくえの上にぺたんとドラマガを置き、深夏が会長に返す。

「分かったぜ、会長。あたしも知っているぐらい有名なのがあったから、これに便びん乗じようしようぜ！　同じ雑ざつ誌しに載るってことは、仲間も同然なんだろ？」

「？　どういうこと？　深夏」

　会長と同じく、俺や知弦さん、真冬ちゃんも首を傾かしげる。そうこうしていると、深夏は、自信満々で答えた。




「あたし達の本も、スレイヤーズの新作ということにしておこうぜ」




「駄だ目めだろ！」

　俺は席から立ち上がり、全力でツッコム。深夏は、「えー、いいじゃねぇかよー」とむくれていた。

「ドラマガの主力にあやかろうぜー」

「あやかっちゃ駄目だろ！　なんかもう、倫りん理り的に、色々駄目だろ！」

「スレイヤーズが駄目なら……じゃあ、いっそタイトルを『伝説の生徒会の伝説』にするのもいいんじゃねーかな」

「だからなんなんだよその発想！　他た力りき本ほん願がんも甚はなはだしいだろ！」

　俺がとことん否ひ定ていすると、深夏は「ぶー」とむくれてしまった。

　疲つかれて、他の皆に同意を求めようと辺りを見回すと、会長が「ふむ……」と何か頷うなずいていた。嫌いやな予感がする。

　会長は、指を顎あごに当てて、一言。




「ソードワールド展てん開かいの一いつ環かん、というのもいいかもしれないわね」




「乗った!?」

　深夏に便乗してしまっていた。俺は慌あわてて会長にツッコム。

「そもそもソードワールド関係ないでしょう、俺達の世界！」

「なんかこう……ほら、リウイで『生徒会の島の魔ま法ほう戦士』みたいなことをやって貰もらえば……」

「魔法戦士来んの!?　ここに来んの!?」

「杉崎がリウイに討とう伐ばつされる、あの事件のことよ」

「勝手に歴史設せつ定ていを改かい竄ざんしないで下さい！」

「……まぁ、無理があったかもしれないわね、これは」

　そう言って、ようやく会長は引き下がってくれる。

　俺は一安心して、自身も席に着こうと腰こしを下ろしかけたが、そこで、真冬ちゃんが唐とう突とつに口を開いた。

「あ、だったら、ポリ○ォニカに便乗──」

「だから勝手に世界観を繋つなげるなぁ────！　しかも他社！」

　全力で叫さけぶ。さすがの真冬ちゃんもこれには引いてしまったらしく、「じょ、ジョークですよ、あはは」と、すんなり意見を引っ込こめた。

　俺がぐったりと着席すると、真冬ちゃんは「じゃあ……」と腕を組み、次の案を模も索さくし始めた。

「ドラゴンマガジンの読者層そうって……基き本ほん的にやっぱり、ファンタジーとか好きだと思うんですよね」

「ん……まあ、それは、一いち概がいには言えないだろうけど、嫌きらいな人は少ないだろうな」

　多分。

「だったら……思い切って、この生徒会も、ファンタジー要よう素そを加えるべきだと、真冬は思います！」

「って、そもそも、この企き画かくって『俺達生徒会の活動記録をそのまま文章媒ばい体たいにして、現げん在ざいの生徒会人気を不動のものにしよう』みたいな動機のはずだろ。だったら、こういう会議内ない容ようを話には出来ても、実じつ際さいに起こってないことは──」

「杉崎先せん輩ぱい！　今こそ、先輩が主人公らしく特とく殊しゆ能のう力りよくに目覚める時ですよ！」

「目覚めないよ！　そんな動機で能力目覚めた主人公、見たことねぇよ！」

「じゃあ、異い世せ界かいへのゲートでもちゃちゃっと開いて下さい」

「そんなことがちゃちゃっと出来る俺って、何者なんだよ！」

「じゃあ、学園を《自律型移い動どう都市》に改かい造ぞうしましょう！」

「鋼こう殻かくの生徒会!?　っていうか、真冬ちゃんも、そのあやかり精せい神しんはやめようよ！」

「あやかっちゃ駄目ですか。……ううむ。じゃあ、ドラゴンマガジンで今までになかったジャンルに挑いどんでみるのは如何いかがでしょう」

「今までになかったジャンル？」

　真冬ちゃんはそこでこほんと一つ咳せき払ばらいし、そして、とろけるような満面の笑えみ。




「杉崎先輩を主人公としたボーイズラ──」




「ていっ！」

「あぅっ」

　消しゴムの切れ端はしを真冬ちゃんのおでこに向かって弾はじく。別に痛いたいような攻こう撃げきじゃないが、真冬ちゃんは「あうー」と額ひたいをこすり、反省した風にシュンと黙だまり込んだ。……一安心。深夏が軽く文もん句くを言ってきたが、ボーイズラブ企画を上げられるよりはマシだ。

　そうこうしていると、まだドラマガ進出に関する意見を言ってない知弦さんが、「ふふふ」と妖あやしげな笑みを浮うかべて、すっかり進行役みたいになってしまっている俺おれを見ていた。……すげーイヤな予感がする。が、訊きかないわけにもいかない。

　恐おそる恐る、彼女にも意見を求める。

「ええと……知弦さんは、なにか意見、ありますか？」

「ええ、あるわよキー君。たくさん」

　たくさんあるんだ。……い、いや、知弦さんは、なんだかんだ言って、いい意見を出してくれる率りつは高い！　ここは、賭かけてみるか！

　俺は決意をもって、知弦さんの瞳ひとみを見つめ返す。

　知弦さんは俺のその意い思しを受け取り……そうして、ゆっくりと口を開いた。




「『とある生徒会の禁書目録インデツクス』──」




「アンタもか─────────────────────！」

　結局他社から引っ張ぱってきていた。

　知弦さんは俺の反はん応のうを充じゆう分ぶん堪たん能のうしたかのように微笑ほほえむと、「ま、それは冗じよう談だんとして」と続けてきた。

「今までの意見は行きすぎだとしても、確たしかに、『既き存ぞんの有名作品に関連する』というのは、手っ取り早く注目してもらう一いち手しゆ段だんではあるわね」

「そ、それはそうですけど……。俺らのこれって、ドキュメンタリーみたいなもんなんですから、絡からめるとか無いでしょう」

「そうね。作品自体を絡めるのは無理でしょう。となれば……」

「となれば？」

「ここは、作家を始めとする有名人さんから推すい薦せんコメントなり、帯おびコメントなりを貰もらうのが有ゆう効こうじゃないかしら。つまり、ドラマガ進出で、それを募ぼ集しゆうするのよ」

「……はぁ。まあ、有名人に推薦してもらったら、凄すごいでしょうけど」

　それは確かに注目されそうだが。しかし……。

「有名人がそんなにホイホイコメントくれないでしょう」

「確かに難むずかしいわね。でも、色々手はあるわよ」

「手？　どういうことですか？」

「そうね……例たとえば……」

　そこで知弦さんは一いつ拍ぱくおき、そして、ニヤリと不ふ敵てきな笑み。




「『感動で涙なみだが止まりませんでした　ｂｙ柴しば咲さきコウ………………の、親しん戚せきの親戚（とても小さく）』みたいな」




「完全に詐さ欺ぎじゃないですか！」

「詐欺じゃないわよ。親戚の親戚を捜さがして本当に書かせればいいのよ」

「親戚の親戚っていう部分を目立たなくしてるじゃないですか！」

「大だい丈じよう夫ぶ。裁さい判ばんになったら勝てるぐらいには、文字サイズを調ちよう節せつするわ。任まかせておいて！」

「無む駄だに頼たよりになりますね！　っていうか、やめて下さい！」

「……キー君は、真ま面じ目めねぇ」

「貴女あなたが邪じや悪あくなだけですよ！」

　知弦さんは少しだけ残念そうにした後、すぐさま表ひよう情じようを切り替かえて、また提てい案あんしてきた。

「じゃあ、こういうのはどうかしら？」

「なんですか……」




「『富ふ士じ見みファンタジア文庫史上、最も面おも白しろい作品　ｂｙ編へん集しゆう部ぶ』」




「荷が重すぎる─────────────────────────────！」

「少々のハッタリは必要よ、キー君」

「少々じゃないでしょう！」

「自分達の物語をそう卑ひ下げするものではないわ」

「そういう問題じゃないです！　っていうか、編集部が了りよう承しようしませんよ、そんなコメント！」

「ふふふ……それは大丈夫よ。あの編集部は既すでに、私の命令を拒きよ否ひできないわ」

「富士見書しよ房ぼうに何をした────!?」

「ふふふ……便利な世の中よね。携けい帯たいにもカメラがついているんだから」

「全く事情分からないけど、怖こえぇ──────────！」

「まあ、その手段は確かに私も本意じゃないわ。他のも模も索さくしてあげましょう」

「是ぜ非ひそうして下さい……」

「そうね……」

　知弦さんが数秒考え込み、そして、ぽんと手を叩たたく。




「『この本が売れなければ、世界は滅ほろぶだろう　ｂｙ神様』」




「煽あおり文どころか、既に脅きよう迫はくじゃないですか！　凄すごい規き模ぼの！」

「もしかしたらこれは、聖せい書しよの発行部数さえ超こえるかもしれないわね」

「貴女の目標設せつ定ていは総そうじて高すぎる！」

「そうと決まれば、神様に頼たのまないとね、コメント。ドラマガで呼よびかけたらやってくれるかしら？」

「凄いなドラマガ！　神様も読んでいるんだ！」

「二ノ宮君とまぶらほ目的らしいわよ」

「ラブコメ好きなんだっ、神様！」

「というわけで、神様。このやりとりを見ていたら、至し急きゆう、富士見書房までご連れん絡らく下さい」

「連絡来ても困こまるわ、編集部！」

「毎月アンケートとファンレターも送っているらしいわよ、神様」

「結けつ構こう頻ひん繁ぱんに連絡来てるんスね！」

　もう、ツッコミきれん。俺はぐだっと長なが机づくえに突つっ伏ぷす。

　知弦さんはどうやらようやく満足したのか、いつも持ってきている自分用のミネラルウォーターを一口飲んで、ふぅと一息ついていた。

　……なんか結局、誰だれもマトモな案を出してくれていない気がする。

　会長と椎名姉し妹まいは、また、「あやかり案」を勝手に検けん討とうし始めてしまっているし。知弦さんに至いたっては、「言いたいことは全部言い切ったわ」という満足感溢あふれる表情で皆みなを見守っているし。

　……仕方ない。

　こうなったら、俺が動くか！　この俺……美少女ハーレムの主あるじたるこの杉崎鍵が、遂ついに、提案を開始するか！

「よし、皆、俺の意見を聞いてくれ！」

　勢いきおい良く立ち上がると、全員の視し線せんがこちらを向く。……総じて全く俺に期待していない視線だが、そんなことは気にしない！

　しかし隣となりの深夏が、すかさず水を差すようなことを言ってきた。

「鍵の意見は別にいらねーよ」

「な、なんでだよ！」

「どうせ……エロ方面に行くだろ、お前」

「うっ！」

　完全に図星だった。「ドラマガ版ばんの内ない容ようはセクシーショット連発で行きましょう！」と言う気満々だった。

「ち、ちげぇよ。そりゃお前、めっちゃ、真ま面じ目めで、画かつ期き的な意見言う気満々だったさ、ああ」

　汗あせをダラダラかき、視線を逸そらしながら答える。深夏は「ふーん」と俺を冷たい視線で見つめていた。

　そんな俺に対して、会長が、「じゃあ言ってみて」と追い討うちをかけてくる。

「杉崎のその、とても真面目で画期的な意見、聞いてあげるわ」

「うぐっ……。え、えと。……ドラゴンマガジン版は、俺と会長の間に生まれた子こ供どもによる、真面目な一いち人にん称しよう作品、とか」

「画期的すぎて意味が分からないよ！　っていうか、全部子供に丸投げ!?　しかも、サラリと私と『将しよう来らいそういうことがある』のを暗あん示じしているし！」

「うぅ……すいません、俺にはそれ以外、真面目な意見なんて……」

「どんだけ不真面目なのよ、杉崎！　副会長なのに！」

　俺はしゅんと沈しずみ込こむ。……ハーレムの主なのに、散々だ。

　すっかり会議が停てい滞たいしてしまう。すると、知弦さんが「そうねぇ」と口を開いた。

「ドラマガ短たん編ぺんの内容自体は、まあ、普ふ段だんのこういう会議の模も様ようでいいとしても。やっぱり、ドラマガ読者の心を捉とらえて、『これは一巻かんも買ってみよう！』と思わせる文章があって然しかるべきよね」

「というと？」

「例えば……私達の会話が妙みように思わせぶりだったり」

　その知弦さんの言葉に、深夏が「なるほど！」と便乗する。

「『アイツが死んでから……もう、一週間か』とかだな！」

「本編で俺達に何があったんだよ！」

「いや、別に何もなくてもいいんだよ。思わせぶりなだけで」

「詐さ欺ぎだろう、それは！」

　酷ひどい手法だった。

　しかし、俺以外のメンバーはノリノリである。真冬ちゃんまで、「それならこういうのはどうでしょう！」と提てい案あんしてきた。

「ドラマガ読者はファンタジーが好きですから！　だから、例えば杉崎先せん輩ぱいが、時折、『待て、深夏！　その能のう力りよくは、簡かん単たんに使うんじゃない！』みたいな、凄すごく思わせぶりなことを言うのはどうでしょう！」

「だから、詐欺だって！　誰も特とく殊しゆ能力持ってないだろう！」

「いいんです。思わせぶりなだけですから。結局最後まで、不思議現げん象しようは起こりません」

「なんかすげぇ悪あく質しつだよねぇ！」

　回かい収しゆうされない伏ふく線せんを意図的にばらまくとは……。

　げんなりしていると、会長まで乗っかってくる。

「だったら、気になる過か去こを挟はさむのはどうかしら！　これなら現実的でしょう！」

「……例えばどんなものです？」

「そこはほら、杉崎の一人称作品なんだから、杉崎の過去よ」

「別に、人を引きつける過去なんて、俺、ないですよ」

　確たしかに、俺にだってぺらぺら話せない過去の傷きずの一つや二つぐらいならあるが、人を引きつけるようなものとは思えない。

　しかし、会長は知ったかぶりで続けてきた。

「『あの頃ころの俺は、人を殺すことをなんとも思ってなかった……』みたいな！」

「想そう像ぞう以上にドス黒い設せつ定ていだった！」

「こうなると、ドラマガ版短編とのあまりのテンションの違ちがいに、読者は一巻を気にしてしまう仕し掛かけよ！」

「それはいいですけど、一巻でもそんな過去には触ふれられてないでしょう！」

「いいのよ、別に。買わせちゃえば、こっちのもんよ！」

「その悪質さ、いっそ清すが々すがしいわ！」

　どうせ誰も騙だまされないだろうけど。

　会長は一人、まだ妄もう想そうを続けている。

「杉崎は過去に非ひ情じようなアサシンだったのだけれど、私、桜野くりむの偉い大だいさに心を打たれて、改心し、副会長になるまでの経けい緯いが、一巻の内容。……ということでいきましょう」

「いかないですよ！　っつうか、現代日本でゴロゴロ殺人犯おかしているヤツが、最終的に何も償つぐなわず副会長やっていていいんですか！」

「じゃあ、こうしましょう。杉崎は、実は、誰も殺してなかった！」

「アサシンの設定が根底から覆くつがえった！」

「杉崎は実は、自分をアサシンだと思い込んでいただけの、痛いたい空想野や郎ろうだったのよ！」

「俺おれの設定がどんどんいたたまれなくなってますけど！」

「そういう感じをドラマガで匂におわせて、一巻を買わせよう！」

「買いませんよ、誰も！　そんな空気匂わされても、全く魅み力りよく的じゃないッスよ！」

「そんなドン底の杉崎を救う私の魅力が、一巻にはぎっしり！　ということにしましょう！」

「一巻買わせるためだけに、どんだけ俺を犠ぎ牲せいにすれば気が済すむんだアンタは！」

　全力で否ひ定ていし、息を吐はく。会長を始め、メンバーは全員不満そうだった。

　……いいだろう。そういう態たい度どとるんだったら、あえて、乗ってやろうじゃないか。それがどんだけ無む謀ぼうか、その身をもって知るがいいわ！




「よし、そんだけ言うなら、今から実じつ際さいにやろうじゃないか！　ここからの会議内ない容ようは、思わせぶりに話してみようぜ！　出来が良かったら、それをドラマガ短編の内容にして提出してやるよ！」




　その俺の提案の一言で。

「思わせぶりな生徒会」が始まった。




　　　　＊




　俺は、杉崎鍵。過去に……大きな傷を持つ男だ。その件けんについては、他で語ることもあるだろう。

「鍵……アイツのことは、もう忘わすれろよ」

　隣となりに座すわる美少女、深夏が、神しん妙みような顔でそんなことを言う。俺は深く嘆たん息そくした後、首をふるふると横に振ふった。

「忘れられるもんか……。俺が殺したようなもんだ」

　肩かたをワナワナと震ふるわせる。俯うつむいていると、真冬ちゃんが「でも」と感情的に反論してきた。

「杉崎先輩はよくやりましたよ！　そうですよ……。最初から……最初から、彼に敵かなうハズなんてなかったんです……。最強の能力者であり、組そ織しきのナンバー２である、彼には……」

「真冬ちゃん……ありがとう。でも俺は……俺はっ！」

　悔くやしさで机つくえを叩たたく俺、杉崎鍵。瞳ひとみに涙なみだを滲にじませていると、会長が、俺の肩にぽんと手を置いた。

「そうか……杉崎。貴方あなたはまだ、十年前のことを引き摺ずっているのね」

「会長……」

「十年前、確たしかに、貴方は多くの人間の命を奪うばったわ。でもそれは……」

「いいえ、会長。分かってます。でも……だからこそ、俺は、残りの人生を全すべて人を救うことに費ついやさなければいけなかったのに……。それが俺の存そん在ざい意い義ぎだったのに！」

「杉崎……」

「それなのに……アイツを……親友のアイツを救えなかったなんて！」

　悔しさに、思わず机を思い切り叩く。皆みなが黙だまり込んでしまう中、ただ一人、ぽつりと、知弦さんが口を開いた。




「そうね……。でも、そんなに気にしても仕方ないわ。まさか、あんな場所にチーズケーキが放置されているなんて、誰も思わないもの」




『…………』

　……………………。黙り込む俺達。

　会長が、少し動どう揺ようした様子で、口を開く。

「そ、そうね……チーズケーキさえなければ、あの戦いは、杉崎の勝利だったわ」

　あ、汚きたねぇ！　便乗しやがった！…………いや、なんでもない。俺は杉崎鍵。アサシンの過か去こを持つ、ハードボイルドな男。

　会長に続けとばかりに、椎名姉し妹まいが次々と口を開く。

「ま、真冬も、チーズケーキが勝敗を決するとは思いませんでした……」

「そ、そうだな。あたしもアレばっかりは……。鍵、実際、あの時はどうだった？」

　ぐっ！　俺に振りやがった！……い、いや、なんでもない。俺は杉崎鍵。最近親友を失った男。

「そ、そうだな……。……ああ、チーズケーキさえなければ、勝てた勝負だった」

「具体的には？」

　知弦さんがすかさず訊きいてくる。……このドＳめ！

「……え、と。あ、あそこにチーズケーキがなければ、俺が足を滑すべらせることもなかったわけですし……」

「ああ、成なる程ほど。キー君は、チーズケーキに足をとられて、負けたのね」

「そ、そうです！」

　ほっと胸むねを撫なで下ろす。……いや、なんでもない。

　俺達は神しん妙みような空気に包まれた。

　もう……あの戦いは思い出したくもない。そう、あの壮そう絶ぜつな戦いは……。

　静まり返る生徒会室。そこで……再ふたたび、知弦さんが口を開いた。




「ところで、キー君。死んだ彼……《人じん面めん魚ぎよのモモちゃん》とは、言葉も通じないのに、どうやって親友になったんだっけ？」




「無む茶ちや振ぶりもいい加か減げんにしてぇええええええええええええええええええええええええ！」




　そんなわけで、俺達の「思わせぶりな生徒会」はあっけなく終わった。




　　　　＊




「知弦さん！　なんで色々破は綻たんさせるんですか！」

　俺はもう自分の役やく割わりも無む視しし、知弦さんに怒ど鳴なる。他のメンバーも疲つかれた様子で見守る中、知弦さんはシレッと返した。

「あらキー君。貴方、この手法は反対だったでしょう？」

「そ、それはそうですけど！　やるとなれば真ま面じ目めにやりますよ！」

「そう。私も、私なりに真面目にやったつもりだったんだけど……」

「どこがですか！」

「チーズケーキが原げん因いんで史上最大の決戦に勝負がつく物語なんて、気にならない？」

「確かに気になりますけど！」

「そして、人面魚の親友のために涙を流す物語よ？　誰だれでも一巻かん買っちゃうわ」

「う……そ、そうですけど！」

　相変わらず、知弦さんとの口こう論ろんは分ぶが悪い。会長と椎名姉妹も、苦く笑しようしたまま見守っていた。

　そんな中で、知弦さんが全すべてをまとめるように告げる。

「結局、こんな風に読者の興きよう味みを引いたって、仕方ないっていう話よ」

『…………』

　全員、思わず黙だまり込こむ。

　……確たしかに、俺達、悪ノリしていたかもしれない。

　知弦さんは、天使のような微び笑しようで、全てを締しめくくる。




「だから、やっぱり、ありのままの私達を見て貰もらえばいいんじゃないかしら。こうして……下らないことを真しん剣けんにやっている、私達の物語を、ね」




　ウィンクする知弦さん。そのあまりの神こう々ごうしさに、生徒会の全員が、感かん涙るいする！
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「そうよね！　私達の生徒会は、ありのままの姿すがたが充じゆう分ぶん魅み力りよく的よね！」

「そうだぜ！　変に味付けする必要なんて、ねぇ！」

「真冬も、そう思います！」

「俺達は……間ま違ちがっていました、知弦さん！　目が覚めましたよ！」

　慈じ愛あいに満ちた微笑で俺達を見守る知弦さん。

　こうして、俺達は、ドラマガ版ばんの短たん編ぺんも、ありのままの会議内ない容ようでいくことに決定したのだった！




　……………………。




　……全ての悪ふざけ提てい案あんもそもそも知弦さん発信だったことに気付いたのは、それから数すう刻こくしてからのことだった。
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　【実録！　生徒会選挙ポスターの裏うら側がわ！】




「アカちゃん、なにしてるの？」

　昼休み、三年Ａ組の教室にて。私、紅あか葉ば知ち弦づるの親友であるアカちゃんこと桜さくら野のくりむは、せっせと模も造ぞう紙しに向かって鉛えん筆ぴつを走らせていた。

　私の質しつ問もんに、アカちゃんは「ふっふーん」と胸むねを張はる。……可愛かわいい。

「実は──って、ちょ、知弦、なんですぐ抱だきつくのよ！」

「気にしないで、続けて」

「……知弦が男の子に生まれてたら、私はなんらかの犯はん罪ざいに巻まき込こまれていた気がするよ……」

「あら、心外ね」

「ご、ごめん、言い過すぎた？」

「女である今でも、アカちゃんに犯罪的行こう為いを仕し掛かけるのなんて朝飯前よ！」

「たーすーけーてぇー！」

　アカちゃんがクラスメイトに泣きながら助けを求めたので、仕方なく私はふざけるのをやめ、話を元に戻もどす。

「で、なにをしているの？」

「あ、うん。選挙活動用のポスターを作ってるの！」

「……へー」

「今凄すごく興きよう味みない顔したよねぇ！」

「興味ないもなにも……」

　そもそも、この子……アカちゃんの生徒会長就しゆう任にんは、もう決まっているようなものなのだ。興味ないというより、選挙活動自体に「意味」が無い。

　生徒会選挙は、四月の後半に行われる。つまり、二年・三年の生徒達はそれまでの学校生活で投票する人を選ぶのだけど……。

　去年も私達は生徒会役員に選ばれているし、そうなると余よ計けいに普ふ段だん全校生徒の前に顔を出す機会も増ふえるから、次の年の就任も決まったようなものだ。容よう姿し的にも行動的にも私達のように目立つ生徒はそうそういない。

　自分やアカちゃんに自信があるのとも違ちがう。客観的に考えて、そう私は判はん断だんしているのだ。

　それは、私ほどじゃなくても、アカちゃんもある程てい度どは分かっていると思ったのだけれど……。

　アカちゃんは、「甘あまいなぁ、知弦」と少し偉えらそうに指を振ふった。

「一年生は、入学してからすぐ投票するのよ。だから彼ら、彼女らにはプロモーションする意味があるの！」

「それは分かるけど」

　確かに、入学してすぐ投票させられる一年生は、戸と惑まどってしまう。だから、実じつ際さい……公式に認みとめられた活動ではないのだけれど、毎年、新聞部が「注目美少女特集号」という雑ざつ誌しを作り、配くばって回る。一年生は大体、そのまるで競馬新聞のような情じよう報ほう誌し（顔写真あり）を見て、投票する傾けい向こうにあるのだ。

　結局、一年生によっぽど目立つ子が多かったりしない限かぎりは、前年も役員だった子は大体継けい続ぞく。その他、滅めつ多たにいないけど、優ゆう良りよう枠わくは投票前に確かく定ていしてしまう。今年は……そうそう、あの子……キー君が、ここまで上ってきたんだっけ。

　私は少しだけ、微笑ほほえむ。

「？　どうしたの、知弦？」

「いえ、なんでもないわ。とにかく、アカちゃん。一年生にアピールするにしても、新聞部のあれがあるのだし、自分でやる意味は……」

　とそこまで言って、「ああ、そういうことか」とようやく納なつ得とくした。アカちゃんは、新聞部を嫌きらっている。去年は自分の失敗談をかなり面おも白しろ可お笑かしく特集されたため、すっかりむくれてしまったのだ。特に藤とう堂どうリリシアという部長とは、犬けん猿えんの仲と言っていい。

「なるほど。新聞部に任まかせるのがイヤなのね」

「そうよ！　あんな雑誌で判断されたくないから、私は、自分で自分のポスター作って、一年生の教室前廊ろう下かに貼はるの！」

「まあ、そういうことなら、好きにしたらいいんじゃないかしら」

　そして、いつものように面白く空から回まわりをしてくれたら、もっといいんじゃないかしら。

「うむ！　やるわよー！　知弦も手伝ってね！」

「……ええ」

　しまった。巻まき込まれた。……まあいいわ、面白く誘ゆう導どうしましょう。

「とりあえず今は、構こう図ずを考えているの。見て」

　そう言って、アカちゃんは模造紙をこちらに向けてくれる。……想そう像ぞう以上に酷ひどいものを見てしまった。

「まず、この真ん中で物もの憂うげに佇たたずんでいるのが私！」

　この、人体のバランスを無む視しした超ちよう存そん在ざいが？

「バックは、爽さわやかな青空！」

　ああ、これ、雲なのね。ＵＦＯが地球に大たい群ぐんで攻せめてきてるのかと思ったわ。

「そして、横にはババーンと私の名言！」

　丸文字で「私は新世界の神になる！」と書いてある。……志こころざしが高いこと。

「そして、上には所しよ属ぞく党とう！」

　別に、わざわざ「無所属」と大きく書く必要はないんじゃないかしら。

「そして、下には定型文！」

　いつから「私に精き一票を」は定型になったのだろう。精きって、なんだろう。

　アカちゃんは、自信満々の表情で、私に確かく認にんをとってくる。

「どうっ!?」

　どうもなにも……。

「完かん璧ぺきよ、アカちゃん。もう、何も言うことはないわ！」

　私は親指をぐっと立てた。……こんなポスターを一年生教室前廊下にせっせと貼りだすアカちゃん……面白すぎるわ！

　アカちゃんは、うむうむと頷うなずく。

「あとは、写真撮さつ影えいして、ちょちょっと編へん集しゆうすればいいだけね」

「アカちゃん、そんな専せん門もん的な作業出来るの？」

「知弦、知らないの？」

「？」

「えへん。私はよく、両親からは『やれば出来る子』と言われてきたの！　だから、専門知ち識しきなんてなくても、やってみれば、出来るはずよ！　なんせ私だもん！」

「…………」

　アカちゃんは、ホント、どうしてこう奇き跡せき的な育ち方をしたのだろう。

　私は……この子の面白さを目め一いつ杯ぱい引き出すために、話を合わせ、微笑んだ。

「ええ、アカちゃん！　貴女あなたはやれば出来る子よ！　やってみなさい」

「知弦！　うん、頑がん張ばるよ、私！」

　……なんとなく。この子に接せつした人は、皆みな私みたいな心しん境きようになった末に、こうやって対たい応おうするから、それが積み重なって、アカちゃんはアカちゃんになったのかもしれないと思った。……こういう天然記念物は、皆で保ほ護ごして、鑑かん賞しようするべきよね。

「そうと決まれば、早さつ速そく、パソコン室を占せん拠きよよ！」

「流石さすがに占拠は勘かん弁べんしてくれるかしら」

　新学期早々、大だい事じ件けん勃ぼつ発ぱつするから。……それはそれで面白そうだけど。

「む、もう昼休みも残り少ないわね。じゃあ、作業は放課後にしましょう、知弦！」

「ああ、私も当然のように巻き込まれているわけね」

「二人で一いつ緒しよに、素す晴ばらしいポスターを編集しようじゃない！」

「ええ、そうね」

　アカちゃんの言う「素晴らしい」と、私達一いつ般ぱんの「素晴らしい」は激はげしく別だと思うけど。そういうアドバイスをしてこの子を歪ゆがめないのが、私達人類の役やく割わりだと思う。

　そう決めると、もうやることはないと判はん断だんしたのか、アカちゃんは模も造ぞう紙しをくるくる丸め始めた。

「うっふっふー。一年生の目は、釘くぎ付づけね！」

「ええ、勿もち論ろん」

　色んな意味で。

「これで、新生徒会会長の座ざは獲かく得とくしたも同然！」

「そうね」

　こんな面白い子に投票しないわけがないものね。

「あ、でも、今年の一年生に凄すごく可愛かわいい子いたりするのかな？」

　アカちゃんの疑ぎ問もんに、私は、「そうね……」と記き憶おくのデータベースを検けん索さくする。

「……ああ、深み夏なつの妹が入ってくるわね、確たしか」

「あ、そうかっ！　でも深夏の妹なら、『熱血だぜ！』という感じだろうから、大だい丈じよう夫ぶよね！」

「いえ、そうでもないみたいよ？　確か、男の子が苦手で、引っ込み思じ案あんの子だって聞いた覚えがあるけど……」

　というか、生徒会室で喋しやべった時に、アカちゃんも聞いていたはずだけど。

　アカちゃんは「むむぅ」と考え込む。

「それは……また、新たなライバルの登場かもしれないわね」

「ええ。まだ会ったことないけど、深夏の妹なら、顔は間ま違ちがいなくいいでしょうし」

　深夏も、あの性せい格かくで見失いがちだけど、黙だまっていればかなりの美少女。一歳さい違いの妹、それも深夏より女の子っぽい性格ともなれば、それなりのスペックであることは予想がつく。……でもまあ、一年で急に生徒会長というのも、無いだろうけど。

　しかし、アカちゃんは真剣に悩なやんでいる。

「深夏の妹……要注意ね！」

「確か、真ま冬ふゆ……と言ったかしら」

「椎しい名な真冬……。あなたに神の座は渡わたさない！」

　いえ、彼女はそんなもの全く狙ねらってないと思うけど。今いま頃ごろ真冬という子は、「へくちっ」とクシャミでもしているかもしれない。

「そうと決まれば、ポスター修しゆう正せい！」

　アカちゃんはそう言うと、再ふたたび模造紙をくるくる回して広げる。そうして、何を書くかと思えば……。

「きゅっきゅ……っと」

「…………」

　凄い。想そう像ぞう以上に凄いポスターになってしまった。既すでにスペースはギュウギュウだというのに、更さらに推すい薦せん文ぶんが書き込まれている。かなり問題ありのが。




《冬に負けないトロピカルな女！》




　……流石にまずいわね、これは。アカちゃんが笑われるだけならまだしも、見ず知らずの真冬という子まで、若じやつ干かん巻まき込んでしまっているフシがあるわ。

　……やれやれ。仕方ないわね。今回もいつものように、優やさしくまともな方向に誘ゆう導どうして、それなりに見られるポスターにしてあげましょうか。まったく。

「うっふっふー！　選挙が楽しみだわ！」

「ええ……本当に」

　私は不ふ敵てきに微笑ほほえむアカちゃんを眺ながめ、それから、ふと、窓まどの外、空を眺める。




「今年も……気苦労が絶たえない年になりそうね」




　私は深く嘆たん息そくしつつも、顔には微び笑しようを湛たたえながら、そんなことを呟つぶやくのだった。







　【会長の宣せん言げん】




　み、皆みなさん、御ご機き嫌げんよう。この度たび、生徒会長に就しゆう任にんさせていただきました、さくりゃの……。……こほん。……さくりゃ……。…………。さく……。さくり……。

　……の、くりむです。




生徒達（ごまかした！）




　えと。その……。…………。……ごそごそ。




生徒達（就任早々、堂々とカンニングペーパーだ！）




　そうそう、公約、公約。ええと、なになに……まずは、この学校をよりよくしていくため、尽じん力りよくすることを誓ちかいます……。……よし！

　まずはっ、この学校をよりよくしていくため、尽力することを誓いましゅ！




生徒達（二回聞かされた！　本番噛かんだし！）




　私が会長になったからには、世界で一番素す晴ばらしい高校になると思います！




生徒達（無む駄だに大きく出た！）




　皆さんは、恐おそらく、この時代、この指し導どう者しやの下もと、この学校にいられたことを、神に感かん謝しやすることでしょう。私に任まかせれば、万ばん事じうまくいきまひゅ！




生徒達（説得力皆かい無む！）




　具体的な活動としては……まず、税ぜい金きんを徴ちよう収しゆうします！




生徒達（暴ぼう君くんだぁ──────────！）




　え？　なんですか先生？……あ、ダメなんですか……。でもでも……。…………。

……あぅ。……ごめんなさいです。




生徒達（怒おこられてる！　就任早々、怒られてる！）




　……すいません、皆さん。私、調子にのってました。…………はぁ。




生徒達（著いちじるしくテンション下がった！）




　…………。……くすん。
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生徒達（泣いたぁー！　ま、まずい！　皆で盛もり上げろー！）




　み、皆みんな……。くすん。そんなに拍はく手しゆくれるなんて……。そっか……。先生はダメと言っても、皆は……皆は、税金制せい度どに賛さん成せいなんだね！




生徒達（曲きよつ解かいされた！）




　でも、ごめんね。皆が応おう援えんしてくれた税金制度だけど、ちょっと難むずかしいみたい……。今後のことも考えて、この公約だけは、いきなりだけど、破は棄きさせてもらいます。

　代わりと言ってはなんですが……。

　私は任にん期き中に、かならずや、この学校の敷しき地ち面積を七十五倍にしてみせます！




生徒達（なんのために！）




　大きーい学校って、ワクワクするもんね！　マンモス学校とか、学園都市とかの言葉には、皆もとてもロマンを感じると思うの！　私は凄すごく好き！




生徒達（本人小さいからかなぁ……）




　だから、今年中に学校を拡かく大だい──。……え？　先生、どうしたんですか？




生徒達（また怒られてるよ……）




　…………うぎゅ。で、でも……こ、これだけは譲ゆずれません！




生徒達（譲らなかった！）




　私は、このために会長職しよくを受け容いれたと言っても、過か言ごんじゃないんです！




生徒達（過言であって欲ほしかった！）




　お、大人は私達のことなんて何も分かってないのよ！　ねえ、皆！




生徒達（凄すごく青あお臭くさい同意を求められた！）




　ほら、皆の目を見て！　この、少年少女達の絶ぜつ望ぼうに染そまった目を！




生徒達（主おもに新生徒会長への絶望です）




　貴方あなた達教きよう師しは、生徒にこんな目をさせて、恥はずかしくないのでしゅかっ！




生徒達（貴女あなたも色々恥ずかしくないのでしょうか）




　ふ……。そう。あくまで学園拡大を阻そ止ししようというのね……。いいわ。わかったわ。こうなったら、全校生徒対教師陣じんの全面戦争よ！




生徒達（勝手に戦争始められた！　しかも会長陣じん営えい！）




　皆！　心配しないで！　必ずや……必ずや私が学園を、広くしてみせるから！




生徒達（別にいいです！）




　あれ？　先生、額ひたいを押おさえてどうしたんですか？　え？　キミを扱あつかうのは自分には無理？　もう好きにしてくれ？……や、やったわ皆みんな！　勝ったわ！




生徒達（まさかの勝利───────────────────!?）




　というわけで、明日から早さつ速そく着工……。あれ？　ど、どうしたの、知弦。今は私の所信表明──あいてっ！　な、なんで叩たたくのよぅ～。う、うぅ？…………はい。…………はい……そうですね……。……その通りです……。

　……あぅ。ご、ごめんなさい。




生徒達（会長を書記が抑おさえた！　会長弱っ！）




　……うぅ。……皆みなさん、ごめんなさいでした。しゅん……。学園拡大の野望は、潰ついえてしまいました……。




生徒達（片かたっ端ぱしから公約が破棄されていく……）




　…………。…………。




生徒達（黙だまっちゃった……。どうしよう……）




　……？　えと……キミは、あ、顔合わせの時に生徒会全員に告白した副会長の杉すぎ崎さき！　な、なによ！　今は、私の挨あい拶さつの番だって……。え？　う、うん……えと……うん。そ、そんなんでいいの？　でも……あいてっ！　な、なんでデコピンするの～。うぅ？　とにかく言う通りにしなさいって……なによ、偉えらそうに……。

　あいたっ！　わ、わかったわよう……。




生徒達（な、なんか変な副会長出てきて、そして去っていったよ……）




　えと……なんか副会長が無理しないで素す直なおな気持ちを言えばいいんですとか偉そうなこと言うから……シャクだけど、その通りにするね。




生徒達（なんだかんだ言って、人のアドバイスはちゃんと聞くんだな……）




　あの……ね。いきなり公約が二つもダメになっちゃったけど……。そんな私でも、これだけは、言えるよ。

　私、がんばる。いっぱい、がんばる。つまずいても、やりきるから。




生徒達（…………）




　ご、ごめんね、なんかありきたりな言葉で……。うぅ。

　で、でも、本気だから！　私は、会長、ちゃんとやるから！　さっきみたいに迷めい惑わくかけちゃうことも、あるかもしれないけど！

　でも、走りきるから！　諦あきらめないから！　それだけは、《絶ぜつ対たい》だから！

　だから……お、応おう援えんしてくれたら、嬉うれしい……な。

　…………はぅ。照れるぅ。




生徒達（か……）




　？　ど、どうしたの皆？　お、おなかでも、痛いたいの？




生徒達（可愛かわえぇええええええええええええええええええええええええええええ！）




　？？？　ど、どうしたの急に拍はく手しゆして！　な、なに！　なんなの？

　よ、よく分からないけど、なんか怖こわいから、挨拶終わり！

　って、わひゃあっ!?　ど、どうして胴どう上あげ!?




生徒達（か・い・ちょ！　か・い・ちょ！　か・い・ちょ！）




　た、助けてぇ──────────！







　──以上、新生徒会長桜さくら野のくりむさんの挨拶でした。
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　【リニューアルする生徒会】




「常つねに進化していくことこそが、人間の力なのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　そして、もう一言。

「そんなわけで、リニューアル版ばんのドラマガにも進出よ！」

『…………』

　全員、沈ちん黙もく。参さん謀ぼう的役やく割わりの大人の女じよ性せいである知ち弦づるさんも、男口調と熱血性せい格かくの深み夏なつも、うさぎみたいに可愛かわいらしい真ま冬ふゆちゃんも、そして、この美少女メンバーを全員攻こう略りやくしてやろうと企たくらむ俺おれ、杉すぎ崎さき鍵けんも。完全に、沈黙。

　その空気に、三年のくせにお子様な容よう姿し＆精せい神しんの会長、桜さくら野のくりむが「えと……」と戸と惑まどっている。

「あの～……。皆みなさん？」

『…………』

「なんか……怒おこってる？」

　その質しつ問もんに、代表して俺が、嘆たん息そく混まじりに答える。

「ここ最近……俺達、本の方に時間かけすぎじゃないですか？」

「う……。で、でも、折せつ角かく依い頼らい来てるんだしっ！」

「いや、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんには滅め茶ちや苦く茶ちや感かん謝しやしてますけどね。会長の、その、なんでもかんでも仕事を受ける姿し勢せいには、一いち抹まつの不安を──」

「目め指ざせっ、映えい画が化っ！」

「話、聞いてます!?」

　そこで、遂ついに生徒会役員は全員で溜ため息いきをつき、諦あきらめた。……もういいや。なるようになれってんだ。

　知弦さんが、「仕方ないわね」と仕切りなおす。

「まあ、乗りかかった船よ。やるとなれば、ちゃんとやりましょう」

『は～い』

　俺と椎しい名な姉し妹まいの返事。会長は一人、「なんで知弦の言うことは聞くの!?　会長は私だよ！　最高権力者は私っ！」とごねていた。無む視し。

　知弦さんが淡たん々たんと会議を進行する。

「そんなわけで、今回のテーマは『リニューアル』よ」

「ちなみに、ドラゴンマガジンさんはどうリニューアルするんですか？　真冬は、それがちょっと気になります」

　真冬ちゃんの質問に、知弦さんが何かの資し料りようをパラパラめくりながら、「そうね……」と答える。

「まず、サイズが変わるみたいね。今までのＡ４サイズから、Ｂ５になるらしいわ」

「ああ、それはちょっといいかもですね。真冬なんかは、小説に関しては、コンパクトな方が読みやすくて好きですよ」

「そうね。あとは……隔かく月げつ化、ですって。今までは毎月月末発売だったのが、奇き数すう月の二十日発売に変へん更こうになるらしいわよ」

　その情じよう報ほうに、今度は深夏が反はん応のうする。

「じゃあ、あたし達の入り込こむ隙すきがなくなってくんな」

「いえ、そうでもないわよ。リニューアルに伴ともない、増ぞうページとか、小説枠わくのボリュームが増ふえたりもするみたいだから」

「へー。んじゃ、『碧へき陽よう学園生徒会議事録番外長ちよう編へん～魔ま王おう討とう伐ばつ編～』とかもやれるわけかっ！」

「いえ、それは出来ないと思うけど。というか、生徒会で魔王討伐する予定ないし」

「英えい雄ゆう誕たん生じよう編もダメか？」

「なぜそれが通ると思っているのよ。……とにかく、まあ、大きな変へん革かくはそのあたりね」

　知弦さんの説明を聞き終わり、俺は「ふむ」と腕うでを組む。

「それは確たしかに、思い切った変革ですね。まさしくリニューアルだ。でも……個こ人じん的には惜おしいですね」

「何が？」

　俺の言葉に、会長がキョトンと反はん応のうする。俺は、嘆息しながら返した。

「どうせリニューアルするなら、十八禁きんの領りよう域いきに踏ふみ込んで欲ほしかった……」

「それはもうリニューアルっていうレベルじゃないよ！」

「そうしたら、生徒会シリーズもピンクな話になったというのに……。新章『夜の生徒会』シリーズが始まることになったのに……」

「ならないよ！　事実を基もとにしているんだから！」

「現げん実じつごと、ピンクになりますよ」

「なにその呪のろい！　十八禁版ドラマガ怖こわっ！」

　会長は呆あきれたように額ひたいに手をやり、「とーにーかーくっ」と仕切る。

「ドラゴンマガジンのリニューアルに倣ならって、今日はうちの生徒会、ひいては学校もリニューアルとかしてみたいと思うの！」

「……具体的には？」

「それを今から皆みなで考えよー！」

　やはり思いつきだけだった。全員そう思っていたので、特に今いま更さら指し摘てきしたりもしないが。

　知弦さんが嘆息混まじりに「それで」と会長に先を促うながす。

「アカちゃん的には、何かあるの？　リニューアル案」

「よくぞ聞いてくれました」

　会長は「ふふん」と胸むねを張はり、そして、自信満々に告げる。




「今日からこの学校は、生徒会長による絶ぜつ対たい王おう政せいを導どう入にゆうしてみたらどうかしら！」




「さて、深夏はなにかアイデアある？」

「ちょ、ちょっと！　自然に流さないでよ、知弦！」

「……それが通ると思っているの？　アカちゃん」

　知弦さんの冷たい視線に、会長は「う」と一いつ瞬しゆん引き下がりかけるが、しかし、今回はそれでも踏ん張った。

「ほら、いいと思うのよ、絶対王政！　この生徒会だって、基き本ほん的には『会議』に多くの時間と労力を割さかれているじゃない？　それが、絶対王政になればアラ不思議、全すべての方ほう針しんは私がパパッと決めちゃうため、様々なことが効こう率りつ的に！」

「……はぁ」

　知弦さんがすっかり呆れている。気力を根こそぎ奪うばわれた様子のため、彼女の代わりに俺が会長の相手をすることにした。

「それは、予算とかも会長が全部振ふり分けるんですよね？」

「当然ね」

「そうなったら、どんな感じに予算分けする予定ですか？」

「そうね……」

　会長は少し考え、そして、前言どおりパパッと答えた。




「まず、私のガードマンやマネージャーを雇やとうのに予算を……」




「初しよっ端ぱなから無む駄だ遣づかいじゃないですかっ！」

「何を言うの！　王よ、王！　王ともなれば護ご衛えい体たい制せいやスケジューリングには専せん門もん家かが必要だと思うわ！　専せん属ぞくシェフとかも欲しいわね」

「だから、無駄も甚はなはだしいですって！」

「食事に毒入れられたりしたら困こまるじゃない。専属シェフは必要だわ。他にも……スタイリストさんとか、メイクさんとか、運転手とか……」

「もうただの芸げい能のう人じんじゃないですかっ！」

「やっぱり王は、人の畏い敬けいの対象じゃないとね。そのためには……そうね。予算の五割わりは、まず、私を潤うるおすために使われるべきよね」

「もう既すでに財ざい政せい破は綻たんしてるでしょう、それ！」

「残り五割は、愚ぐ民みんどもで分ければいいじゃない」

「どんどん悪王になってますよ！」

「パンがなければ、菓か子しを食べればいいのよ」

「あんた誰だれの人生をなぞる気ですかっ！」

「うん、これで、うちの学校は末すえ永ながく平和になるわね」

「反はん乱らんの起こる様がありありと想そう像ぞう出来ますよ！」

　荒あれること間ま違ちがいなしの、ある意味凄すごい変へん革かくだった。確たしかにリニューアル度合いは高いが……。

　そこまで提てい案あんして満足したのか、会長は椅い子すにふんぞり返る。既に王様気分のようだ。

　完全に脱だつ力りよくしながらも、俺は、他のメンバーに話を振ることにした。

「じゃあ……深夏は、なにか『こうしたい』っていうリニューアル案あるか？」

「ん、そうだなぁ……」

　深夏は腕を組んで熟じゆつ考こうする。そうして、「そうだっ」と、手をぽんと叩たたいた。




「この学校の全ての揉もめ事は、公正なる勝負で決するようにしよう」




「それなんてリアルバウトハイスクール!?」

「これはかなりいいと思うんだよな～。あたしの場合は、武ぶ術じゆつ対決がいいな」

「ここの生徒は全員一いつ般ぱん人じんなんだから、変なルール持ち込むなっ！」

「あと、生徒会長とかは、来年から武ぶ闘とう大会で決するべきじゃねえかな」

「べきじゃねえよ！」

「強さこそが正せい義ぎだろ」

「それは往おう々おうにして悪役の理り論ろんだと思うぞ！」

「愛や友ゆう情じようこそ全てなんて生なま温ぬるい幻げん想そうを、我われが打ち砕くだいてくれるわ……くくく」

「だから、なんでリニューアルアイデアを提案するヤツは確かく実じつに悪に染そまるんだよ！」

　会長と同等かそれ以上に酷ひどかった。深夏、普ふ段だんは正義を愛する女なのに……。恐おそるべし、リニューアルの魔ま力りよく！

　正しよう直じきこのあたりでもう、メンバーに意見を求めるとろくなことにならない気はしてきていたが、流れ上スルーするわけにもいかないので、残りの二人にも事じ務む的に訊たずねる。

「真冬ちゃんは……なにかある？」

「はいっ！」

　ほうら、来た。真冬ちゃん、目が爛らん々らんと輝かがやいているよ。暴ぼう走そうする空気がびんびん伝わってきているよ。……しかしハーレムの主としては、それでも、公平に訊ねなければいけない。

「それは、どういう……」




「異い性せい間の恋愛禁きん止しです！　しかし、同性間の恋愛は生徒会が全力で奨しよう励れいします！」




「イヤな学校っ！」

　震ふるえるほどアブノーマルな高校だった。

　真冬ちゃんは、テンション高く続ける。

「全国のＢＬ好き、百ゆ合り好きの聖せい地ちになれますよっ！」

「なりたいと思ったこと一度もねぇよ！」

「特とく待たい生せい制せい度ども設もうけます！」

「なんの!?」

「女子生徒は『姉』『妹』、男子生徒は『兄』『弟』の契ちぎりを交かわしたパートナーを作ることを、校こう則そくとします！」

「なんの目的で!?」

「……勉強が捗はかどります」

「嘘うそつけっ！　目が泳いでるじゃないかっ！」

「ゆ、友情が、育はぐくまれます」

「健全じゃない友情がねぇ！」

「む。それは失言ですよ、先せん輩ぱい。世の中には、とても綺き麗れいなＢＬや百合がですね……」

「ＢＬとか百合とかの概がい念ねんが出てきた時点で、既に友情とは言い難がたいだろう！」

「直ちよく接せつ的な行動にさえ出なければ、ギリギリセーフなはずです」

「ギリギリセーフな生徒ばかりいる学校なんてイヤだぁあああっ」

「周囲がそういう環かん境きようになれば、杉崎先輩も、きっと覚かく醒せいできますよ！　種が割われて！」

「そんな覚醒するぐらいなら眠ねむったままの方がいいわっ！」

「一緒に楽園を作りましょう！」

「そこを楽園と感じるようになったら、なんかおしまいな気がするよっ！」

　真冬ちゃんは、依い然ぜんとして目をキラキラさせている。……酷ひどい。思っていた以上に酷かった、真冬ちゃんのリニューアル案。悪の道っていうか……人の道を若じやつ干かん踏ふみ外していた。いや、別に同性愛否ひ定ていじゃねえけど、奨励した高校はおかしいだろ、確実に。

　さて。アイデアを言ってないのは、あとは知弦さんだけだが……。

「……ふふ」

「うっ」

　目が暗く輝かがやいていた。いけない。あれは、暴走する準じゆん備び万ばん端たんだ。会長の暴走で神しん経けいをすり減へらした分、ここで解かい消しようしてやろうという魂こん胆たんが凄すごく見える。

　しかし……ここまで来て、訊ねないわけにもいかない。俺おれは覚かく悟ごを決め、恐る恐る、口を開いた。

「ちづ──」

「私のリニューアル案はね、キー君」

「ターン回るの早ぇ！」




「絶ぜつ対たい王おう政せいなんて生なま温ぬるいこと言わないで、恐きよう怖ふ政治にまで踏み出すべきだと思うわ」




「知弦さんが完全に壊こわれたっ！」

「テストで赤点をとったら、文字通り『赤く』なって貰もらうわ」

「既すでに怖こえぇええええええええええええ！」

「校則違い反はん者しやには、二度と違反出来ないほどのトラウマを」

「やめてぇええええええ！」

「生徒会に楯たて突ついたりなんかした場合は……翌よく日じつ机つくえに花か瓶びんが置かれることになるわね」

「ただのいじめとか悪ふざけの意味じゃなさそうですよねぇ、それ！」

「外部に助けを求めたりした場合は……。……家族や友人が……ね？」

「『ね？』ってなんですかっ！　なんなんですかぁ！」

　もう俺は涙なみだ目めだ。しかし、知弦さんは、恐ろしいことにもう一ひと押おししてきた。

「そして、クーデターを企たくらんだりした暁あかつきには……」

「暁に……は？」

　俺だけじゃなく、生徒会役員全員が、ごくりと生なま唾つばを呑のみ込こむ。一いつ拍ぱく置いて、知弦さんは……微笑ほほえんだ。




「当然────────────よ♪」




『いやあああああああああああああああああああああああああああああ！』

　皆みなで、しばし、恐怖に泣きました。




　数分後。




「ま、まだ心しん臓ぞうがバクバクいってるわ……」

　会長が真っ青な顔ながら、ようやくそれなりに平へい常じような精せい神しん状じよう態たいにまで回帰する。俺や椎名姉し妹まいも、目め尻じりに涙を残しながらも、なんとか正気を取り戻もどしていた。

　知弦さんは一人なぜか上じよう機き嫌げんそうに髪かみの毛を弄もてあそんでいる。……悪あく魔まだ……悪魔がここにいる……。

　とはいえ、これでようやく全員の意見を聞き終わった。

　俺がホッと椅い子すに背せを預あずけていると、知弦さんが「ところで」と訊たずねてきた。

「キー君は、リニューアル案無いの？」

「へ？」

「いえ、罪つみ滅ほろぼしというわけでもないけど。まあ、私達だけ好き勝手やらせてもらっちゃったしね」

　知弦さんがそう言うと、会長が「ふざけた案が来るのは分かりきっているけど……仕方ないわね」と、俺を見ていた。

　俺は……ニヤリと、微笑む。

「ふふ……本当に……いいんですね？　俺の、アイデアを言って」

「……どういうこと言うかびっくりするほど予想つくけど、許きよ可かするわ」

　メンバー達は苦虫を噛かみ潰つぶしたような表ひよう情じようをしていたが、自分達が暴走しまくったことを鑑かんがみると、何も文もん句くは言えないらしい。

　そんなわけで……。

　俺はここぞとばかりに、妄もう想そうを爆ばく発はつさせて貰うことにした。




　　　　＊




杉崎鍵プレゼンツ・リニューアルした俺の学園ラブコメ①




　おっす、俺、杉崎鍵！　健全な高校二年生の青年さっ！

　俺のリニューアルした学園生活は、毎朝美少女が起こしに来ることから始まるんだっ！

「こぉら、起きろ、鍵！」

「うわぁ☆　やめろよぉ☆」

　おっと、紹しよう介かいが遅おくれたなっ！　こいつは、椎名深夏！　俺のクラスメイトさ！　男口調でサバサバした性せい格かくだけど、俺にだけは女らしい一面も見せるんだぜ！

「深夏……今日も可愛かわいいな」

「な……なに言ってんだよ……。照れるじゃねえかよ……」

　深夏は真っ赤になりながら、俺から顔を逸そらす。可愛い子こ猫ねこちゃんめっ♪

　深夏と朝のラブラブタイムを過すごした俺は、制せい服ふくに着き替がえる。その間にも、部屋はいい匂においで満たされるんだ。そう……後こう輩はいであり深夏の妹である、椎名真冬ちゃんの作ってくれた朝食の匂いでねっ！

「先輩、おはようございます」

「おはよ、真冬ちゃん！　今日も可愛いねっ♪」

「ま、真冬、照れちゃいますよ……」

　照れる真冬ちゃん。そして、嫉しつ妬として頬ほおを膨ふくらます深夏。愛ういやつめっ。

「せ、先輩っ、真冬の作った朝食、食べてみて下さいっ」

「うん。いただきまーす！」

　もぐもぐ、ごっくん。

「おいし────！」

「う、嬉うれしいです」

「でも、それ以上に、真冬ちゃん……君自身の方が、僕ぼくは、食べちゃいたいよ」

「え……。……はい。真冬で……よければ……」

　俺と真冬ちゃんの間に、いい空気が立ちこめる。しかし、深夏がそれを許ゆるさなかった。

「ほ、ほら、早く学校行くぞっ！」

「あぁっ、待ってよお姉ちゃーん！」

「こぉら深夏っ！　まったく……可愛いやつだ！」

　こうして、俺の一日は始まるのだ。




　　　　＊




「……素す晴ばらしいなぁ、リニューアル」

　俺は妄もう想そうを饒じよう舌ぜつに、そして夢ゆめ見み心ごこ地ちで語る。しかし、ふと周囲を見み渡わたしてみると……。

「……すまん、鍵。ちょっと、保ほ健けん室しつに行ってきていいか？」

「真冬も……ちょっと、気分がすぐれません」

　椎名姉し妹まいが、なにか船ふな酔よいでもしたような表情になっていた。？　どうしたんだろう。

「おいおい、どうした、二人とも。面おも白しろいのはここからだぞ？」

「ほ、本番はここからなのかっ！」

「おう。登校風景編へんの俺と椎名姉妹のラブラブっぷりや、俺が登校中に会う女生徒皆みんなにラブレターを渡されて困こまったり、それを見て椎名姉妹が嫉妬の炎ほのおを燃もやす様は、ラブコメとして三ツ星だっ！」

「ラブコメとしては三ツ星でも……真冬の舌したには、激はげしく合わない予感がします」

「なんだいなんだい、二人とも。もう、満まん腹ぷくか？　まあ、俺みたいな素す敵てき男子との恋れん愛あい模も様ようは、ちょっと想そう像ぞうしただけでもう幸福感で一いつ杯ぱいになってしまうんだろうなぁ」

　俺の言葉に、二人はなぜかげんなりとし、そして、深夏が弱々しい表情で、懇こん願がんするように言ってきた。

「もうその解かい釈しやくでいいから……とにかく、あたしと真冬のシーンはやめてくれ……」

「欲よくが無いなぁ、二人とも。しょうがない。じゃあ、今度は会長と知弦さんの出しゆつ演えんを含ふくめた、俺のリニューアルライフを紹しよう介かいしてやろう」

『うぐ』

　なぜか今度は、会長と知弦さんが胸むねやけを起こしたような顔をしていた。

　が、そんなことは気にしない。

　俺は、早速、素晴らしいリニューアルデイズを妄想し始めた。




　　　　＊




杉崎鍵プレゼンツ・リニューアルした俺の学園ラブコメ②




　おっす、俺、杉崎鍵！　ちょっとモテて絶ぜつ世せいの美青年なだけの、どこにでもいる普ふ通つうの青年さっ！

　登校して、色々な女の子とラブラブしつつ午前中を過ごすと、いよいよ昼休みだ。

　昼休みになると、俺は、「二人」との待ち合わせの場所……屋上へと向かう。そこでは……。

「キー君、遅おそいわよ。私……寂さびしかったわ」

「杉崎っ！　会いたかったよぉ！」

　大人な女じよ性せいである知弦さんと、子こ供どもっぽいながらも俺に純じゆん粋すいに好意を寄よせる会長が、切せつなげに俺を待っているのだっ！

「ごめんごめん。他の女の子に捕つかまっちゃってね☆」

「むー！」

　会長がぷくっと頬ほおを膨ふくらませる。相変わらず可愛かわいい少女だぜっ！

　俺は二人の傍そばまでいくと、腰こしを下ろす。俺達は毎日ここで待ち合わせをして、昼飯を食べているのだ。勿もち論ろん、弁べん当とうは二人の手作りさっ！

「キー君、はい、卵たまご焼やき」

「杉崎、私のハンバーグも食べてっ」

「おいおい、そんなに焦あせるなよぅ」

　俺は二人のお手て製せいの弁当を交こう互ごにつまむ。二人は、俺がおいしいと言う度たびに、恋こいする女の瞳ひとみで幸せそうに微笑ほほえむのだった。







[image: ]








　弁当を食べ終わると、三人で、昼休みの終わりまで雑ざつ談だんを続ける。内ない容ようは様々だが……まあ要約すれば、二人が俺を好きで好きでたまらないという感じの話だな、うん。

　昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムがなると、途と端たん、二人は寂しそうな顔になる。

「キー君……私、離はなれたくないわ」

「杉崎……私も、もっと一いつ緒しよに居いたいよう」

「まあまあ、二人とも。俺には……他にも待ってくれている女の子達がいるのさ」

『ああん』

　身をくねらせる二人。俺の魅み力りよくにメロメロなようだ。

　こうして、罪つみな男である俺は、二人の女を泣かせてしまいつつも、昼休みの屋上を後にするのだった……。




　　　　＊




「素晴らしきかな、リニューアル！」

　俺はぐっと拳こぶしを掲かかげる。そして、ふと、再ふたたび生徒会室を見渡すと……。

「あ、あれ？」

　なぜか、メンバー達が軒のき並なみ机つくえに突つっ伏ぷしていた。まるで、毒ガスでも吸きゆう引いんしたかのようだ。

「ど、どうした？　皆？」

「……キー君……」

　知弦さんが、生気の失うせた顔でこちらを見る。

「私達のリニューアルは、皆、あくまで想そう像ぞうと割わり切っていたけど……。キー君のそれって……なんか……」

「よくぞ気付きましたっ！　これは、将来の俺おれ達ですよ！　未来予想図です！」

「……本気で、そう思ってるの？」

　知弦さんが、珍めずらしく、何かに怯おびえるような表ひよう情じようをしている。

　俺は、少しだけ考えて、ふるふると首を横に振ふった。

「いえ、本当は、少し違ちがいます。この未来は、あくまで仮かり初そめです」

「あ、ああ、そう。それが分かっているなら、まだ救いは──」




「本来なら、もうちょっと口にするのには憚はばかられる場面もある予定です。朝のパートでは、俺と椎名姉し妹まいの、三人でのあんなことやこんなこととか。昼休みの屋上でも、会長と知弦さんと三人での、あんなことやこんなことがあるのが、自然な流れですよねっ！」




「…………」

「そんなわけで、期待して下さい、知弦さんっ！　本当の未来は、もっとバラ色ですよ！　ビバ、リニューアル！」

「…………（ガクリ）」

「あ、あれ？」

　なぜか、知弦さんが倒たおれてしまった。再さいＫＯだ。まるで、彼女だけ追加で毒ガスどころか劇げき薬やく注ちゆう射しやされたみたいな、ダメージの受け方だった。

　傍かたわらを見ると、会長までぷるぷる震ふるえている。彼女の場合は、最も早はや、死の間ま際ぎわの痙けい攣れんを思わせる動きだった。

「会長？　どうしたんです？　俺のあまりに素す晴ばらしいリニューアル構こう想そうに、感動してしまいましたか？」

　俺の問いかけに……会長は、最後の力を振ふり絞しぼるように、俺を睨にらみつけた。

「そ、そんなリニューアルが為なされるぐらいだったら……私は、知弦の恐きよう怖ふ政せい治じを選ぶわ……」

「またまたぁ。会長は、ツンだなぁ」

「…………げふっ」

「吐と血けつ!?」

　と思ったが、会長が握にぎっていた赤ペンが顔の横で軽く壊こわれて、ペン先からインクが飛び出してしまっただけだった。

　しかし、会長はそれこそ血を吐はいたかのように、パタリと倒れる。

　そんなわけで。

　なぜか生徒会は、完全に機き能のう不全に陥おちいってしまった。少女達が、全員、臥ふしてしまっている。

「……おかしいなぁ。皆元気になるアイデアだと思ったんだが……」

『…………』

「まあ、ちょっと刺し激げきが強すぎたかもな。皆、純じゆん情じようだから」

『…………』

　なんとなく、メンバー達が無言ながら何か否ひ定てい的なオーラを発した気がしたが……まあ、気のせいだろう。

　しかし、困こまったな。俺のはいいとして、結局、リニューアルに関する会議が進んでいない。今回の会議の模も様ようをドラマガに寄き稿こうするとしても、これじゃあ、あまりに結けつ論ろんが無さすぎる。

　仕方ないので、俺は、知弦さんの前にあった、ドラマガのリニューアルについての資し料りようをパラパラとめくってみた。

「……ふぅん。なるほどねぇ」

　そうして、気付いたこと、一つ。




　やべぇ。なんか俺達、根本的に間ま違ちがってね？




　今いま更さらだが、激はげしくそう思った。リニューアルって……本ほん質しつ変えちまうことじゃなくね？

　ドラゴンマガジンなんかは、サイズやボリュームみたいなのは変化しても、大事な核かくみたいなのは一いつ切さいぶれてねえ。だけど俺達のリニューアル案って、学園を根本から覆くつがえしてる気がする。いや、俺のはただの夢ゆめだけど。

「う、ううむ……。しかし、そう考えると、リニューアルって難むずかしいな」

　屍しかばねだらけの生徒会室で、一人、頭を抱かかえる。

　こりゃあまずいぞ……。なんせ、俺達の会議、丸々無意味っぽい。元々そんなに中身の無い話ばっかりな俺達だが、今日の無意味っぷりはハンパねぇ。

　これはいかん。生せい存ぞん者しやが俺しか居いない今、今回は、俺が「良い話」に纏まとめなくちゃいけない。

　…………うむ。よし。

　ここは、なんか、それっぽい教訓めいたことでも言いまくって、今回の話の締しめとしようではないかっ。

　では、いくぞっ！

　今回の教訓！




「リニューアル……それは、自分という殻からを破やぶる、尊とうとい成長なのである」

「リニューアル……それは、哺ほ乳にゆう類るいである我われ々われが唯ゆい一いつ可か能のうな、脱だつ皮ぴである」




　なんか違うな……。よし、ちょっと視点を変えよう。




「ドラゴンマガジン、リニューアル。……ふむ、確たしかに、ドラゴンは爬は虫ちゆう類るいっぽい！　つまり脱皮する！　そうかっ！　ドラゴンは、今、脱皮したのだっ！」




　いや、これこそなんか違うだろ、かなり間違えただろう、方向。

　軌き道どう修しゆう正せい。




「リニューアル……それは再さい生せい。そう、ドラゴンマガジンに倣ならい、我々人類は今こそ、リニューアルすべきなのであーる！」




　妙みように壮そう大だいになってしまった。杉崎教の教きよう祖そになった気分だ。違う違う。

　もっと小しよう規き模ぼでいいんだ、小規模で。




「リニューアルしたところで……どうせ芯しんが腐くさってる俺なんか……」




　ネガティブになってしまった。そういうことじゃない。教祖ではなくなったが、同時に、人間として大事なものまで失った感がある。

　そもそも、今回の生徒会の活動を無にしないような結論がいいんじゃねえか？




「そう。こうして無む駄だとも思える夢を描えがくことこそ、素す晴ばらしいリニューアルへの、第一歩なのである」




　おお、なんかそれっぽい！　これで締めれば、今回の会議内ない容ようは無駄じゃなかったって気がするなっ！　ただしかし、「一歩さえ踏ふみ出せてねぇだろ」という気がしないでもない。ここは、もう少し控ひかえめに……ぶつぶつ。




　そんなこんなで、数分後。

　ようやく気力を取り戻もどした生徒会役員達が、次々と起き上がる。

　そんな状じよう況きようの中、一人ぶつぶつと熟じゆつ考こうする俺。それに気付いた会長が、「杉崎？」と、首を傾かしげて訊たずねてきた。

「なにしてんの？」

　しかし、それさえ無む視しして、深い思考の中へと潜せん行こうしていく俺。




「……『腐った人類』……『救きゆう済さい』……『再生』……『ドラゴン』……」




「なんか杉崎が壮大なこと考えてるっ！」

　会長の大おお袈げ裟さな反はん応のうに、他のメンバーまで、俺の呟つぶやきに耳を傾かたむけ始めたようだ。




「……『進化』……『閉へい塞そくした現げん状じようからの脱だつ却きやく』……『人類脱皮計画』……」




「『人類脱皮計画』ってなんだよっ！　お前この数分の間に、何企たくらみ始めてんだよっ！」

　深夏が俺の胸むな座ぐらを掴つかんでゆさぶっていた。それでも、思考を続ける俺。




「……『杉崎教』……『爬虫類と哺乳類』……『心の殻』……『俺の理想の世界』……」




「な、なんか、杉崎先せん輩ぱいが違ちがう物語の住人、それもラスボスっぽい感じになってしまってますっ！」

「キー君！　私達が呆ほうけている間に、キミに何があったのよ！」

　全員が何か、俺に向かってぎゃあぎゃあ騒さわいでいる。俺はしかしその全すべてを無視し……そして、ようやく辿たどり着いた真理を、口にする。




「そうかっ！　全てのルーツは、エジプトにあったんだ！」




『何が!?』

　全員が一いつ斉せいに大声を出したもんだから、俺は、びっくりして目が覚めた。

「な、なんだよ、皆みんな。どうかしたのか？」

「『どうかしたのか？』じゃないわよ杉崎！　なによ、エジプトって！」

「へ？　エジプト？　なんですか、それ」

「自分で言ったんじゃない！　全てのルーツがどうとか！」

「何を馬ば鹿かなことを。俺はただ、今回の締しめの言葉を考えていただけですよ？　それがどうして、最終的にエジプトに行き着くんですか」

「私が訊ききたいよ！」

　会長が全力で叫さけんでいる。何を真しん剣けんになっているのだろう、この人は。

　俺がキョトンとしていると、深夏まで変なことを言い出した。

「そもそも、人類脱だつ皮ぴ計画ってなんなんだよ……そして、エジプトにどう繋つながるんだよ……」

「何を言ってるんだ、深夏。俺はただ無心に思考していただけだぞ。人類脱皮計画とか、エジプトなんか知らん」

「その無心の境きよう地ちに辿り着いてしまってんのが、なんか一番意味ありげで怖こえぇよ！　なんだよ！　エジプトには、一体何があるんだよ！　人類はどうなるんだよ！」

「わけがわからん。とにかく、会長も深夏も、変なこと言ってないで、今日の締めを考えろよ。エジプトがどうとか、そんなこと言ってる場合じゃないだろ」

「く……。全ての元げん凶きようたるお前に言われるのは物もの凄すごいシャクだけど、確たしかに、その通りだぜ……」

　深夏は悔くやしそうにしながらも、引き下がる。皆もなぜか納なつ得とくいかないような顔をしていたが、今回の総そう括かつを真剣に考え始めた。

　そんな中、会長が、ぽつりと漏もらす。




「なんか……正直、私達やこの学園って、別にリニューアルしなくていいんじゃないかしら……」




『…………』

　…………。

　……自分で言い出しておいて、自分で全部ひっくり返しやがりましたよ、この人。しかし、誰だれも文もん句くは言わない。それどころか……。




『うん、それでＯＫ（です）』




　全員でハモる。ここまで……ここまでリニューアルについて話が進まないということは、正直、別に現げん状じよう俺おれ達たちが必要としている行動でもないってことなんだろう。

　結局リニューアルって、そういうものなのかもしれない。

　それこそ、脱皮……。成長する上で必要に迫せまられた時に、自然にその発想に至いたるもの。

　ドラゴンマガジンは、次のステージに至るためにそれを必要とし、そして、見事にそれを果たした。素す晴ばらしいことだ。

　だけど、俺達が背せ伸のびしてやろうとしても仕方ない。それまでの積み重ねがあって初めて『リニューアル』っていうのが成り立つのだから。まだまだひよっこのこの生徒会が手を出せる領りよう域いきじゃあ、ない。

　そっか……そういうことだったんだな。今やれること全てやったその先に、リニューアルっていう進化があるのだろう。

　生徒会役員全員が、それぞれの中で結けつ論ろんを噛かみ締める中……。俺も、再ふたたび、深く深く、そのことについて考え始めた。ドラゴンマガジン……リニューアル……再さい生せい……ドラゴンぐるぐる……ウロボロス……。…………。

　そして……再び、真理に至いたる。無む意い識しきに、呟つぶやく。




「そうか……つまり宇う宙ちゆう誕たん生じようの秘ひ密みつまでも、エジプトにあったんだな……」




『だから、なんでエジプト!?』

「え？　なに？　なにがエジプト？」

『だぁーかぁーらぁー！』

　そんなこんなで。

　ドラゴンマガジンが新生しても、俺達生徒会は、これからも相変わらずこんな調子のようだ。




　……やっぱり、若じやつ干かん、リニューアルは必要な気もしてきたぞ……。
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　【存そん在ざい意い義ぎの無いプロローグ】




「情じよう報ほうこそ、どんな兵器にも勝まさる武ぶ器きなのよ！」

　謎なぞの少女「クリーム」は決して小さくなんかない、ただ発はつ展てん途と上じようにあるだけの胸むねを張はって素す晴ばらしい名言を告げた。

　しかしそれに対し、このプロジェクトの構こう成せい員いん……クリームを含ふくめて三名の構成員は、彼女以外はまるで覇は気きがなかった。

「アカちゃん……どうしてわざわざ朝っぱらからこんな……」

「こ、こらっ！　アカちゃんじゃない！　今はクリームと呼よびなさい、ちづ──じゃなくて、『クイーン』！」

「……真ま冬ふゆも、ゆっくり眠ねむりたかったです……ふわぁ……」

「だ、駄だ目めよまふ──じゃなくて『ウィンター』！　本名出しちゃ！」

　構成員達には極きわめてやる気がなかった。ま、まったく！

「アカ……じゃなくてクリーム。この会合に関しては、クリームが執しつ筆ぴつするのよね」

「当然よ、クイーン。秘ひ密みつの会合だからねっ！　私が直じき々じきにやるのっ！」

「……秘密と言いつつ、世間に発表しちゃうんですね……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。ドラマガの付ふ録ろくらしいから！　杉すぎ崎さきも深み夏なつも気付かないわ！」

「……で、クリーム。さっきも聞いたけど……つまり、今回は『キー君と深夏のクラスでの生活を抜ぬき打ちで監かん査さ、雑ざつ誌しに載のっけてしまおう』という企き画かくでいいのね？」

「うむ！　その通りよ！」

「な、謎めいたオープニングを目め指ざしている割わりには、序じよ盤ばんから全謎が明かされている気がするのは、まふ……ウィンターの気のせいでしょうか……」

「何を言うのウィンター！　私達、今のところコードネームで呼び合っているのよ！　私達が何者か推すい理りして、ネットで議ぎ論ろんされること間ま違ちがいなしよ！」

　クリームが胸を張ると、なぜか構成員達は深く嘆たん息そくした。

　クリームは、更さらに自分の「出来る女っぷり」を見せ付けてやることにする。

「ふふふ……二人とも。私が、何の脈みやく絡らくもなくこんな企画を言い出すとでも？」

『思ってます』

「なにもハモらなくても……。……いいわっ！　とくと見なさい、この書類を！」

『こ……これはっ！』

　二人の目がカッと見開く。

　そこには……。




　一人の、碧へき陽よう学園生徒に関する書類があった。




　そう。




　今日からこの学校に転校してくる、とある一人の少年の、プロフィールが。







　【二年Ｂ組の一いち存ぞん】




　廊ろう下か。二年Ｂ組と記しるされたプレートの下で深しん呼こ吸きゆうをする。余よ計けいに心しん臓ぞうが活発になる。

「……というわけで、今日は転校生がいる。ほーら、騒さわぐなー」

　教室の中では、ボクを紹しよう介かいする前フリが始まっていた。胸むねの前で頼たよりない拳こぶしをぎゅっと握にぎりこむ。

　大丈夫……大丈夫。普ふ通つうにすれば、いいんだ。前の学校とは……違ちがうのだから。

　目を瞑つぶる。今までのことを思い出す。ボクの人生。ボクの高校生活。

　すると、なぜだろう。明るいことなど何一つ無かったその回想で……逆ぎやくに、ボクは落ち着きを取り戻もどした。

（そうだよ……辛つらいことが沢たく山さんあったけど……。でもだからこそ、これ以上悪くなることなんて……無いはずだ。もしそうなっても……それが、ボクの、限げん界かい）

　先生の前フリが終わり、「いいぞー」と声がかかった。

　ボクは思い切って、戸を引く。

　広がる視し界かい。飛び込こんでくる光。眩まぶしさに目を細める。

『…………』

　気付くと、約八十弱の瞳ひとみがボクを映うつしていた。少しだけ、怯おびえてしまう。だけど……。

（あ……）

　すぐに気付いた。「違う」と。それは、好こう奇きの目ではあるけれど。だけど……ボクを苦しめ続けてきた侮ぶ蔑べつや悪意の目じゃ、ない。仄ほのかな温かさが感じられる、目だ。

「ほら、こっち来て自じ己こ紹しよう介かいしな」

　先生が、緊きん張ちよう気味のボクを優やさしく促うながしてくれる。ボクは戸を閉しめ、カクカクとした動きで教きよう卓たくの近くまで行き、そして、少しだけ引きつりながらも……精せい一いつ杯ぱい笑え顔がおをつくって、挨あい拶さつをした。




「は、初めまして。中なか目め黒ぐろ善よし樹きと言います。これから、どうぞよろしくお願い致いたします」




　ぺこりと頭を下げる。緊張の一いつ瞬しゆん。このクラスは、ボクを受け容いれてくれるのだろうか。彼ら、彼女らからの第一印象は、どうなのだろうか。

　ボクは……恐おそる恐る、顔をあげる。すると……。




　ガタガタと、二人の男女が勢いきおい良く立ち上がり、びっくりするほどの音量で叫さけんだ。




『な、中目黒ぉぉぉおおおおおおおおおおおお!?』




「え、え、え？」

　ボクを指差し、なぜだか物もの凄すごく驚おどろいた様子で呆ぼう然ぜんとしている二人。端たん整せいなルックスの男子生徒と、健康的な美しさに溢あふれた、とても目を引く二人だった。そんな二人が、ボクの苗みよう字じに、やたらと反はん応のうしている。

　ボクはただただ、意味が分からず、おろおろとする。

　クラスメイト達も、ざわざわと落ち着かない。

　問題の二人も、ボクを見て、ぽかーんとしている。

　……こうして、ボクのクラスデビューは、全く意味不明の始まり方をしたのです。




　　　　＊




「それでそれで、中目黒君はさー」

「おい、こら、オレが質しつ問もんしてたんだぞ、今！」

　あの混こん沌とんとした自己紹介から数分後。ＨＲも終しゆう了りようし、既すでに本来なら一時間目の授じゆ業ぎよう中だというのに、ボクは、クラスメイト達に囲まれていた。

　ちらりと教卓の方を見る。一時間目の授業であるはずの「国語」の担たん当とう教師であるという真ま儀ぎ瑠る先生は、ボクのことを知るなり、「そんな面おも白しろそうなイベントがあるなら、授業なんてやってられんな」と言ったきり、黒板に大きく「自習！」と書いたと思ったら、教卓の後ろに椅い子すを置き、すやすやと眠ねむり始めてしまった。

　おかげで、授業中のはずなのに、今やボクは自分を取り囲むクラスメイト達の中心で、ただただおろおろするハメになっている。

　矢や継つぎ早に繰くり出される質問。とても好意的なのは凄く伝わってくるのだけれど、だからこそ、誰だれにどう対たい応おうしたものか分からなくて、戸と惑まどってしまう。こんなのは初めての経けい験けんで、ボクは未いまだ、ほぼ一言も発せずにいた。

　と……しかし、右みぎ隣どなりの席に座すわっていた男子生徒が、唐とう突とつに「ええい、静まれぇい！」と立ち上がった。途と端たん、今まで騒さわがしかった教室が落ち着きを取り戻もどす。よく見れば、その男子は、さっきボクを指差して驚いていた人だ。

　立ち上がった彼に対して、クラスメイト達が不満の声を漏もらし始める。

「なんだよぉ、杉崎ぃ。邪じや魔ますんなよぉ」

「そうよそうよ！　高校で転校生なんてそうそう無いんだから！」

　クラス全体が「そうだそうだー」と同調する中、男子生徒……杉崎と呼よばれた男子は、もう一度「ええい、静かにしろぉ！」と叫んだ。……なんか、いちいちテンション高い人だなぁ。

「気持ちは分からんでもないが、自じ重ちようしろ！　お前らのせいで、ええと……な、中目黒君も戸惑っちまってるじゃねえかっ！」

　なぜかボクの苗字を呼ぶ時に杉崎君は一いつ瞬しゆん躊躇ためらいを見せたけど、でもキッパリと、そう告げてくれた。おかげで、クラスメイト達の騒ぎも収おさまり、彼らも口々に「まあ、ちょっと調子にのったな……」と、一歩引いてくれる。

　ボクはホッと胸むねを撫なで下ろし、そして、わざわざ仕切ってくれたこの隣の男子……杉崎君に、笑え顔がおでお礼を告げた。

「えと……ありがとう、杉崎君」

「あ、ああ。いや、いいんだけど……」

　杉崎君はなぜか気まずそうに頭を掻かく。すると、ボクからは杉崎君を挟はさんだ席にいる女生徒……さっき彼と一いつ緒しよにボクを見て驚いていた子が、ニヤリと何か奇き妙みような笑みを浮うかべた。

「見事に初しよっ端ぱなからフラグたったな、鍵けん」

「うぐ。い、今のは不ふ可か抗こう力りよくだろう！　今後はもう何もねぇ！」

「だといいがなぁ。真冬の創そう作さくが、予言にならないことを祈いのるばかりだな、ニシシ」

「ぐ……」

「？？？？」

　二人のやりとりに、ボクは首を傾かしげる。でも、とりあえず優やさしそうな人達だなぁと思ったので、思い切って、声をかけてみることにした。どうやら、クラスの中心人物でもあるようだし。

「あの、杉崎君。ええと、これからよろしくお願いします」

「ええっ!?　よろしくって何！」

「え、いや、隣の席としてってことだけど……」

「あ、ああ。隣の席として、か。よ、よろしく」

　ぎこちなく微笑ほほえみ、杉崎君は、ボクと緊きん張ちよう気味に握あく手しゆをしてくれる。隣では再ふたたび、さっきの女の子がニヤニヤとしていた。

　ふと、彼女はボクと視し線せんが合うと、「ああ」と爽さわやかに微笑む。

「紹しよう介かいが遅おくれたな。あたしは、椎しい名な深夏。生徒会役員であり、一いち応おうこのクラスの委員長でもあるから、まあ、なんかあったら頼たよってくれていいぜ」

「あ、はい、椎名さんですね。シイの木の椎に、名前の名の……」

「ん？　なんで分かるんだ？」

「あ、いえ、一応事前にクラスメイトの名めい簿ぼは貰もらっていたんで、名前は大体……。顔は分からないんですけど、名前だけなら……」

　そのボクの言葉に、クラスメイト達が『おお……』とどよめく。なんか、感心されてしまった。照れる。

　椎名さんは、「そりゃすげぇな」とボクを見た。

「あたしのことは、下の名前の深夏でいいぜ。皆みんなそう呼んでいるし、うちの学校には妹もいるからさ。苗みよう字じより、名前の方がいい。あたしも名前で呼ぶからさ」

「えと……分かりました。よろしくお願いします、深夏さん」

「ああ……ちょっと硬かたいけど、まあ、いいや。よろしく、善樹」

「…………」

　ボクは「善樹」と呼ばれたことに、ぽーっとしてしまう。……中学以い降こう、今まで、そんな風に名前で呼んでもらったこと……なかったから。くすぐったいけど……でも、胸がぽわっとした。とても、嬉うれしかった。

　ボクは、思わず笑顔になってしまう。

「ありがとう、深夏さん。なんだか、とっても嬉しいよっ」

「え、え？　あ、ああ、いや、なんつうか……」

　深夏さんは、ボクの言葉に照れたように頬ほおを掻かいた。なぜかクラスメイト達も、ボクを珍めずらしいものでも見るかのような目で、ぽけーっと見ている。──と、唐とう突とつに、そんなクラスの一いち団だんの中から、一人の女生徒が、前に進み出てきた。

「なかなか面おも白しろい子じゃない。顔もいいし。うちの事じ務む所しよに欲ほしいぐらいよ」

「？」

　な、なんだろう、この人は。ボクはその女生徒を見てギョッとした。

　なんていうか、普ふ通つうじゃない。雰ふん囲い気きが、どう見ても一いつ般ぱん人じんのそれじゃないというか。いや、悪い意味じゃないんだけど……。むしろ、ショートながらも艶つややかで手入れの行き届とどいた髪かみとか、まるでアニメのキャラクターのような童どう顔がんとかキメ細かい肌はだ質しつとか……ええと、ありていに言えば「美少女」というものなんだけど……。
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「…………」

「えへへ。私に視線釘くぎ付づけみたいねっ。無理もないわ。これほどの美少女を目の前にしたら、普通の男の子はイチコロだものねっ☆」

　……いや、その、なんていうか。まあ、確たしかに美しいんだけど……ええと……なんか妙みように「作り物めいている」印象がある。この口調も、姿すがたも。それこそ、さっき言ったように、アニメ。創そう作さく物ぶつ。そんな感じというか、どこか、浮うき世よ離ばなれしている。それに……。

「えと……あの……」

「ふふふ。転校生クン、早さつ速そく私に興きよう味み津しん々しんだねっ☆」

「え、えと。すいません……あの、以前どこかでお会いしたこと、あったような……」

　ボクのその発言に、女生徒は「ふふん」と微び笑しようする。そして、なぜか杉崎君や深夏さん、そしてクラスメイト達は微び妙みように苦にが笑わらいをしていた。なんだろう？

　美少女は、堂々と胸むねを張はり、ボクを見下ろす。

「いやぁん、転校生クン。随ずい分ぶんと古いナンパ手しゆ段だん～」

「い、いえっ！　決してそういうつもりじゃあっ！」

　ボクが慌あわてて手を振ふっていると、彼女は意地悪な笑えみを浮かべて、直後、「冗じよう談だんだよぉ」とチロッと舌したを出した。とても可愛かわいい行動だけど、それも、どこか作り物めいて──

「キミが私を見たのは、テレビの中でじゃないかなぁ」

「え？……あ、ああっ！」

　ボクは思わず声をあげる。彼女は改めて、ボクに向き直った。

「改めて自じ己こ紹介するね。巡めぐるよ。星ほし野の巡」

「あ、あ、ほ、星野巡さん!?　あ、あの、アイドルの!?」

　ボクの言葉に、星野さんはニヤリと笑う。そして、更さらに胸を張り大声！

「そう！　私こそが、荒すさみきったこの現げん代だいに現あらわれた最後の天使、星野巡よ！」

「まさか……」

　ボクはぽかーんと口を開けてしまう。間ま違ちがいない。星野巡さんだ。最近よくテレビに出てる、あの、アイドルの。そういうのに詳くわしくないボクでさえ名前と顔を知っているぐらい、有名な、あの。

　星野さんは、更に自じ慢まんげに語る。

「喜んでいいよ～。貴方あなたは今日から、この私のクラスメイトなんだよっ。これほど幸運なこと、他にないと思うなっ！　きゃぴっ」

「本当に……星野巡さん？」

「ええ。本物よ」

「あの、『苦労プロジェクト』でデビューした……」

「『ホッピング娘むすめ。』……懐なつかしいなぁ」

「そして、半年で脱だつ退たいして一人でずけずけとのし上がった……」

「う……だってギャラ分ぶん割かつされんのイヤだったんだもーん」

「その割わりに歌唱力が絶ぜつ望ぼう的な……」

「ぐ……」

「そして、びっくりするほど大だい根こん役者でドラマをグダグダにすることで有名な……」

「ぐ、ぐぐ……」

「あまりの非ひ常じよう識しきっぷりに、クイズ番組でもボケ解答担たん当とうな……」

「ぐ、ぐぐぐ、ぐぐぐぐぐ……」

「だけど顔だけは可愛いから売れてる、あの星野巡さん!?」

「いい度ど胸きようだコラ転校生！　転校早々私にケンカ売るとはっ！　簀す巻まきにすんぞ！」

「わー!?」

　表ひよう情じようが一変したっ！　さっきまで凄すごく可愛い素そ振ぶりだったのに、なんか今は額ひたいに怒いかりマークがっ！　血管浮き出してる！

　星野さんの暴ぼう走そうを、背はい後ごから長身の男子生徒がガッと止める！

「こ、こら姉あね貴き！　落ち着けっ、落ち着けよっ！」

「離はなせ、守まもる！　コイツを殺して私も死ぬ！　そして守も死ぬ！」

「なんで!?　なんで相あい打うち!?　そしてなんでオレまで巻き込こまれてんの!?」

「弟だからっ！」

「姉が死んだら弟も死ななきゃいけないなんてルールないだろ！」

「あと、私の遺い産さんは全ぜん額がくテレビ局に寄き付ふして！　追つい悼とう特別番組のために！」

「捻ひねくれた使い道だなぁ、おい！」

　な、なんか大変なことになっている。

　ボクが呆ぼう然ぜんと二人のやりとりを見守っていると、隣となりの杉崎君が、嘆たん息そく混まじりに説明してくれた。

「すまんな、中目黒。巡は……まあ、見ての通りのヤツだ」

「は、はぁ。で、でも、なんでアイドルがこんなところに……」

「逆ぎやくだよ逆。アイドルがここに来たんじゃなくて、うちの生徒がアイドルになったんだ。去年デビューしたからな、巡は」

「あ、そうだったね。でも凄いね、アイドルなんて……」

　性せい格かく的なことはさておき、本当に尊そん敬けいする。自分と同い年なのに、社会人として大だい活かつ躍やくしているなんて……本当に、凄い。

　しかし杉崎君は、なぜか嘆息していた。

「ま、確たしかに凄いことは凄いわな。顔はいいのにあの性格の悪さのせいで生徒会選挙で一票も入らず、それに苛いら立だって『私の可愛さを認みとめさせてやる！』と芸げい能のう界かいデビュー、猫ねこを被かぶりに被りまくった末一年でここまでのし上がっちまうパワーは、俺おれも認めるところだよ。……実じつ際さい、俺にも似にたとこあるしな。ただ、だからこその同族嫌けん悪おっつうか……」

「？」

「いや、なんでもねぇ」

　杉崎君は一つ溜ため息いきをつくと、なんだか複ふく雑ざつそうに星野さんを見た。彼女はまだ暴あばれている。そしてその背後では……。

「あの、杉崎君。彼女を押おさえている、あの長身の彼は……」

「ああ、守な。弟だ、巡の」

「弟さん……。って、え、同じ学年なのに？　双ふた子ごさんですか？」

「いや、珍めずらしいけど、双子じゃねえんだ。巡が四月生まれで、守が三月生まれだから、約一歳さい違ちがうんだけど、まあ、見ての通り、弟の方が大人だな」

「へぇ……そうなんだぁ」

　ボクが納なつ得とくしていると、ようやく、巡さんが暴れるのをやめた。完全にむくれてしまって、ボクの方から視し線せんを逸そらしてツーンとはしているけど。

　ボクが謝あやまっておこうかとおずおずしていると、「悪わりぃな」と声がかけられた。えと……弟の守君だ。巡さんと血が繋つながっているだけあって、かれもかなりのイケメンだ。ただ、女の子っぽくはなく、爽さわやかでワイルドな青年という印象だけど。

「うちの姉貴が面めん倒どうかけたな。ええと、中目黒だっけ」

「あ、はい。こちらこそありがとうございました。星野君」

「星野君？」

　彼は首を傾かしげる。あれ？　なにか間違っただろうか。

「えと……星野さんの、弟さん、なんですよね？」

「え？……ああ、なるほど、そういうことか。いや、確かにとても残念ながらあの姉の弟ではあるんだが、俺は星野じゃないよ。あれは芸名だ、芸名。巡は本名だけどな」

「あ、そうなんですか。えと、じゃあ、苗みよう字じは……」

　とそこで、クラス名簿を思い出す。そうそう、巡さんと守君と言えば、なにか、とても珍めずらしい苗字だったような……。

　ボクが思い出そうとしていると、なぜか守君は汗あせをダラダラかき始めた。そして、「い、いやぁ！」と素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「べ、別に苗字はいいんじゃないかな、うん！」

「？　でも一いち応おう……」

「お、オレ達もう親友だよな、中目黒！　いや、善樹！」

　ボクの肩かたに手を回し、急にフレンドリーになる星野……じゃなくて、守君。

「お、オレのことは、だから、守でいいよ、守で！　ほら、巡もいるから、苗字じゃどっちにせよ紛まぎらわしいしさ！」

「は、はぁ。えと……じゃあ、よろしくね、守君」

「あ、ああ！　こ、こっちこそよろしくなっ！」

　ぎこちなく微笑ほほえむ守君。ううむ……。

　そうこうして、巡さんにも謝ったりして姉弟きようだいと親交を深めていると、いつのまにかボクを中心とした混こん雑ざつは解かい消しようされていた。気付けば、ボク、姉弟、杉崎君、深夏さんというグループになっている。どうやらボク以外の四人は、普ふ段だんから仲がいいらしい。

　すっかりボクの前でも猫ねこを被るのをやめた巡さんが、「そうそう、善樹」と話題を振ふってきてくれた。

「うちの守には、ちょっと面おも白しろい芸があるのよ。折せつ角かくだから、見せてやりなさいよ、守。貴方あなたの……超ちよう能のう力りよくを！」

「ちょ、超能力!?」

　アイドルに続いて超能力者？　一体なんなんだろう、このクラス……というかこの姉弟は。困こん惑わくして杉崎君と深夏さんを見ると、二人はさっきと同じように苦く笑しようしていた。むむむ……。

　守君もまた、「姉あね貴き……」とどこか疲つかれた表情をしている。しかし、「いいからやりなさいよ」と巡さんに命令され、渋しぶ々しぶといった様子で、ボクに向き直った。

「善樹。今から、頭の中に、特定の色を思い浮うかべてみてくれ」

「色？　なんでもいいの？」

「ああ」

　マジックみたいなものだろうか。とりあえずボクは、黄緑色を思い浮かべた。別に理由はない。結けつ構こうランダムにチョイスしてみた。

　すると守君はボクをジッと睨にらみ……そして数秒後、カッと目を見開いて、告げる！




「緑！」




「え。……あ、ええと……。……せ、正せい解かい？」

　ボクは微び妙みような反はん応のうを返す。いや、正解と言えば正解なんだけど、本当は黄緑だし……。

　ボクの反応に、守君は「ほら、こうなる」と巡さんを睨む。巡さんは可お笑かしそうにケラケラ笑っていた。

　ボクがきょとーんとしていると、深夏さんが話しかけてきてくれる。

「善樹。お前、実じつ際さいのところは、何色想そう像ぞうした？　正しよう直じきに言っていいぜ」

「えと……あの、ごめんなさい。本当は、黄緑を……」

　ボクがそう答えると、巡さんは更に可笑しそうに笑い、守君は「ほうら」と呟つぶやく。杉崎君もニヤニヤとしていた。

　深夏さんが説明してくれる。

「つまり、そういうことなんだよ、善樹。こいつ……守の超能力は、実際、その程てい度どなんだ」

「え？　どういうこと？」

「つまりだな。『微妙』なんだよ。全すべてにおいて」

「び、微妙……」

　深夏さんの言葉に、守君はちょっと自じ尊そん心しんを傷きずつけられたように「う……」と呻うめいていた。どうもさっきから守君は、深夏さんを気にしているふしがあるような……。

　杉崎君が付け足してくれる。

「別に色を当てるだけじゃないんだ、守は。未来予知、マインドリーディング、サイコメトリー、テレパシー、透とう視しと……物理的なこと以外ならなんでもござれだ」

「そ、それは凄すごいね……」

　史上最強の超能力者さんじゃないか！

「ところが、そうでもない。さっきの黄緑と緑のように、かなり微妙なんだ。的中率りつというか、効こう果かというか、そういうものが」

　杉崎君がそう言うと、守君はムスっとしてしまった。杉崎君を軽く睨んでさえいる。……どうも、この四人はただの仲良しグループでもなさそうなんだよなぁ。巡さんの態たい度どに関しても、実際、ちょっと違い和わ感があるし。杉崎君ばっかり見てたり。

　守君は、杉崎君に話を任まかせるのがイヤだったのか、自分で能力のことを説明する。

「で、でも、それなりに凄いんだぜ。え、選ばれし者って感じだろう、な、深夏」

　なぜそこで深夏さんに同意を求めるのだろう。彼女は曖あい昧まいに笑っていた。守君はなぜか焦あせったようにこちらを向く。

「例たとえばほら、善樹、前世見てやるよ、前世！」

「え、ええ？」

「むむむ……。……ハッ！　分かった！」

「早っ。セリフにしたら一行ぐらいの間だよね、今の！」

「ふふん。分かったぞ。善樹の前世。それは……江え戸ど時代の人だ！」

「江戸時代の人？　えと……それで？　どんな人なの？」

「さあ。それだけしか分からん」

「…………」

「…………」

　微妙だ……。ディティールが激はげしく微妙だ……。

　空気を読んだように、守君は次の行動に移うつる。

「今度はお前の未来を見てやる！」

「ええっ！　いいよ、怖こわいし……」

「むむむ……ハッ！　見えた！」

「見ないでいいって言ったじゃない！」

「善樹！　お前は今日の昼、購こう買ばいでパンを買うだろう！」

「……。……え、うん、だろうね。お弁べん当とう持ってきてないし……」

「…………」

「…………」

　それだけらしかった。

「ほ、本当に見えてるんだぞ！」

「そ、そうなんだ」

「く……じゃあ、過か去こ見てやる、過去！　当たってたら分かりやすいだろう！」

「ええっ!?　いいよ、別に！」

「カッ！」

「だからなんで勝手に見ちゃうの!?　なんか軽くプライバシーの侵しん害がいっぽくない!?」

「善樹お前……」

「な、何を見たの……」

　ごくり。息を呑のむボク。ボクの過去……あまり他人に見られたいものじゃない、あの、過去を見られてしまったのだろうか。

　ボクは緊きん張ちよう気味に、そして他三人はボーっと見守る中、守君が声を張はる！




「お前、過去に親に怒おこられたことあるな！」




「え。うん……まあ、そりゃあ」

「…………」

　それだけらしい。いや……誰だれだってあるんじゃ、それぐらい……。

「どうだっ、深夏！」

　なぜか自信満々に深夏さんを見る守君。どうも彼女にいいところを見せたいらしい。

　しかし、深夏さんは無む情じようにも、バッサリと斬きり捨すてた。

「うん、相変わらず素す晴ばらしい微び妙みようっぷりだな、守！」

「ぐはっ！」

　守君はがっくりと落ち込こんでしまった。なるほど……これは確たしかに……。

「び、微妙ですね……」

「だろう」

　杉崎君が笑い、巡さんも深夏さんも笑う。ボクも、つられて「あはは」と笑った。

（こんなに楽しいのは……どれくらいぶりだろう）

　ボクはこの学校……このクラスに、改めて感動していた。

（でも……学校違ちがうと、ここまで違うものなんだな……）

　今まで転校なんてしたことなかったボクは、素す直なおにそのことに驚おどろいた。元々「とても校風のいい学校」とは聞いていたけど、ここまでとは……。良かったな、ここに来て。

　話題も一いち段だん落らくして、ボクは「ところで」と杉崎君に切り出してみる。

「あの……深夏さんと杉崎君は最初ボクに驚いていたみたいだけど、あれは、どういうことなのかな？」

　ボクの質しつ問もんに、杉崎君は「うぐ」と詰つまる。一方、深夏さんはやっぱりニヤニヤしていた。ボクが首を傾かしげていると、杉崎君は歪いびつな笑えみを浮うかべる。

「ま、まあ、気にすんな、な、中目黒」

　まただ。また、ボクの苗みよう字じでなんか詰まってる。

「えと……よく分からないけど、苗字がダメなら、名前で呼よび合った方がいいのかな？」

「いや！　待て！　それはやめてくれ！　なんか親しん密みつ度どがアップしてる！」

「？？　えと……それは、ダメなの？」

「そ、そういうことじゃないんだが……」

「あ、ごめん。なんかボク、図ずう々ずうしかったよね」

「い、いや、そう気にされるとズキズキ来るんだが……。と、とにかく！　苗字に関しては、俺が慣なれるから、気にするな！　別に嫌きらいとかそういうわけじゃない！」

「？　えと……ならいいけど……」

　そのやりとりに、深夏さんがまた「嫌いじゃない、ねぇ」とニヤニヤし、杉崎君が「くそぅ」と悔くやしそうにしていた。……なんだか分からないけど、気にするなと言われてるし、ボクも極力気にしないようにしよう。

　もう一つ、ボクは疑ぎ問もんがあったので、訊たずねてみる。




「あと、杉崎君と深夏さんって、付き合ってるの？」




　その質問に、なぜか空気がピシャリと停止する。杉崎君と深夏さんだけならまだしも、なぜか、姉弟きようだいまで緊きん張ちようしたようにしていた。

　なにか失言してしまったかと思って慌あわてていると、唐とう突とつに、杉崎君が満面の笑みでボクの方を向く。

「そうかそうかっ！　中目黒には、そう見えるのか！」

「え？　うん……なんとなく、凄すごく仲良さそうだなって」

「おおっ！　お前は見る目あるなー、中目黒！　そう！　この俺、杉崎鍵は、実はこの深夏の彼氏──」

『じゃないっ！』

　杉崎君が肯こう定ていしようとしたところで、姉弟と深夏さんが全力で否ひ定ていしてきた。

　ボクが目をパチクリとしていると、三人は目をギラギラさせて、ボクに迫せまってくる。

「あ、あたしが鍵なんかと付き合うわけないだろう！」

「そうよっ！　杉崎に見合うのはこんな漢おとこ女おんなじゃなくて、もっと可愛かわいい、アイドルよ！」

「その通りだっ！　深夏がこんなエロ男と付き合うはずないだろう！　深夏に見合うのはこう……男らしい、選ばれし男だ！　超ちよう能のう力りよく使えるような、熱い男だ！」

　…………。

　……ええと。色んな物事に結けつ構こう鈍どん感かんなボクだけど、流石さすがにここら辺の人間関係は一いつ瞬しゆんで伝わってきてしまった。

　つまり……巡さんは杉崎君が好きで、守君は深夏さんが好きなんだろう。確かく実じつに。びっくりするほど、確実に。で、杉崎君は……よく分からない。深夏さんのことを好きと口では言っているけど、姉弟のような分かりやすさは無い。深夏さんは、なんとなく、そんなに杉崎君のことを悪く思ってはいないような、そんな感じだ。

「…………わー」

　なんか大変そうな人間関係だなーっと思った。この四人。やっぱり、ただの仲良し集しゆう団だんじゃなかった。

　守君が、「おい、善樹」とどこか焦あせった表情で声をかけてくる。

「なんだその、全部理り解かいしたみたいな目は」

「ん？　ええと、つまり、巡さんと守君はそれぞれ、杉崎君と深夏さんのことが──」

　そこまで言ったところで、驚おどろくほどの速さで守君に口を押おさえられ、同時に、女の子とは思えない腕わん力りよくで巡さんに担かつぎ上げられ、攫さらわれてしまった。転校初日に誘ゆう拐かい事じ件けんに巻まき込まれてしまいました。

　とりあえず、教室の隅すみまで連れ去られ、杉崎君達に声が聴きこえないことを確かく認にんしてから、守君と巡さんが顔を寄よせてくる。

「いいか善樹。お前が今気付いたことは、お前の人生史上最大のシークレットだ」

「ボクの人生、なんか軽く見られなかった？　今」

「善樹。邪じや魔まだからバラさなくても殺す」

「巡さんっ、それもはや脅きよう迫はくじゃないよっ！　殺人予告だよ！」

「とにかく善樹！　下へ手たなこと言うなよ！　言ったら絶ぜつ交こうだかんな！」

「友ゆう情じよう成立から絶交までの最短記録が更こう新しんできそう！」

「言う気かっ、てめぇ！」

「というか、えと、普通にバレバレなのでは……」

　ボクがそう呟つぶやいたところで、近くにいたクラスメイトの一人が「気付いてないのはスペース姉弟きようだいと生徒会ペアだけだな」と忠告しに来てくれたけど、彼は、姉弟に両サイドから殴なぐられて、物言わぬ人となってしまった。……転校初日に、クラスメイトが一人、減へってしまいました。南な無む。

「スペース姉弟？　生徒会ペア？」

「す、スペース姉弟は忘わすれろ。聞き間ま違ちがいだ。こほん。……杉崎と深夏は生徒会役員なんだ。くそ、同じ生徒会役員だからって余よ裕ゆうぶりやがって……。って、いや、そうじゃなくて、とにかく、オレは深夏のことなんかなーんとも思ってないかんなっ！」

「あー。ことここに至いたっても、隠かくせると思っているのは凄いね、守君」

「わ、私は別に、杉崎のことなんてなんとも思ってないんだかんねっ」

「いまどきそんなテンプレートなセリフを吐はく人がいるなんて……」

　とはいえ、状じよう況きようはとてもよく分かった。つまり、隠せていると思っているのは当人達だけで、実じつ際さい、杉崎君と深夏さんには隠せているのだろう。

「善樹。深夏の前で変なこと言ったらどうなんのか、分かってんな？」

「善樹、分かってるよね？」

　拳こぶしを掲かかげながら言う姉弟。……わー。初日から、クラスメイトに脅おどされたぁー。

「言わないよ……。うん。大だい丈じよう夫ぶ。約束するよ」

　とても面めん倒どうなことになりそうだし、とは言わなかった。二人は満面の笑えみで『よしよし！』とボクの頭を撫なでると、杉崎君と深夏さんのところに戻もどって行く。ボクも嘆たん息そくしながら、元の席へと戻る。

　着席すると、杉崎君が、声をかけてきた。

「良かったじゃないか、中目黒。宇う宙ちゆう姉弟と完全に打ち解とけたみたいじゃないかっ！」

　なぜか杉崎君は、ボクが他の人と親しん密みつ度どを上げることが嬉うれしいらしい。それも気になったものの、もう一つ、果てしなく気になるワードがあった。

「え？　うちゅう……姉弟？」

　ボクの言葉に、姉弟の表情がぎくりと強こわ張ばる。巡さんなんかは、「しまった！　そっちの情報の規き制せいを忘わすれてた！」と叫さけんでいた。

　守君が杉崎君に何かを言おうとしたようだけど、杉崎君の「クラスメイトに隠し通せることじゃねえだろ」という言葉に黙だまり込んでしまう。

　そうして姉弟が大人しくなったところで、杉崎君はニヤニヤ笑いながら教えてくれた。

「苗みよう字じだよ、苗字。星野は芸名だって聞いたろ？」

「あ、うん。……え？　あの……もしかして、じゃあ、本当は『うちゅう』って言うの？　え、それって……」

「うん、普ふ通つうに漢字で『宇宙』だ。珍めずらしいだろ。でも事実なんだ」

「え、ということは……」

　ボクは二人の名前を連想する。二人は、恥はずかしそうに俯うつむいていた。

　宇宙巡（うちゅう、めぐる）

　宇宙守（うちゅう、まもる）

　……………………。

「……アニメキャラクター？」

『う、うわぁああああああああああん！』

　姉弟は泣きそうな表情で叫んでいた。ああ……だから知られたくなかったのか、苗字。それに、芸名で苗字変へん更こうしたのも……。

　深夏さんが、意地悪く微笑ほほえむ。

「恐おそらく、あたし達の知らないところで、この二人が地球守ってくれてんだぜ！」

「なわけあるかぁっ！」

　巡さんが否ひ定ていする。

　杉崎君も笑っていた。

「次のウルト○マンは、この二人が主役の『ウル○ラマンツイン』らしいぞ」

「んな予定はねぇ！」

　守君が顔を真っ赤にしながら否定する。……可哀かわい想そうに。

　ボクは、フォローしてあげることにした。

「だ、大丈夫だよ、二人とも！　カッコイイよ！」

「本名は別にカッコよくなくていいわよ！」

「そ、それに、いいじゃない、主役っぽい名前！　ヒーローになれる確かく率りつ高そう！」

「高校生にもなって夢ゆめ見みるものじゃねえよ！」

　ボクが困こまってしまっていると、深夏さんはボクの肩かたにぽんと手を置き……そして、悟さとった風な表ひよう情じようで、シリアスに言ってきた。

「よせよ、善樹。二人は……まだあたし達には自分達の正体を明かせねぇ事情があるんだろうよ。あたし達に出来ることは……温かく二人を、地球を守る戦いへと送り出してやることだけじゃねえかな」

「深夏さん……。うん、分かった！　ボクも、応おう援えんするよ！」

『余よ計けいなお世話だぁあああああああああああああああああああああああ！』

　二人は大だい絶ぜつ叫きようしていた。そうして、深夏さんと杉崎君がからかうのをやめると、二人でボクを挟はさんで、再ふたたび部屋の隅すみまで連行する。宇宙人捕ほ獲かく、みたいな光景だ。

　二人は、猛もう烈れつな勢いきおいですごんでくる。

「今後、苗字や恋こいや能のう力りよくのことでオレ達をからかうんじゃねえぞ！」

「そうよ、善樹。もし禁きん忌きに触ふれることがあれば……私の事じ務む所しよの圧力とか弟の超ちよう能のう力りよくとかその他諸もろ々もろを総そう動どう員いんして、貴方あなたに真の地じ獄ごくを見せるからね」

　……転校早々、脅きよう迫はくです。しかも超能力者とアイドルから。

「じゃ、そういうことで。まあ、今後も色々頼たのむぜ、親友」

「アイドルの秘ひ密みつを握にぎっていること、光栄に思いなさい、善樹」

　二人に気持ちの悪い笑顔で送り出される。ボクはぶるぶると震ふるえながら、自分の席へと戻っていった。

「ああ、中目黒君を中心に、うちのクラスの人間関係が更さらにこじれはじめてるわ……」

　とは、ボクのすぐ近くにいた他のクラスメイト女子の言葉。……なんでそんなことになったのでしょう。ボクは、まだ、多分、何もしてないのに。

　ボクは、とりあえず、脅迫による友情よりは、普通の友情をとることにした。杉崎君に、積極的に話しかけてみる。

「あの、杉崎君」

「なんだ……。って中目黒。お前、自分からは俺おれにしか話しかけないな」

「え？　ん……だって、杉崎君がボクの中では今のところ一番話しかけやすいから……」

「ああっ！　フラグがどんどん立っていく！」

「？」

　杉崎君はとてもいい人だと思うのだけれど……こうして時折意味の分からないことを言うのが、玉に瑕きずだと思う。

　気にしても仕方ないので、ボクは、続ける。

「杉崎君と深夏さんは、生徒会役員なんだってね。やっぱり凄すごいね、二人は。この学校の生徒会選出って、確たしか、人気投票なんだよね？」

「ん？　ああ、深夏は人気投票だな。俺は、優ゆう良りよう枠わくっていう、成せい績せきトップ枠のところで入っているんだ」

「へー、そうなんだっ！　杉崎君、ますます凄いんだねっ！」

　ボクはすっかり感心してしまった。凄いなぁ、杉崎君は。クラスの中心であって、その上、成績までトップクラスだなんて。

　ボクが羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ていると、なぜか杉崎君は「ま、まぁな」と引きつっていた。……照れてるのかな？　そうやって鼻にかけないところも、凄いや。

　ふと気付くと、遠くから巡さんがうっとりと杉崎君を見ていた。

「素す敵てき……」

「…………」

　アイドルがすんごいラブラブ光線出してますけど。ねえ、杉崎君。ねえってば。

　あ、あれで、気付かれないんだ。深夏さんも杉崎君も、気付かないんだ、アレ。

　そして更さらには、守君まで……。

「ちょっと勉強が出来るからって……ぶつぶつ。見てろよ、杉崎。次の優良枠はオレがとって、深夏を、お前の魔まの手から……ぶつぶつ」

「…………」

　独ひとり言……なんだよね？　遠くのボクにまで完かん璧ぺきに聞きこえているけど……アレ、独り言、だよね？　でも、絶ぜつ妙みようのタイミングで杉崎君と深夏さんは二人で雑ざつ談だんを始めてしまい、どうやら二人にだけ聞こえてないようだ。……なんなんだろ、このグループ。正直、とても面めん倒どう臭くさいです。

　やっぱり宇宙姉弟はあまりお近づきになりたくない気がしてきたので、ボクは、更に積極的に杉崎君に話しかけることにした。

「杉崎君、杉崎君っ！」

「……お前、だから、なんで俺ばっかり……」

「だ、だって！　杉崎君以外、ボクにはいないんだよっ！」

　まともな友人が。

「だから、どうしてそう急きゆう激げきに俺への依い存ぞん度ど上がっていくんだよ！　怖こえぇよ！　真冬ちゃんのシナリオを物凄い勢いきおいでなぞんなよ！」

「？　まふゆちゃん？」

「…………。なんでもない」

　なぜか杉崎君は頭を抱かかえる。ボクがキョトンとしていると、深夏さんが苦く笑しようしながらフォローしてきた。

「まあ、鍵にも色々あんだ。善樹の知らない……そう、壮そう大だいなバックボーンがな」

「壮大なバックボーン!?」

「ああ、そうだぞ善樹。人にはそれぞれ、他人には言えない秘密があるんだ」

　なぜそこまで分かっていて、この人は、守君の気持ちには微み塵じんも気付かないのでしょう。

「鍵の隠かくされた秘密その一。こいつ実は、その気になればヤ○チャも倒たおせる」

「結けつ構こう微妙だねっ！」

　というか、なんなんだろう、深夏さんは。いくら転校生とはいえ、そんな言葉、ボクが信じると思っているのだろうか。はぁ……やっぱり深夏さんも、変な人──

「相変わらず恐おそろしいぜ……杉崎鍵。しかし、ライバルとして不足なし！」

「流石さすが私の未来のダーリン……素敵よ！」

「…………」

　すぐ傍そばに信じてる姉弟きようだいがいました。

　ボクは、なんだかとても恐ろしくなって、杉崎君の袖そでを掴つかむ。

「杉崎君……やはりもうボクには、杉崎君しかいないようです……」

「なんで!?　どうして!?」

　何な故ぜか杉崎君も涙なみだ目めでした。




　　　　＊




「やっと終わった……」

　帰りのＨＲが終わり、ボクはどっと息を吐はく。濃こかった……とても濃い一日だった……。温あたたかく迎むかえてもらえたことはとてもありがたいけど、でも、別の意味で、とても疲つかれる一日だった……。

　机つくえに突つっ伏ぷしていると、隣となりでも、バタリと倒たおれる音がした。杉崎君だ。

「やっと終わった……」

　ボクと同じ呟つぶやきをして、疲れた表ひよう情じようをしていた。……ああ、ボクの本当の理り解かい者しやは、やっぱり、杉崎君だけなのかもしれない。ボクは急速に杉崎君への信しん頼らい感を募つのらせていく。

　杉崎君とバッチリ目が合う。彼はなぜか、とても慌あわてたように、バッと顔を逸そらしていた。……うんうん。照れ屋なところも、とても共感出来る。杉崎君となら、ボクは親友にさえなれる予感がしてきたよ。

「おっし、帰ろーぜ、善樹！　杉崎なんて放ほっといて！」

「一いつ緒しよに帰ろうじゃない、善樹。監かん視しのため……じゃなくて、友達として！」

　杉崎君を敵てき視しする守君と、性しよう悪わるアイドルの巡さんが声をかけてきてくれた。…………。

　ボクは、深夏さんと一緒に生徒会室に行こうと立ち上がった杉崎君の袖をひしっと掴む。そして、涙目。

「杉崎君も……一緒に、帰って下さい」

「だから、なんでっ!?」

「うぅ……」

　宇宙姉弟とガッツリ一緒なんて、耐たえられる自信が無いのです。

「うっ」

　戸と惑まどう杉崎君。そんな彼に、深夏さんが、ニヤニヤとしながら声をかける。

「今日は善樹と一緒に帰っていいぜぇー、鍵」

「深夏っ、てめぇっ！」

「委員長命令だ。慣なれない転校生を、ちゃんと家まで送ってやれ」

「く……。お、俺じゃなくても……」

「そうそう、鍵と善樹、すげぇ家近いみたいだぞ？」

「ぐ……」

　杉崎君は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような表情をした後……涙目のボクを見て一つ嘆たん息そく。そうして、「分かったよ……」とうな垂だれた。

「うぅ……やっぱり杉崎君は優やさしいなぁ」

「だからどうしてお前の中でだけ俺の好感度うなぎのぼりなんだよ！」

　杉崎君はその後「美少女は落ちないのにー！」とか叫さけんでいたが、彼なりの照れ隠かくしだろう。やっぱり杉崎君はとっても、とってもいい人だ。

　そんなわけで、ちょっと不ふ機き嫌げんな守君と、そして、あからさまに喜んで小こ躍おどりしている巡さんと一緒に、ボクらは帰き宅たくすることにした。

　深夏さんはといえば一人、「真冬にいい土産みやげ話ばなしが出来たぜ……」と、スキップしながら教室を出て行った。……変な人だ……やっぱり。




　校門を出て、てくてくと歩道を歩く。全員、徒歩通がよい出来る距きよ離りのようだ。

　守君が、「善樹は」と質しつ問もんしてくる。

「実家が近くにあるのか？」

「あ、ううん。転校と一緒に、アパートで一人暮ぐらしを始めたんだ」

「一人暮らしか。大変だな。うちの学校、寮りよう無いもんな」

「そうだね。でも、元々実家でも一人でいること多かったから、そんなに大変じゃあないかな」

　そう答えると、今度は巡さんが訊たずねてきた。

「親、共働きかなんかなの？」

「うん、そうだよ。とても……忙いそがしい親だったよ……」

　そう。ボクが……悩なやみを相談する時間さえ、ないほどに。

　ボクが寂さびしそうな顔をしてしまったせいか、宇宙姉弟はそこで質問をやめてしまった。

　気を遣つかわせてしまったかとおろおろしていると、杉崎君が、何事もなかったかのように話を続けてくれる。

「俺も一人暮らしなんだ」

「え？　あ、そうなんだ……」

「ああ。でもこのご時じ世せい、大して自じ炊すい出来なくてもなんとかなるもんだぞ。ああ、そうだ、家も近くらしいし、後で、安い定食屋とか教えるよ」

「あ、ありがとう。うん、本当に嬉うれしいよ」

「そ……。……そっか」

　杉崎君はなぜか嘆たん息そくしていたけど、それでも、最後には優しげにボクに微笑ほほえんでくれた。……彼は時折ボクとやたら距離をとろうとするけど、それでもやっぱり、とてもいい人だ。巡さんが惚ほれるのも分かる。どうして深夏さんは素す直なおにならないんだろうなぁ。

　杉崎君に対たい抗こう意い識しきでも燃もやしたのか、守君が「善樹！」と大声を出す。

「杉崎よりも、安くて美う味まい店、オレが教えてやるからなっ！　透とう視しで一発だ！」

「あ、ありがとう」

「善樹！　杉崎と一緒に店行く時は私も誘さそうのよ。……分かってるわよねぇ」

「そ、そうするよ」

　やっぱりこの姉弟は苦にが手てだ。悪い人達じゃないんだけど……。

　しばらく歩いて出たＴ字路で、守君が「じゃあ」と切り出してくる。

「オレ達、あっちだから」

「あ、うん。ありがとう、ここまで」

「……善樹。お前、なんか、笑顔だな」

「え？　そ、そんなことないよ、うん。別に、杉崎君と二人になれるのが、嬉しかったりなんかしないよ？」

　ボクがそう返すと、なぜか杉崎君はぶるぶると震ふるえていた。……どうしたんだろう？

　気付けば、巡さんが「杉崎と……二人きり……はぁはぁ」と、とても危あぶない状じよう態たいになっていた。あれは……もう、恋する乙おと女めとかそういうレベルじゃないんじゃ……。しばししてハッと正気に戻もどった巡さんも、別れの挨あい拶さつをしてくる。

「じゃあね、善樹。……す、杉崎も。べ、別に杉崎なんてどうでもいいけどねっ！」

　ここに来て、まさかのツンデレキャラ押おしです。杉崎君も、「あ、ああ」とひきつった笑顔で巡さんに返す。……美少女美少女連れん呼こしている杉崎君なのに、なぜか巡さんは苦手なようだ。気持ちは痛いたいほど分かるけど。

『……はぁ』

　宇宙姉弟の背せを見送って、二人、同時に嘆息する。

「あの……杉崎君、美少女好きなんだよね？」

「ん？　あ、ああ！　そう！　俺は女が好きだ！　ノーマルだ！」

　なんか強調された。なぜだろう。

「でも……巡さんのことは、苦手そうだよね。美少女なのに」

　一いち応おう友達としては、彼女の恋こいの行く末も気になるので、訊たずねてみる。杉崎君は、「む、むー」と、とても複ふく雑ざつそうに唸うなってしまった。

「嫌きらいじゃないんだがなぁ……。可愛かわいいとも思うんだがなぁ……」

「？　それでもダメなの？　杉崎君らしくないよね？」

「いや……なんつうか、ギャルゲーに例たとえるとしたら、サブキャラな感じ？　こう、攻こう略りやく出来ないというか、したくないっつうか、してはいけないというか……」

「ああ……」

　なんとなく、伝わってきた。杉崎君は更さらに続ける。

「あのルートに入ってしてしまったら、色んな可か能のう性せいが根こそぎ閉とざされる気がするというか、ハッピーエンドからしてバッドエンドっぽいというか……。いくら容よう姿し重視と言えど性せい格かく面めんで越こえてはならない一線はある気がするというか……」

「あー」

　巡さんには悪いけど、杉崎君。その観かん察さつ眼がんは的てき確かくだと思うよ。

「ま、巡自身、俺には全く好意ないみたいだしなっ！　攻略難なん度ども高すぎだっ！」

「…………」

　なんでそんなに観察眼鋭するどいのに、そこだけ履はき違ちがえているのだろう、杉崎君は。攻略難度なんて「やさしい」以下だと思いますよ、あれ。一声かけたら、即そくゲットの域いきですよ、彼女。既すでに好感度がメーターを振ふり切ってますよ。まあ、言わないけど。

　とりあえず、ボクらは自じ宅たく方面に向けて歩き始める。

「杉崎君は、じゃあ、彼女とかいないんだね？」

「なぜ訊きく」

　なぜか杉崎君が一歩離はなれてしまった。一歩詰つめてから、もう一度質しつ問もん。

「いや、こんなに素す敵てきなのに、不思議だなぁと思って」

「…………」

　無言で二歩離れられてしまった。また、距きよ離りを詰める。

「でも深夏さんのことが一番好きなんだよね？」

「へ？　ああ……。まあ、そうだな。クラス内じゃ、確たしかに一番かもな」

「？　クラス内？」

　そう訊ねると、杉崎君は「ふふふ」と不敵に笑った。

「そう！　この俺、杉崎鍵には、実はハーレムがあるのだ！　生徒会という美少女ハーレムがっ！　深夏は、そこの一員として愛しているぞ！」

「！　そうなんだっ！　やっぱり凄すごいねっ、杉崎君はっ！」

　これだけ素敵な男性ともなれば、やっぱり、沢たく山さんの女の子と同時に付き合ってしまえるものなんだなぁ。

　ボクの羨せん望ぼうの眼まな差ざしに、杉崎君は「ふふん」と機き嫌げんを良くする。

「ああ。俺ぐらいになれば、当然だな」

「そっかぁ。じゃあ生徒会の人達は今いま頃ごろ、杉崎君がいなくてとても寂さびしがっているだろうね……」

「う……そ、そうだな！　俺がいないと、彼女らは全く元気が出ないだろうな！……今頃中目黒ネタで盛もり上がっている気がするけど……」

「？」

「いや、なんでもない！　そう！　既に生徒会役員の心は全すべて俺のものだ！　この世界でかつてこれほどマルチヒロインシステムを活用した男がいたであろうかっ！」

「凄い！　昨今ゲームやアニメでさえ最後は一人と結ばれて終わるというのにね！」

「つまり中目黒。俺は、ノーマルなんだからな！　シンジ君とカヲル君みたいなのは嗜し好こう対象外なんだかんなっ！」

「うん？　よく分からないけど、とにかく、ボクはますます杉崎君を尊そん敬けいするようになったよ！　女性にそんなに好かれる男性って、素敵すぎだよ！」

「ああっ！　なんか逆ぎやく効こう果かばっかり！」

　また頭を抱かかえる杉崎君。どうしたんだろう。

　それにしても、杉崎君は凄いなぁ。全然、同い年とは思えないや。

　ボクも……杉崎君みたいになれたら……。……転校しなくても、良かったのかな。

「……どうした？　中目黒」

「え？」

「なんか元気ないぞ？　って俺、また余よ計けいなフラグを……」

　杉崎君は何かぶつぶつ言っていたけど、ボクの様子を見て一つ息を吐はくと、再さい度ど、「で、どうした？」と気き遣づかってくれた。やっぱり……優やさしい人だなぁ。

　ボクは、苦笑いをする。こんな優しい人に……これ以上甘あまえてはいけない。

「ううん、なんでもないよ。うん」

「…………」

　ボクの返答に……杉崎君は、顔をしかめた。そうして、呟つぶやく。

「気に食わねぇ」

「え？」

「いいから話せよ、中目黒。お前、今、なんか、我が慢まんしたろう」

「あ……」

「当人が話したくない過か去こまでほじくりたいとは思わねぇけどな。話さない理由が『遠えん慮りよ』だっていうなら、それはナシだ」

「でも……杉崎君には関係ないし……」

「関係なくない。俺は生徒会役員だぞ。そうじゃなくても……」

　そこで杉崎君は一いつ瞬しゆん詰つまり……そうして、何か諦あきらめたように息を吐いて、どこかスッキリした微び笑しようを浮うかべた。




「俺は、お前の、クラスメイトであり、もう友達だ。だろ？」




「…………」

　夕陽をバックにそう笑う彼に、思わず見み惚ほれてしまった。……ホント、ボクには眩まぶしい人だな……杉崎君は。

　そんな風に見ていると、杉崎君はすぐに「うぐ」と顔をしかめ、そして、「と、とにかく早く話せっ！」と顔を逸そらしながら、歩き始めてしまった。ボクは慌あわててその隣となりに並ならびながら、少々俯うつむき加か減げんで、話す。

「えと……ね。ボクは、その……杉崎君みたいな強い人から見たら、とてもくだらなく思われてしまうかもしれないけど……。その……。……逃にげて、きたんだ。前の、学校から」

「…………」

「いじめられたから……逃げてきた。そんな……本当に、どうしようもない理由なんだ。あはは……軽けい蔑べつするよね？」

「しねえよ」

　杉崎君は即そく答とうする。ボクは背せ中なかを押されたような気分になり……更さらに、語る。

「どうしようもないって、思ったんだ。もう……どうしようもないって。最初はとても些さ細さいな理由で、そして、些細な、いやがらせだったのに。気付けば……いつの間にかボクは、クラス中……いや、学校中から蔑さげすまれるようになっていたんだ」

「なんだってそんな……」

「うん……碧へき陽よう学園にいる杉崎君には、ちょっと想そう像ぞう出来ないかもね。世の中にはね……人を傷きずつけるのを娯ご楽らくだと捉とらえる人、結けつ構こういるんだよ。あ、でもでも多分、当人達なりにそれは、正せい義ぎなんだよ。別に、その子達が悪人だってわけじゃないと思うんだ。

　……あの学校でのボクは、最終的には、『熟じゆく女じよ相手に売春』していて、『教きよう師しに取り入って成せい績せき上げてもらって』いて、『親のコネで既すでに大学裏うら口ぐち入学も決まって』いて、『大人しい顔して裏じゃ動物虐ぎやく待たいしている』、中目黒善樹、だったから」

「な──」

　杉崎君は絶ぜつ句くしている。ボクは、「ほら」と微笑ほほえむ。

「そう言われたら、結けつ構こうそう見えない？」

「見えねぇよ！　なんだよそれ！　バカじゃねえの！　バッカじゃねえのっ！」

　杉崎君は驚おどろくほど憤ふん慨がいしていた。なんでこの人……こんなに、感かん情じようを真まっ直すぐに表ひよう現げん出来るのだろう。ボクがポカンとしていると、杉崎君の怒いかりはボク自身にまで向いた。

「お前っ、それで、何も弁べん明めいしなかったのかよっ！」

「……そんなハズ、ないじゃない。そりゃ、『違ちがう』って言うよ」

「だったら……」

「だったら、何？」

「え？」




「既にそこまで信用落ちたボクの言葉、誰だれが聞いてくれると思う？」




「…………っ」

「そういう……ことだよ。でも、言い訳わけはしない。ボクは、自分が、本当に弱いと思う。仮かりにあの学校に居いたのが杉崎君だったら、まず間違いなく、転校なんて逃とう避ひには至いたらなかったと思うし、それどころか、あの状じよう況きようを簡かん単たんに逆ぎやく転てんしたと思う」

「そんなこと……。……なくは、ねえか。中学時代の俺ならまだしも」

　杉崎君は謙けん遜そんしなかった。ボクは、ニッコリと微笑む。

「そうだよ。だから……ボクのそれは、やっぱり、ボクの責せき任にん。……だから……ボクには、本当に、杉崎君が眩まぶしい。眩しいんだ」

「中目黒……」

　杉崎君がボクを見る。ボクは……いざ杉崎君に見られると凄すごく照れ臭くさくて……いたたまれなくて……自分が誇ほこれなくて……目を、逸らしてしまった。

　しかし、杉崎君は、今までは自分がボクから逃にげ気味だったくせに、こんな時だけ……卑ひ怯きようにも、しっかりとボクの正面に回る。

　そうして……笑顔を見せてくれた。




「よくやったな、中目黒」




「え？」

　キョトンとしたボクの頭を……杉崎君は、まるで子こ供どもでもあやすかのように、優やさしく撫なでる。

「すげぇよ。偉えらいよ、お前」

「え、え、ええ？　な、なに言って……」




「だってお前、自分の状況を打だ破はするために、動いたじゃねえか。転校なんて……そんな勇気いる怖こわいこと、俺にも出来ねぇよ。それも実家から離はなれて一人暮ぐらし。並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごじゃねぇ。それをお前は、そんな貧ひん弱じやくな体で、立りつ派ぱにやってのけたじゃねえか」




　その言葉に。

　ボクは……思わず、俯いた。目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを……見られたく、なかったから。




　転校を切り出した時。

　母さんは言った。「なにを軟なん弱じやくなことを」と。

　父さんは言った。「情なさけないにも程ほどがある」と。




　転校が決まった時。

　教きよう師しは言った。「問題から逃にげてしまうのは、感心せんな」と。

　生徒は笑った。「ほら、やっぱり」と。




　でも……。

　夕ゆう暮ぐれの中、杉崎君は、言い続ける。




「お前は凄い。滅め茶ちや苦く茶ちや凄い。お前みたいに強いヤツ、なかなかいないぞ。普ふ通つうは諦あきらめて身動きが取れなくなるところを、お前は、前に進んだんだ。そしてこの学校では、転校初日から、沢たく山さん友達を作った。こんなに凄いことはねぇ」




「そ、それは……この学園の人達が……二年Ｂ組の人達が、優しいから……」




「違ちがう。うちのクラスが最高なのは認みとめるが、流石さすがに、イヤなヤツと平気で仲良く出来るほど人間出来たのなんか、全くいないぞ。宇宙姉弟きようだいだってそうだ。あいつら、あんなヤツらだからこそ、偽ぎ善ぜんで友達関係結んだりなんか絶ぜつ対たいしない。だから……今日友達たくさん出来たお前は、間違いなく、素す晴ばらしい男なんだ。誇ほこれ！」




「う……」

　声を押おし殺す。

　既すでに涙は、隠かくしきれないほどアスファルトに落ちている。

　それでも、声だけは、押し殺す。

　姉弟の気持ちが良く分かった。

　バレバレの感かん情じようを……ボクは、今、必死で隠している。それが……ボクの……ボクに残された、最後のプライド、だから。彼のクラスメイトとしての……プライド、だから。

　杉崎君はボクの頭をぽんぽんと叩たたき、そして、ボクから顔を逸そらした。……逸らして、くれた。

　そして……大声で、叫さけぶ。

「どこの学校か知らんが、馬ば鹿かな学校めっ！　お前らは本日、貴き重ちような人材を我わが碧陽学園に明け渡わたしたのだっ！　くくくっ！　これで我が校は、美少女だけでなく、健けな気げな美少年まで網もう羅らしたっ！　最も早はや碧陽に死角なしっ！」

「い、いや、杉崎君、それは流石に過か大だい評ひよう価かっていうか、えと、凄すごく恥はずか──」

「過大評価？　それがなんだ」

「え？」

　杉崎君はそこでボクの手を取り、そして強い意い志しを湛たたえた目で、ボクを見み据すえた。




「今日から誰がなんと言おうと、中目黒善樹は『碧陽学園で一番健気な美少年』だ！　そういうキャラだっ！　異い論ろんは認みとめない！　誰が認めなくても、生徒会が……いや、二年Ｂ組の全員が認めてやるっ！　二年Ｂ組の一いち存ぞんで、お前は、今日から俺達のかけがえのない仲間だっ！」




「…………」

　最悪だ。

　折せつ角かく……折角、さっきは、耐たえ切ったのに。

　思いっきり……杉崎君の正面で、涙を、流してしまいました。




　　　　＊




　こうして、ボクの碧陽学園デビューは終わりました。

　あの後、杉崎君はなぜか一人、「俺は一体……男相手に何を……」と激はげしい自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていました。なぜでしょう？　あんな素晴らしい言葉や行動のどこに、嫌悪する部分があるというのでしょう。

　そう考えたボクが、「杉崎君は、とても素晴らしい人間です！　たとえ美少女が認めてくれなくても、このボクが……中目黒善樹の一存で、『世界で最も素す敵てきな男子』に認にん定ていしてあげますっ！」と言ってあげたのだけど……。

　どうも逆ぎやく効こう果かだったみたいで、「うわぁああああああああ！　最早真冬ちゃんの妄もう想そう以上に加速気味の俺達っ！」と、なんか号ごう泣きゆうしていました。相変わらず、杉崎君はちょっとだけ謎なぞです。




　そんなわけで、後日、「ウィンター」を名乗る一年生の後こう輩はいさんに、「杉崎先輩との出会いの思い出を是ぜ非ひ！」と頼たのまれたので、ボクはこうして、その日の……今でも鮮せん明めいに思い出せる素晴らしい初日を、小説形式で生徒会さんに寄き稿こうすることと相あい成なりました。




　この文章を読んでくれた人が、一人でも多く杉崎君の素晴らしさに気付いてくれたらいいなぁと、思います。彼はホント素晴らしいです。もう、杉崎教を作った方がいいんじゃないかと思います。ボクは、一生彼に尽つくす所存です！




　以上、私立碧陽学園二年Ｂ組の一員、中目黒善樹でしたっ！







　【二年Ｂ組の一日】




「むにゃむにゃ……。……すぅ」

「…………」

　授じゆ業ぎよう中ちゆう。隣となりの席で杉崎君が穏おだやかに眠ねむっていた。が、ボクはそれを咎とがめることもなく、その無む邪じや気きな寝ね顔がおを温あたたかく見守る。

　数日一いつ緒しよにいて知ったことだけど、表面上はどうあれ、彼は基き本ほん的にはとても真ま面じ目めな人のようだ。休み時間はとっても騒さわがしいのに、授業になった途と端たん、驚おどろくほど顔つきを変えて先生の言葉を聞いていたりする。学年トップの理由が分かるというものだ。……ああ、やっぱり素す敵てきだなぁ、杉崎君は♪

　そんな彼だけど、今は完全に呆ほうけてしまっていた。何な故ぜかと言えば……数学の先生が、なぜかすっかり脱だつ線せんして、自分の武ぶ勇ゆう伝でん語りに入ってしまったからだ。杉崎君だけじゃなく、クラス全体がすっかり辟へき易えきしてしまっている中、先生は自分に酔よった様子で語り続けている。

　だから、杉崎君が熟じゆく睡すいを始めてもボクは注意しないし、むしろ、先生の話よりは彼の寝顔を眺ながめている方が有ゆう意い義ぎそうだった。

　そう、思っていたのだけれど……。

「むにゃ……。……や、やめろよぉ、深夏ぅ。こんなところで……いや、ブルマプレイってお前……。いや、まあ、美お味いしくいただくけど」

「ていっ！」

「げふっ」

　杉崎君のアレな寝言に、隣の深夏さんが即そく座ざに反はん応のうして脇腹に肘ひじを入れた。杉崎君は一いつ瞬しゆん呻うめいたものの、しかし、それでも起きはしないようだ。深夏さんも、まるで日にち常じよう茶さ飯はん事じだとでも言うように、他のクラスメイトと小声で雑ざつ談だんを継けい続ぞくしていた。

　とりあえずボクも、杉崎君の寝顔観察を続けてみる。

「むにゃ……海はいいなぁっ！……くふふ」

　どうやら夢ゆめの舞ぶ台たいが移うつったらしい。

「揺ゆれる胸むね！　小麦色の肌はだ！　食い込こんだ水着！　最高の海水浴日和びよりだな！」

　いや、それ、海は一いつ切さい関係ないんじゃ……。

「あははっ！　まーてぇー！　あははは。あはははは」

　どうやら誰かと追いかけっこしているらしい。……どうでもいいけど、寝顔でここまで幸福そうな顔する人、初めて見たよ。そんなに辛つらい現げん実じつなのかな。

「まーてぇー！　まー……。いや、ちょ──。ま、待って、ちょ、ホントに！　いや、おい！　おーい！　ちょ、置いてかないでっ。……わぁ──────────！」

　なんか見み捨すてられてしまった上、大変なことになっているらしい。すんごく苦しげな顔をしている。お、起こした方がいいかな？

「う、うぅ」

　あ、泣いた！　泣いてるよ！　夢で泣いてる！　リアルにも涙なみだ溢あふれてきてる！

「そ、そんな……。クジラのお腹なかの中に一人なんて……」

　妙みようにファンタジーも入り混まじった夢だった。杉崎君……アダルトなんだか子こ供どもなんだか……。

「鼻は伸のばさなかったのに……。海岸で違ちがうところ伸ばしたバツかなぁ。くすん」

　夢でさえまさかの下ネタだった。深夏さんがクラスメイトと雑談したまま、ゴリッと頭を抉えぐるように殴なぐる。妙みように鈍にぶい音がしたけど、それでも、杉崎君は起きなかった。

　しかし、どうも、深夏さんの一いち撃げきは夢切り替かえスイッチの役やく割わりも果たしているようだ。杉崎君は涙をぴたりと止めていた。

「むにゃ……。……会長、そんな企き画かくは……。むにゃ」

　どうやら今度の舞ぶ台たいは生徒会らしい。

「え、いや、ダメですよ。そんな……生徒の半数が死にますから……」

　どんな企画なの!?

「はい……そっちならいいです。……はい……。ブラならうちに沢たく山さんあるんで……」

　なんで杉崎君の家に女じよ性せい用下着が沢山あるの!?　男の一人暮ぐらしだったよね!?　そしてそれも、どんな企画!?

「ち、知ち弦づるさん……ごめんなさい。許ゆるして下さい。そんな、やめ──ア──ッ！」

　ブラ企画で怒おこられたのだろうか。

「くすん……もう、お嫁よめにいけない……」

　いや、元からいけないと思うけど……男の子だし……。

「くそう、いつもいつも俺おれはこんな……。下げ克こく上じようだっ！　いけっ！　スター○ラチナ！」

　スタンド出したっ！

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラ！」

　ちょ、夢の中とはいえ女の子相手になにやってるの、杉崎君！

「ふ……コレが俺の実力ですよ、知弦さん。俺にかかれば、ダンボールを素す早ばやく畳たたむことぐらい、造ぞう作さないのです！」

　それ、スタープ○チナ出してまですることなの!?

「ふふふ……どうやら俺に惚ほれ直したみたいですね。ちょ、そんな情じよう熱ねつ的な……」

　そう言いながら、現実の杉崎君は目を瞑つぶったまま、ペンケースにぶちゅーっと口付けをしていた。流石さすがの深夏さんもこれには哀あわれみの視し線せんを向けるだけで、叩たたかずに雑談に戻もどっていく。……あぁ、杉崎君……。

「むにゃ……うふふ。なんだい、真冬ちゃん。嫉しつ妬となんて、かわいいなぁ」

　今度は、深夏さんの妹さんが出てきたようだ。

「分かってる、分かってる。キミとも……え？　真冬ちゃんとじゃなくて、中目黒と？」

「へ？」

　なんかボクの名前出てきた。首を傾かしげていると、杉崎君の表情がどんどん蒼そう白はくになっていく。

「ちょ、待って、いくら真冬ちゃんの頼たのみでも……。い、いや、だって、そんな……」

　遂ついには脂あぶら汗あせまでかき始める杉崎君。どうしたんだろう？

「な、中目黒……お前までどうしてそんな乗り気で……。い、いや、やめろ。やめてくれ。俺はそんな趣しゆ味みは全然……。ちょ、バッ、そんな、あ──」

　びくんと体を揺ゆらす杉崎君。次の瞬しゆん間かん、彼がさっきまでキスしていたペンケースが床ゆかに落ち、ガシャンと音を鳴らした。それに反はん応のうしたのか、杉崎君の目がパッと開く。

　目の前には、心配そうに覗のぞき込むボク。大だい丈じよう夫ぶかな？

　杉崎君は……なぜか絶ぜつ叫きようした。




「いやぁあああああああああ！　ケダモノぉおおおおおおおおおおおおおおお！」




　…………。

　結局二人で、廊ろう下かに立たされました。……どうしてボクまで？




　　　　＊




「いや、それにしても傑けつ作さくだったなぁ、鍵」

「笑い事じゃねぇ」

　休み時間。機き嫌げんよさげな深夏さんに対し、杉崎君はぶすっと返していた。いつものようにボクらの席の近くに集まってきた宇宙姉弟きようだいも、ニヤニヤと笑っている。

　巡さんが、嘆たん息そく気味に彼に訊たずねた。

「それで、具体的にはどんな夢ゆめ見たのよ、杉崎」

「教えない」

「なによっ！　国民的アイドルが訊きいているんだから、教えなさいよ！」

「むしろお前にだけは教えたくねえよ！」

「な、なんでよ！」

「アイドルだからだよっ！　お前、うっかり全国放送で発表とかしそうだろこら！」

　杉崎君の言葉に、巡さんは「うー！」と顔を赤くする。……ああ、相変わらず、物もの凄すごい恋れん愛あい模も様ようだなぁ、ここ。巡さんの空から回まわりっぷりと、杉崎君の苦手意い識しきっぷりが、絶ぜつ妙みような友人関係を演えん出しゆつしている。

　そんな二人の傍かたわらでは、これまた面おも白しろい二人のやりとりが始まっていた。

　守君が、ここぞとばかりに深夏さんにアピールしている。

「な、深夏！　こんなエロ野や郎ろうには、いい加か減げん失望しただろ！」

「ん？　いや、別に。最初から見下しているからな、鍵のことは」

　楽しそうにニカッと笑って杉崎君を見る深夏さんに、守君は複ふく雑ざつそうにしながら、続ける。

「そ、それはそれとしてっ！　やっぱり深夏は、硬こう派はな男が好みなんだろ！」

「おう！　当然だな！　ある意味少年漫まん画がの主人公こそ、理想の男だぜ！」

「な、ナンパな男なんて、論ろん外がいなんだろ！」

「勿もち論ろん」

「えと……その、深夏！　オレ、一いち途ずなんだ！　一度女を好きになったら、そいつのこと以外全然目に入らなかったりするんだぜ！」

　すごくストレートだなぁ、守君。確たしかに、ある意味深夏さんとお似に合あいかもしれない。

　まあ、当の深夏さんはきょとんとしているけど。

「そうか。大変だな」

　あ、流された。守君、涙なみだ目めだ。

「そ、それに深夏！　オレ、ほら……くっ……な、名前的にも能のう力りよく的にも、少年漫画の主人公っぽいだろ！」

　あ、プライド捨すてて突つっ込んだ！　名前とか能力とかいじられるのイヤなクセに！　守君……キミ、そこまで……。

　しかし、守君の覚かく悟ごは見事に玉ぎよく砕さいした。

「ん～、個こ人じん的にはもっと強そうな名前の方がいいな！　空くう○承じよう太た郎ろうみたいな！」

　守君は「ぐっ」とダメージを受ける。……ボクしか知らないことだけど、さっきの杉崎君の寝ね言ごととのリンクといい、やっぱり、深夏さんと杉崎君って守君じゃ入り込めない何かがある気もしてくる。

　しかし、守君は諦あきらめていなかった！

「で、でも、超能力は凄すごいだろ！　な、な、な！　す、杉崎には無いぜ、こんなの！」

　バリバリ杉崎君に対たい抗こう意い識しき燃もやしている。深夏さんはその勢いきおいに気け圧おされ、「あ、ああ、そうだな」と苦く笑しよう気味に答えていた。

「でも別に、戦せん闘とう力りよくに一いつ切さい関係ねーよな、守の能力……」

「うっ！」

「精せい度ども微び妙みようだし、地味だし……」

「う、ううっ！」

「むしろ、一いつ般ぱん人じんでさえない分、逆ぎやくに脇わきキャラっていうか、雑ざ魚こっぽい？」

「う……ちくしょぉおおおお！」

　守君は泣きながら教室の隅すみっこへと走っていってしまった。ぶつぶつ、箒ほうきとなにか話してる。守君、掃そう除じ用具とも話せるらしい。……なにその悲しい能力。

　そして、深夏さん……容よう赦しやなさすぎるよ。残ざん酷こくだよ……相手の好意を知らないって、残酷すぎだよ……。

　深夏さんはしばしきょとんとしていたけど、毎度のことなのか、すぐに切り替かえて再ふたたび雑ざつ談だんに乗り出した。

「ところで、巡。最近よく学校来てるけど、仕事余よ裕ゆうあんのか？」

　その何気ない質しつ問もんに、杉崎君とまだ口論気味に喋しやべっていた巡さんが、ぴたりと止まり、どこか怒おこった様子で深夏さんを振ふり返る。……怖こわい。

「あ、あら、深夏。何が言いたいのかしら。この……トップアイドルたる私に、仕事が、な、無いとでも？」

「い、いや、別にそうは言ってねぇけど。なんか休む頻ひん度ど減へってきたなー、と」

「く……。べ、別に、干ほされてたりするわけじゃないのよ！　わ、私が、自分の意思で、出来るだけ学校に来るようにしてるんだからっ！」

「なんで？」




「そんなの杉崎に会うために決まっているでしょうが！」




『…………』

　杉崎君と深夏さんが無言になる。……こ、これはっ！　こんなところであっさり、二人に巡さんの気持ちがバレてしまうなんて！







[image: ]








　巡さんも、自分の失言に気付き、「あ」と顔を真っ赤にしていた。……巡さん……それ、余よ計けいに墓ぼ穴けつ掘ほっているというか……。

　そ、そんなことより、杉崎君だ！　彼は一体、どういう反はん応のうを──

「巡……お前……」

「うっ」

　杉崎君が巡さんを見つめる！　こ、これは……ボクは今まさに、リアルな「あい○り」みたいな赤面場面に遭そう遇ぐうしているのではなかろうかっ！

　杉崎君は……ゆっくりと、巡さんに言い放はなった。




「巡……お前……。まさか、そんなに、俺のことが嫌きらいだったなんて……」




「──は？」

　気が抜ぬけた巡さんの表ひよう情じよう。その傍かたわらでは、深夏さんが、杉崎君の意見に同調するかのように「うむうむ」と頷うなずいていた。

　巡さんがすっかり混こん乱らんしている。

「ちょ、え、なに、え？　いや、なんでそういう結論になるのよ！」

「いや、そこが巡の凄すげぇところだな。うん。この杉崎鍵、感かん服ぷくしたわ！　普ふ通つうの『嫌い』だったら、単たん純じゆんに顔を合わせたくない。しかし……巡ほどまでに昇しよう華かすると、今度は、逆ぎやくに顔を合わせて相手に攻こう撃げきしてやらないと気が済すまない域いきにまで達してるようだな」

「…………えー」

「よし、分かったぜ、巡！　お前のその純じゆん粋すいな悪意……しかと受け止めた！　これからも、よきライバル……いや、よき怨おん敵てきとしてよろしくな！」

「う……。うぅ、よ、よろ……よろしくだよこんちくしょ────────────！」

　巡さんが泣きながら杉崎君と握あく手しゆしていた。……ああ、なんか、ボクも泣きそうだ。巡さん……不ふ憫びんすぎる。宇宙姉弟きようだい、残念すぎるよっ。




　こうして、四人の複ふく雑ざつな恋愛関係がこじれにこじれるのを見守り、ボクは特に発言もしないまま満まん腹ぷく状じよう態たい。それで休み時間はいつも終わる。リアル青春白書鑑かん賞しよう会かいだ。

　ある意味このクラスの休み時間は、とても濃こゆいのだった。




　　　　＊




　放課後。

「じゃあな、中目黒」

「また明日な、善樹」

「うん、ばいばい、二人とも」

　初日こそ一いつ緒しよに帰った杉崎君だけど、あれからはずっと生徒会の仕事をしているから、ボクは教室で二人と別れる。残念だけど、こればっかりは仕方ない。

　しかしその代わりに……。

「よっし、帰るぞ、善樹！」

「帰るわよー、子分」

「……はい」

　なぜかすっかり宇宙姉弟に気に入られてしまったらしく、今は毎日二人と一緒だ。ボクは……友達が出来たのでしょうか。それとも、新たなイジメの幕まく開あけに遭そう遇ぐうしているのでしょうか。巡さんなんか、既すでにボクのこと子分呼よばわりだし。……なんで？

　杉崎君は勘かん違ちがいしているようだけど、こうして放課後彼と会えず、そして宇宙姉弟の脅きよう威いに晒さらされることによって、ボクの杉崎君依い存ぞん度どは更さらに高まっていたりするのだ。ああ……杉崎君。ボクはもういっそ、ちょっとキミに恋こい焦こがれてしまっていたりするよ。

　校こう舎しやを出て帰路を二人に挟はさまれつつ歩きながら、ボクは「そういえば」と首を傾かしげる。

「休み時間の話じゃないけど、巡さんは、仕事大だい丈じよう夫ぶなの？」

　そのボクの質しつ問もんに、巡さんはピキッと血管を浮うき上がらせる。あ、やば。

「善樹。あんたまで私を……私を落ち目だと言うのね！」

「い、言ってない、言ってない！」

　胸むな座ぐらを掴つかんでぐらぐらと揺ゆらされる。あ、なんか前の学校でのイジメがフラッシュバックしてきた……。

「私は……私は落ち目じゃなぁあああああい！」

「うぅ……ぐす……。ごめんなさい……ボクが……ボクが全部悪いです……」

「ちょ、姉あね貴き、善樹！　なんでお前らそんなことになってんの!?」

　狂くるったように叫さけぶ巡さんとぺこぺこ泣きながら謝あやまるボクにびっくりして、守君が止めに入る。二人を引き離はなすように体を割わり入れ──

「うっ！　意い識しきが流れ込こんで……。……わぁああ!?　色んな負ふの感かん情じようが同時アクセスして来たぁ！　なにこれ！　お、おえぇええ」

　と、いうわけで。

　五分後、そこには、ぜぇぜぇと息を吐はいて路上に座すわり込む三人が出来上がっていた。

「と、とりあえず、落ち着きましょうか」

「そ、そうだな、姉貴」

「そ、そうだね……」

　三人、すぅはぁと深しん呼こ吸きゆう。……だ、だからいやなんだ、宇宙姉弟と一緒に行動するの。ある意味、前の学校の時より遥はるかに疲つかれるよ。

　一いつ旦たん落ち着いたところで、ボクは誤ご解かいを解といておくことにする。

「あの、ボクが巡さんに言いたかったのは、落ち目とかじゃなくてっ。その、ここ田舎いなかだし、芸げい能のう界かいで仕事してるのにちゃんと学校来て、放課後もこうやって余よ裕ゆうあるみたいだし、一体いつ仕事してるのかなと……」

　ボクのその疑ぎ問もんに、巡さんは、「ああ」と疲れたように息を吐く。

「前は学校休んで上京してたけど、今は、週末や休日にガーッと仕事してくるようにしてるのよ。ふふふ……私ぐらいになれば、もう、私のスケジュールで全すべてが動くのよ」

「そ、そうなんだ」

「ほ、干ほされかけてなんかないんだからねっ！　生意気だからって、ちょっとハブられてたりなんかしないんだからねっ！」

「やっぱり業界内の評ひよう判ばんは悪いんだね……」

「い、いいのよ！　杉崎の目にさえ魅み力りよく的に映うつれば！」

「今のところその杉崎君から一番敵てき視しされてるみたいだけど……」

「…………。…………。…………。……金持ちだからいいんだもん」

　逃にげたっ！　現げん実じつ逃とう避ひだっ！　体育座りで明後日あさつての方向見てる！

　守君が溜ため息いきを吐ついていた。

「ったく……。姉貴がさっさとアイツとくっついてくれりゃあ、深夏も……」

「ん？　守君、それ、ちょっと違ちがうんじゃない？」

「へ？　なにがだ、中目黒？」

「いや、だって、杉崎君ってハーレム形成しているんだよね？　巡さんが射い止とめても、結局ハーレムの一員になるだけで、深夏さんは相変わらず杉崎君といい感じなのでは……」

「…………。……くっ！　許ゆるすまじ、杉崎鍵！」

　今いま更さらだけど、どうしてこの姉弟きようだいは、杉崎君とそれなりに仲いいのだろう。とても不思議だ。

　守君が闘とう志しをメラメラと燃もやしている中、唐とう突とつに、巡さんが「仕方ない！」と立ち上がった。

「作戦会議よ！　守、善樹！　杉崎を私が落とすための！」

「ボク、帰りたいんですけど……」

　びっくりするほど関係ないですし、宇宙姉弟の恋こい。

　しかし、巡さんは許してくれなかった。

「ダメよ！　姉と弟がヒソヒソ路上で作戦会議しても絵にならないでしょう！　アイドルたる私を中心に、冴さえない男二人がこき使われてこそでしょう！」

「なんですかそのタツ○コプロ的図式」

「杉崎と私がくっついたら、皆みんなハッピーじゃない！」

「ある意味驚おどろきの展てん開かいではあると思います」

「うふふ……フライデーされてやるわよ……うふふ……」

「それが夢ゆめな芸能人ってどうなんですか。っていうか、もう、ボクに隠かくす気さえないんですね、杉崎君を好きなこと」

「それどころか、ブログでの妊にん娠しん報ほう告こくで、ファンどもを絶ぜつ望ぼうの底へと叩たたき落としてやるわっ」

「ファンになんの恨うらみがあるんですかっ！　恩おんを仇あだで返すとはこのことですねっ！」

「記者会見では『結けつ婚こんしても、私はいつまでも皆の巡だからね☆』って言うけどね」

「外げ道どうですね」

「その後、娘むすめを出産。『杉崎きらり』と命名」

「バリバリ二世アイドルになりそうな名前ですね！　レボリューションですね！」

「私はヌード発表」

「なぜそのタイミングで!?」

「ふふふ……娘が出来てマンネリな夫ふう婦ふ間かんに刺し激げきを与あたえるのよ」

「基き本ほん的に自分と杉崎君のことばっかりですね」

「老後は杉崎と二人、娘の稼かせぐ金で穏おだやかな老後を送るのよ！」

「凄すごい人生設せつ計けいだ！　社会を驚くほど甘あまく見ている！　これがアイドルかっ！」

「そんなわけで、作戦会議よ。まずは杉崎を落とさないことには、何も始まらないわ」

「一番重要な基き盤ばんがまるで手付かず！」

　ボクと守君はげっそりと嘆たん息そくする。……ああ、こんな姉を持つ人生も、大変なんだろうなぁ。

　とりあえず人の邪じや魔まにならないところまではけて、夕ゆう暮ぐれの路上で作戦会議が始まってしまった。……帰りたい。

「そもそも、私、容よう姿し的には既すでに満点だと思うのよ」

「はぁ」

「……善樹」

「満点です」

　怖こわい顔をされてしまったので、慌あわてて答える。隣となりでは守君もこくこくと何度も頷うなずいていた。ああ……ボクら本ほん格かく的に子分ですね、これ。

「こほん。実じつ際さいアイドルやっているわけだし、これは絶対」

「まぁ……」

　確たしかに、巡さんは可愛かわいい。それは認みとめる。生徒会の四人の可愛さも凄いけど、でも、それに比くらべても遜そん色しよく無いぐらいには、彼女も綺き麗れいな容姿はしていると思う。

　巡さんは「むむぅ」と腕うでを組んでいた。

「おかしいわね……。杉崎は美少女好きなんだから、私に食いつかないハズないんだけど……。どこがダメなのかしら」

「どこって、そりゃ、性せい格かくがまるでダ──」

　とそこまで守君が発言したところで、彼は遥はるか後方に吹ふき飛ばされてしまっていた。ひらりと巡さんのスカートが舞まう。……速くてまともに視し認にん出来なかったけど、どうやら、回し蹴げりを喰くらったようだ。…………。ガクガクガクガク。

「ねえ、善樹は、どう思う？」

「あ、う。……め、巡さんには、全く問題無いと、お、思います」

「そうよねぇ」

　ニコリと笑う巡さん。……母さん、父さん。善樹はやっぱり、弱い子です。この学校でも、早さつ速そく暴ぼう力りよくに屈くつしてしまいました。

「じゃあ、どうして杉崎は私を好きにならないのかしら」

「そ、それは……」

　な、なにか答えないとっ！

「え、と。せ、生徒会メンバーを研究したら、彼の嗜し好こうがより詳くわしく分かるんじゃないでしょうかっ！」

「む。それは一理あるわね」

　ほっ。とりあえずうまくかわせたようだ。守君も、肩かたからパラパラコンクリート片へんを落としながら戻もどってきた。……どこに、どれほどの勢いきおいでぶつかったんでしょうか。そして、なぜ無む傷きずなのでしょうか。……怖いので真相は確かく認にんしないですけど。

　戻ってきた守君に、巡さんは早速命令を下す。

「守！　ちょっと、生徒会室を覗のぞいてみなさい！　透とう視しで！」

「ええっ！　なんでオレがそんな男らしくないまね──」

「深夏と杉崎が二人きりかもしれないわね」

「ハッ！　見えた！」

　早っ！　男らしさ捨すてるの早っ！

「どう？」

　巡さんが訊たずねると、守君は「ううむ」と目を瞑つぶりながら唸うなった。

「五人でなんか会話してる……。……あ、杉崎がっ！」

「ど、どうしたの!?」

「深夏に抱だきつこうと──して、蹴られた。う、うわ、生徒会中からフルボッコだ！」

「なんでそんな女子達が好きなのよ、杉崎はっ！」

「ああ、泣いてるよ、杉崎……。ちょっと可哀かわい想そうかもしれん……」

「あんたが同どう情じようするぐらい酷ひどい扱あつかいなのねっ！」

「って、また懲こりもせず……ああ、今度は総そうスカンだっ！　ガン無視だっ！」

「だから、なんで杉崎はそんな女子達が好きなのよっ！」

「すげぇ！　アイツ、それでも全く反省してねぇよ！　また水着がどうとか発言してるよ！」

「ある意味鉄の意い志しねっ！」

「…………ちょ、や、流石さすがにそれはやりすぎじゃ……。……あ、死んだ」

『死んだの────────────────!?』

　ボクと巡さんが絶ぜつ叫きようする。守君はパッと目を開くと、いやぁと返してきた。

「ごめんごめん。透視失敗。オレ、明日の出来事見ちゃってたわ。大だい丈じよう夫ぶ、杉崎はまだ死んでない！　今の、ただの未来の映えい像ぞうだから！」

「明日死ぬんじゃん！」

「うん、まあ、胸むねにぱっくり穴あなが開いてしまっていたし……」

「魔ま○光こう殺さつ砲ぽうでも喰くらったの!?」

「それどころか、瓶びんに詰つめられた上、最後はぱっくり飲み込こまれてた」

「誰だれに！　生徒会の誰がそんなことを！」

「なんか、頭に触しよつ覚かく生えてて、肌はだが緑色の人」

「そんなヤツ生徒会にいないわよ────！」

「あれ？」

　守君は首を傾かしげていた。……ああ、例の「微び妙みよう」な部分か、これ。巡さんもそれに気付いたようで、「どうやら、正確なのは途と中ちゆうまでのようね……」と納なつ得とくしていた。……ほっ。杉崎君、死ななくて良かった……。

　巡さんが仕切りなおす。

「ともあれ。私は重大な情じよう報ほうを掴つかんでしまったわ」

「え？　今ので分かることあったの？」

　ボクと守君は首を傾げる。巡さんはふふんと不ふ敵てきに笑った。

　そうして……。

　この日、巡さんはとある大だい胆たんな作戦を発案して、早速翌よく日じつそれを実行しようと意気込むのであった。

　……ボクと守君は、絶対失敗すると分かっていた、その作戦を。




　　　　＊




　翌日。

「杉崎、おはよっ！」

「ん？　ああ、巡、おはよう……って、ぐはっ!?」

　朝。ボクの目の前で、巡さんは唐とう突とつに杉崎君の鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩たたき込んだ！　その表情は実にニコやかだっ！

　事情を知るボクと守君以外のクラスメイト達がざわつく中、杉崎君はげほげほと咽むせながら、上うわ目め遣づかいに巡さんを見る。

「巡……お前……なんで……」

　しかし杉崎君の疑ぎ問もんなどにはお構かまいなしに、巡さんの「攻こう撃げき」は続く。

「今日も爽さわやかな快かい晴せいねぇ、杉崎！」

　そう言いながらも、笑え顔がおで関かん節せつ技わざを決める某ぼうアイドルＭ。

「ぐぎゃあっ！　な、なんなんだよ！　なんで出会い頭にこんな……」

「今日も張はり切って勉強しようね☆！」

「な、ちょ、わぁあああああ!?」

　まさかの巴とも投えなげで、杉崎君が後方の机つくえにがしゃあんと突っ込んで行く。……ああ、杉崎君……。何もしてあげられないボクを許ゆるして下さい。

　いつも彼をどついている深夏さんさえ引きつる光景の中、しかし巡さんはまだニコニコと笑顔で杉崎君に近付いていく。彼は、とても怯おびえた目をしていた。

「ひぃっ！　な、なんなんだよ。なんでこんなことになってんだよぉ」

「杉崎♪　あーそーぼっ！」

「ひ、ひぃぃぃぃ！」

　怖こわい！　傍はたから見ているだけでも怖い！　ボクが今まで見てきたどの恐きよう怖ふ映えい画がよりも怖い！　理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくとは、ここまで怖いものだったのか！　二年Ｂ組はいまや、恐怖に支し配はいされていた。

「ぐぎゃあああああああああああああ！」

　メキメキと、何か人体から鳴ってはいけない音がする。ボクを含ふくめ、クラスメイト達はもう見てられないと目を逸そらしていた。

「ちょ、誰か助け──」

「す、ぎ、さ、き☆」

「え、うそ、まって、そっちの方向には曲がらな──」

　ゴキゴキゴキゴキゴキ！

「め、ぐ、る……お前……そこまで俺のことを……」

「いやぁん☆」

　ベキベキベキベキベキベキ……グリン！

「か……は……。俺の物語……まさか外伝で……終わる、のか」

「きゃはっ」

　ビゴォォォォオオン！……って、え？　なにこのビーム発はつ射しやしたみたいな音！

　怖いから見ないけど。

「目が……目がぁあああああ！」

「見て！　杉崎がゴミのようだよ♪」

「もう何も見えねぇんだよぉぉぉお！　そして見たくもねぇ、そんな自分！」

「あ、とれちゃった」

「ああああああああああ！」

　何が！　何がとれたの！　杉崎君っ、杉崎君！

　二年Ｂ組の皆みんなはしかし、自分にとばっちりが来ないように、既すでにわざとらしく雑ざつ談だんさえ始めていた。後ろの方は、視し界かいからはずしながら。

　ボクは守君と視線を合わせる。──と、彼の微び妙みような能のう力りよくの一つ、テレパシーでボクの脳のう内ないに彼の声が響ひびく。ちなみにこの能力の微妙なところは、半径五メートル以内しか送受信出来ないところらしい。……なにその旧きゆう世代のトランシーバー的性せい能のう。

（予想通りの結果になったな……善樹）

（そうだね……）

（まさか昨日の情じよう報ほうから、杉崎がマゾだと判はん断だんして、積極的に痛いためつければ自分に惚ほれると思い込むとは……。我わが姉ながら恐おそろしい女だぜ）

（どうして杉崎君は巡さんを攻こう略りやくしようとしないのか、よぉく分かったよ）

（だろ。お前も用心しろよ、アレには。アイツの思い込みの激はげしさは、ある意味において杉崎のそれを凌りよう駕がするぞ）

　そこで、テレパシーは切れる。

　背はい後ごからはまだ、巡さんの楽しそうな声と、杉崎君の断だん末まつ魔まが聞きこえていた。




　こうして、今日もまた二年Ｂ組の一日が始まる。




　騒さわがしくて異い常じようで落ち着かなくて。

（でも……）

　クラスメイト達を見み渡わたす。皆、表情は巡さんに怯えながらも……どこかで少しだけ、楽しそうに微笑ほほえんでいた。

　そう……。

　今日もこのクラスは、相変わらず、温あたたかいのだった。




「ぎぃぃぁあああああああ！…………がくり」

「杉崎？　あれ？　杉崎？　なに寝ねて──あ、脈みやく無い」

（お、善樹！　オレの未来予知、なんか当たったみたいだぞ！）




　……えっと、温かいじゃ済すまないこともたまに起こるけどねっ！







　【二年Ｂ組の一員】




「そろそろ告白を本ほん格かく的に行ってみようと思う」

　昼休み、杉崎君がまた突とつ飛ぴなことを言い出した。ちなみに、今彼の周囲に集まっているのはボクと宇宙姉弟きようだいだけだ。深夏さんは、体育館に体を動かしに行ってしまった。

「ちょっと、今度はなんなのよ。またナンパなこと思いついたんでしょう」

　巡さんはかなり不ふ機き嫌げんそうだ。

　杉崎君は「失礼な」と憤ふん慨がいしていた。

「この俺おれが今まで一度でも、ナンパな行動なんてしたことがあるかっ！」

「むしろ誠せい実じつな行動を見たことの方が少ねぇよ！」

　守君が全力でツッコムも、杉崎君は「これだから守は」と呆あきれるばかりだった。

「お前には分からないだろうな……この、複ふく数すうの女の子を同時に全力で愛せる俺の偉い大だいさが！」

「分かりたくもねぇよ！」

「そんなわけで、俺は今日の放課後、深夏にアタックしてみようと思う」

『な──』

　宇宙姉弟が絶ぜつ句くする。……ああ、相変わらず前ぜん途と多た難なんな恋こいだなぁ、この姉弟。

　口をパクパクさせてしまっている二人に代わり、ボクは詳しよう細さいを訊たずねてみる。

「それで、どういうことなの？　深夏さんへのアタックだったら、杉崎君、日にち常じよう的にやっているじゃない。それこそ今いま更さら告白もなにも……」

「ふ、甘あまいな、中目黒。普ふ段だんのアタック……あんな軽けい薄はくな言葉は告白なんかじゃない！」

「いや、なんでそれを自信満々に言い切るの……」

「つまり、ふと気付いたんだが、俺は、まだ、生徒会メンバーに対して『シリアスな場面、いいムードでの告白』を行ってないんじゃないか？」

「今いま頃ごろ気付くようなことなの、それ……」

「自じ慢まんじゃないが、今までの俺の告白は、いや、確たしかに本ほん音ねは本音だったんだが、どうも相手に『私も……好き！』と言わせられる雰ふん囲い気きじゃあなかった気がするんだ」

「？　あれ？　杉崎君、生徒会はハーレムだと言ってなかった？　ボク、なんだかんだ言って、生徒会の女の子達と杉崎くんは気持ちを伝え合っているものだとばっかり……」

　まあ、深夏さんの態たい度どはそうは見えなかったけど。

　杉崎君は汗あせをダラダラかき始めていた。

「う、うん……み、深夏以外は、ラブラブなんだけどな！」

「そうなんだ。あ、だから、今日こそ深夏さんに気持ちを伝えるんだね」

「えと……ま、まあ、そういうことだ。そこでこの昼休みのうちに作戦を練ねろうと思う。どういうシチュエーションなら深夏を落とせるか。皆みんな、はりきって案を出してくれ」

「…………」

　その議題を……ボクらに掲かかげますか。

　ボク→杉崎君大好き。いつも一いつ緒しよにいてほしいなっ。

　巡さん→杉崎超ちようラブ。絶対結けつ婚こんしてやるっ！……どんな手段を用もちいても、絶対。

　守君→深夏一ひと筋すじ！　杉崎には負けない！……男らしさを捨すて超ちよう能のう力りよくを使ってでも勝つ！

『…………』

　この世で最もこの議題を話し合いたくない三人でした。

　全員で黙だまり込こんでいると、杉崎君がキョトンとする。

「およ？　どうした皆。友人なら、バシバシ意見を出せよ～」

『…………』

　三人で目配せする。守君が、ボクらの間にだけテレパシーを起動してくれた。

（姉貴、善樹。一つ提てい案あんなんだが……ここは、杉崎に本気で協力してみないか？）

（！　な、どうしたのよ！　狂くるったか、我わが弟よ！）

（ど、どうしたの、守君！　そんなこと言うなんて！）

（まあ聞け、二人とも。……お前ら、普段の杉崎と深夏のやりとりを見ていて、本当に、告白が成功すると思うか？）

（…………。……ないわね）

（……いつものノリにはなりそうだよね。深夏さんが杉崎君を殴なぐって……）

（だろう。つまり、ここは、いっそ杉崎を後あと押おしして、自信満々で告白に臨のぞませて、そこを深夏にズバッと斬きってもらうのがいいんじゃねえかな！　リアルな告白だけに、むしろ、二人の絆きずなに亀き裂れつの入る可か能のう性せい高し！）

（！　守……あんた、なんて策さく士しなの！）

（す、凄すごい！　深夏さん絡がらみになると途と端たんに男らしくないよねっ、守君！）

（ああ……って、気になるところはあるが……。とにかく、その作戦でいくぞ！）

（ラジャー！）（ラジャー！）

　と、いうわけで。

「ん？　どうした、三人とも。黙り込んで」

　杉崎君の質しつ問もんに……とりあえず僕らは、全力で答えてあげることにする。

　まず、守君が動いた。

「そうそう、杉崎。校庭の隅すみのあの樹きのこと知ってるか？」

「樹？　ああっ、あの伝説の樹のことかっ！　その樹の下で告白して結ばれた二人は、永えい遠えんに幸せになれるというっ！」

「そう！　あの、ＰＣエン○ン時代ぐらいに出来たであろう、伝説のことだっ！」

「ふむ……あの場所で告白、か。朴ぼく念ねん仁じんの守にしてはいい案だが……。しかし、あれは確たしか、女側からの告白じゃないと駄だ目めだったんじゃないか？」

「そ、そうだったか？」

「ああ。まあ、俺のパラメーターは確かに既すでにオールマックスさ。今ならしおりちゃんだって軽々落とせるだろうさ。しかし……深夏に告白を強きよう制せいするのは、中々難むずかしいだろう」

「そ、そうだな。……じゃ、じゃあ！」

「なんだ？」

「いっそここは、王道で行くのがいいんじゃねえか。小こ賢ざかしいことすると、かえって真しん剣けん味みが失われてしまうと、オレなんかは思うが」

「む、守らしい意見だな。しかし、一理ある」

「下げ駄た箱ばこに手紙入れたり……」

「妙みように乙おと女めちっくだな、お前」

「海岸で『好きだぁー！』って叫さけんだり」

「お前の感性はいちいち昭和だな」

「雪合戦のボールの中にネックレスを仕込むのもいいな」

「貴き様さまやはり韓はん流りゆう好きかっ！　そして今は夏なんだがっ！」

「折せつ角かく北国なんだから、これを利用しない手はないだろ。例たとえばほら、戦争の道具として縦じゆう横おう無む尽じんの活かつ躍やくを見せる深夏を、それでも愛し続ける的な」

「どこの最終兵器な彼女だよ。っていうか、その状じよう況きようを作れってか！」

「あとは……そうだな。極ごつ寒かんの地にやむなく杉崎は深夏に置き去りにされるんだが、一年後、深夏がその地に戻もどると、今でも生きていた杉崎と感動の再さい会かいを……」

「俺人間なんですけど！　毛むくじゃらの生き物と違ちがってすぐ凍とう死しすると思うんですけどっ！」

「く……オレの思うロマンチックなシチュエーションは出で尽つくしてしまったぜ……」

「どんだけ偏かたよってんだよ、お前の知ち識しき！」

　守君が引き下がってしまう。しかし、それをフォローするように、巡さんが立ち上がった！

「だったら、夜景の綺き麗れいなホテルでシャンパンを傾かたむけながらがいいんじゃないかしら！」

「大変ロマンチックだが、俺と深夏が高校生であるという前提が既すでに忘わすれさられてないか？」

「そ、ソフトドリンクでも可！」

「それ以前に、この田舎いなかのどこにそんなスポットが？」

「私が羽田へのチケットを手配してあげてもいいわよ！」

「放課後、俺、どこまで呼よび出してんだよ……。ついてこんだろ、普ふ通つう」

「く、クロロホルムの使用も可！」

「可じゃねえよ！　誰だれの許きよ可かだよそれ！」

「もういっそ、ギアスで命令したらいいんじゃないかしら。『俺を好きになれ』と」

「果てしなく虚むなしいよ！　ある種のバッドエンドだろ！」

「く……」

　一いつ瞬しゆん巡さんが引きかける。しかし、彼女は踏ふみとどまった！

「そうよ！　杉崎、私と一いつ緒しよにテレビ出ましょう！　生なま中ちゆう継けいで告白よ！」

「お！　それはなんかいいな！　俺らしいっていうか、生徒会らしいっていうか！」

「ええ、二人で言いましょう！　『私達結けつ婚こんします』って！」

「なんでお前と二人で婚約報ほう告こくなんだよ！　なんのイヤガラセ!?」

「あ、間ま違ちがった。つい願望を……。こほん。じゃあ、深夏に向かって杉崎一人で告白すればいいじゃない」

「最初からそのつもりだ！」

「『俺、お前のこと愛してた……。じゃあなっ！　行ってくる！』って」

「俺、死し亡ぼうフラグ立ててどこ行ったんだよ！　普通に告白させろよ！」

「ええー。業界通の私から言わせて貰もらえば、それじゃ今ひとつドラマがないわよ」

「必要以上のドラマはいらねえよ！」

「告白直後、わ、私とキスしてみる？」

「どんな不ふ誠せい実じつな告白だよ！　そして、なぜそれで深夏が落ちると思う！」

「いや、こう、ほら、嫉しつ妬とで……」

「嫉妬以前に失望するわっ！　告白がマトモに受け取って貰えないわ！」

「じゃあ、ユー、そのまま私と電でん撃げき結婚しちゃいなＹＯ！」

「なんで!?　既すでに目的入れ替かわってね!?　そして巡、お前、そこまで俺をいじめぬきたいのかっ！　この外げ道どうがっ！」

「ここまで言ってもそういう解かい釈しやくされるのね、私の告白は！」

　巡さんと杉崎君がいつものように激はげしく口こう論ろんしていた。……なんでこの二人はこうまで殺さつ伐ばつとするのだろうなぁ。

　しかし……そういえば、そもそも、どうして巡さんは杉崎君に惚ほれているのだろう？　なんか、普通に考えれば、この光景からも分かるように、この二人っていがみ合う関係が似に合あっているというか……杉崎君の対たい応おうが自然な気がする。

　ボクが首を傾かしげていると、それを察知したのか、守君がテレパシーで説明してくれた。

（ああ、オレと巡は去年も杉崎と同じクラスでさ。んで、お前の想そう像ぞう通り、冬ぐらいまでは普通に杉崎と姉あね貴きは敵てき対たい関係にあったんだ。杉崎も、去年は、今ほど美少女好きでもなかったからな。フツーにいがみ合ってた）

（？　じゃあなんでこういうことに？）

（ちょっと長くなるが……。去年の十二月、丁ちよう度ど姉貴は芸げい能のう界かいでブレイクし始めて、かなり忙いそがしくなっててさ。んで、姉貴はああいう性せい格かくだから、ある時ぶちキレちまってな。迎むかえに来たマネージャーから逃にげて、行方ゆくえくらましちまったんだ。そして警けい察さつまで頼たよる事じ態たいになった。なにせ、一日経たっても時のアイドルが帰ってこないんだからな）

（あ、分かった。その時助けたのが杉崎君なんだね）

（ブブー。不ふ正せい解かい。結局姉貴は、ちゃっかり温おん泉せんに偽ぎ名めいで宿しゆく泊はくして三泊ぱく、四日目にケロッと帰って来たよ。それでおしまい。その三日間、杉崎と姉貴に接せつ点てんは一いつ切さいない）

（え。それじゃあ……）

　そこまでやりとりしたところで、再ふたたび二人の口論が耳に入ってくる。

「だから、なんでさっきから最終的に深夏じゃなくて俺とお前が結ばれる結末ばっかりなんだよ！　俺の相談の趣しゆ旨し理解してるか？」

「ええ。私と結ばれたいのよね？　このトップアイドルたる私とっ！」

「だーかーらー！」

　二人の噛かみあわない会話を見つつ、ボクは守君とのやりとりを再さい開かいする。

（ここに恋愛感かん情じようが発生する理由が分からないんだけど……）

（まあ、やりとり自体は去年から全然変わらねぇよ。ただ、姉貴の杉崎に対する感情が一八○度変わっちまっただけだ。感情は変わっても、態度や関係は変えられないみたいだがな）

（でも、別に杉崎君と何かあったわけじゃないんでしょ？　どうして……）

（確たしかに、あの騒そう動どうの時、姉貴は最後まで杉崎に会わなかった。それどころか、悠ゆう々ゆう自じ適てきに温泉で遊んでいただけだった。だけど……杉崎の方は、ちょっと違ったんだ）

（え？　それって……）

　そこで一いつ瞬しゆん、テレパシーは途と切ぎれ。そして……どこか尊そん敬けいを込こめたような雰ふん囲い気きで、守君は伝えてきた。




（ヤロウ、三日三晩ばん徹てつ夜やで姉貴を捜さがしてやがったんだよ。冬の極ごつ寒かんの中をだぜ。ただのクラスメイト……それも、リアルに仲の悪い相手だったってのにな。それどころか、姉貴が見つかった後、学校で普ふ通つうに再さい会かいして以い降こうも、全然そんなこと言いやがらなかった。いつものように姉貴とケンカして、何事も無かった風にしてやがった）




（…………）

　杉崎君を見る。驚おどろくとともに……「らしいな」と思った。ああ……杉崎君はやっぱり、昔っから杉崎君なんだなぁ。

（んで後々、とある知り合いからその情じよう報ほうが姉貴のところに入ってきてな。それで……）

（ああ……それは、惚れても無理ないよね）

（特に姉貴、元々ああいう……他人の善ぜん意いとか基き本ほん的に信じない意地汚きたねぇ性せい格かくしてるからさ。俺や家族以外……ほぼ初めて触ふれた、無む償しようの愛ってヤツだったんだろうさ。悔くやしいけど、その点においてだけは、オレも、アイツのこと尊敬してるよ）

　ああ……そうか。なんだかんだいって守君が杉崎君と友人であり続ける理由も、これでようやく理解できた。

　なんだ……このグループのこと、複ふく雑ざつな関係だなんて思っていたけど。

　違ちがった。全然違った。単たん純じゆんだった。とても……単純だった。

　なんだ。




　結局皆みんな、杉崎君が大好きで、彼の周りに集まっているだけなんじゃないか。




　ボクや巡さんは勿もち論ろん、深夏さんも守君も。単純に……皆、彼の傍そばに居いたいだけなんだ。

　ある人は彼に目標を見つけ。

　ある人は彼に安らぎを見み出いだして。

　そうやって、集まっているだけ。それは、二年Ｂ組だけじゃなくて、多分、生徒会も同じ。そして……。

（ああ……そっか。ボクはやっぱり……弱かったんだなぁ）

　ボクは確かにいじめられていた。自分ばっかりが悪かったとは今でも思わない。

　でも……自分を認みとめさせる手しゆ段だんは、多分、まだまだ沢たく山さんあった。杉崎君はそれを無む意い識しきに片かたっ端ぱしから行える人間で、ボクは、それに思い至いたれない人間だったのだろう。

　強く……なりたいなと、思った。悔しいなって。どうしてかは分からないけど……とにかく、なんか、悔しいなって思った。

　宇宙姉弟きようだいにあきれ返った杉崎君が、ボクに意見を求めてくる。

「ったく。なあ、中目黒。お前はなんかいいアイデアあるか？」

「ボクは……」

　…………。

　ボクも、変わらないと。当あたり障さわりの無い言葉を言って、傍ぼう観かん者しやでいて、常じよう識しき人じんを気取っているだけじゃ……多分本当の意味で、二年Ｂ組の一員じゃ、ないから。

　ボクは……。

　ボクは、ニヤリと、少しだけ意地悪な笑えみを杉崎君に向けた。

「そうだね……。うん、杉崎君」

「なんだ？　なんかいい案あるのか？」




「うん、熊くまに襲おそわれたかのような瀕ひん死しの重じゆう傷しよう状じよう態たいで告白したらいいと思う！」




　ボクの回答に、杉崎君も宇宙姉弟もポカンとする。ボクが、こういう変な回答をするとは思っていなかったのだろう。

　ボクは少し恥はずかしかったけど……皆を見習って、そのまま突つっ走ることにする！

「つり橋効こう果かだよ、杉崎君！　危き険けんな状態のドキドキを、恋こいのそれと勘かん違ちがいさせるんだよ！」

「い、いや、中目黒。それ、どちらかというと、危険なのは俺おれだけじゃ……」

「じゃあ深夏さんも血だらけで！」

「いやいやいやいや！　なに告白相手まで瀕死にしてんの!?」

「死の間ま際ぎわに目覚める性せい別べつを超こえた恋……これこそ、真実の愛だとボクは思います！」

「なんでサラッと性別超えたんだよ！　深夏と俺はノーマルだよ！　っていうかお前の意見は全然参考にならねぇよ！」

「杉崎君。イジメ、かっこわるい！」

「イジメじゃねえ！　ツッコミだよ！」

「そう……イジメって、そういうものだよね。よく分かるよ……。やってる方は、それと自覚しないから恐おそろしいんだよね……」

「ええっ!?　俺悪いの!?　今の俺悪いの!?」

　杉崎君は宇宙姉弟に助けを求めるが……しかし、彼女らはボクに味方してくれた。

「うん、杉崎が悪いわね」

「ああ、杉崎が悪い」

「ええっ!?」

「と、いうわけで」

　ボクはニッコリと微笑ほほえみ、そして、杉崎君ににじり寄よる。

「杉崎君……とりあえず、服ふく脱ぬごうか。はぁはぁ」

「お前、どういう手段で俺を瀕死にする気だっ！　いや、っていうか、そもそも瀕死にされてたまるかっ！」

　杉崎君は、教室の中を逃にげ回るように、端はしの方へと移い動どうする。

　仕方ないので、ボクは「杉崎鍵オタク」としての実力を発はつ揮きすることにした。

「杉崎君、よく聞いて下さい」

「な、なんだよ」

「深夏さんの好きなモノはなんですか？」

「ね……熱血？」

「じゃあ、それを踏ふまえた上で深夏さんの燃もえる状じよう況きようは？」

「えと……非ひ日にち常じよう、かな」

「つまり！　友達の杉崎君がなぜか瀕死という状況は！」

「！　背はい景けいに熱い物語を予感させるな！　そ、そういうことかっ、中目黒！」

「分かってくれましたか、杉崎君！」

「ああ！　俺は……俺は、やるぜぇええええええ！」

　…………。ふふふ。杉崎君を扱あつかわせたら、ボクの右に出る者はないのさ。

「……下げ僕ぼく、変なキャラ確かく立りつさせたわね……」

「ある意味無む敵てきの杉崎を手玉にとる善樹こそ、実は一番の上位存そん在ざいなんじゃ……」

　宇宙姉弟がボクの方を見て何か呟つぶやいていたけど、それは気にしないことにした。




　　　　＊




　その日の放課後の一場面。

「深夏……好きだっ！」

「はぁ？　って、鍵！　どうしたんだ！　なんでお前そんな血だらけでっ！」

「深夏ぅ……好きだぁ……」

「怖こわっ！　怖こえぇよ！　どこのゾンビだよてめぇはっ！　いいから、病院行け、病院！」

「深夏……お前も瀕ひん死しになれぇっ！」

「なっ！　てめ、こら、襲おそい掛かかってくるとはどういう了りよう見けんだっ！　オーケー。そっちがそのつもりなら……容よう赦しやしねえぞ！　でりゃあああああああああ！」

「うぎゃああああああああああああああああああああああああああ！」




　…………。

　とりあえず、ボクが転校してきてから毎日杉崎君が大おお怪け我がをしていて、むしろボクが彼をイジメているような気がするのは……うん、気のせいだよねっ！







　【存在意い義ぎの無いエピローグ】




「あの、頼たのまれていた追加原げん稿こうなんですけど……」

　早朝。まだ誰だれも生徒の登校していない学園の生徒会室で、ボクはちんまりした先せん輩ぱいさん……ええと、「クリーム」さんに原稿を渡わたしていた。その脇わきでは、そもそもこの原稿の依い頼らいを持ちかけてきた後輩のウィンターさんと、高校生とは思えないほど妖よう艶えんな美人のクイーンさんが、ちょっと疲つかれた様子で会長さ……じゃなくて、クリームさんを見守っていた。

　クリームさんはボクの原稿をサラッと一読すると、「よしっ！」と声をあげる。

「完かん璧ぺきよ、中目黒君！　クラスがよく描えがけてるわね！」

「ああ、ボクはコードネームないんですねっ！」

　ボクだけ本名晒さらされてました。……酷ひどい。

　クリームさんはとても満足そうだ。

「杉崎のエロ内面と違ちがって、貴方あなたの小説は健全でいいわねっ！」

「はぁ。ありがとうございます。……あの、でも、これ、一体何に使──」

「早さつ速そく入稿よ、ウィンター！」

「にゅ、入稿!?」

　ボクが不吉な言葉に反はん応のうしていると、クリームさんは「な、なんでもない、なんでもない」と誤ご魔ま化かしてきた。…………はぁ。まあいいや。もう、なんかこういうのは、宇宙姉弟きようだいで慣なれちゃったよ。

　クリームさんから原稿を受け取ったウィンターさんもまた、ボクの小説を読んで「うふふ……いい感じで進しん展てんしているようですね……ふふふ」と暗く微笑ほほえんでいた。ああ……あの子はマトモな子だと思っていたのになぁ。

　仕方ないので、唯ゆい一いつ、マトモな会話が成り立ちそうなクイーンさんに声をかける。

「あの、クイーンさん。この状況は一体……」

「あら、中目黒君。…………。……改めて見ると貴方、中々嗜し虐ぎやく心しんをくすぐる容よう姿し──」

「失礼します」

　即そく座ざに部屋を出ました。

　が、「冗じよう談だんよ冗談」とすぐに生徒会室に連れ戻もどされる。ボクは嘆たん息そくしつつも、彼女に質しつ問もんしてみることにした。

「一体これ、なんなんですか？　ボクが転校してからのことを、小説形式で書くなんて……。なんか生徒会さんは本を出したりしているらしいですけど、それと関係が？」

「まあ、そうね。普ふ段だんは生徒会のことばかりだから、差し詰づめ、これは外伝ってとこかしら」

「はぁ。また、どうしてそんな……」

「アカ……クリームの思いつき。それだけ……と言いたいところなんだけど」

「？」

　そこでクイーンさんは、クリームさんを眺ながめて柔やわらかく微笑む。……あ。これ、杉崎君や深夏さんがたまに醸かもし出す「空気」と凄すごく似にてる……。

「彼女は彼女なりに、色々考えてるのよ。生徒のこと、キー君のこと、深夏のこと、それに……なにより中目黒君。貴方のことをね」

「え？」

　ボクがキョトンとしていると、彼女はクリームさんに聞きこえないように呟つぶやく。

「この小説を書いたことで、貴方の中でも整理出来たこととか、多いんじゃないかしら」

「それは……」

「それに、こんな風に生徒会の活動に参加したんだもの。貴方はもう、２年Ｂ組のクラスメイトだけが認みとめる生徒じゃない。『碧へき陽よう学園の一員』を名乗るには、充じゆう分ぶんすぎるほどよ。自信持ちなさい、中目黒善樹」

「あ……」

　ボクは……クリームさんを見る。彼女はやっぱり、ただただ原稿を持ってはしゃいでいるだけで、なんにも考えてないように見えた。だけど、ボクと目が合うと──

「いやぁ、よくやったね、中目黒君！　うむうむ。今後も私のために働きたまえ！　碧陽学園の生徒としてっ！」

「…………」

　……ボクは、それに、微笑んで「ええ」と返す。ウィンターさんとクイーンさんも、ボクの方を見て笑ってくれていた。

（ああ……これが、杉崎君の『ハーレム』か。……敵かなわないな）

　個こ性せい派は揃ぞろいの２年Ｂ組が……いや、碧陽学園がこんなに温あたたかいのは、この人達が上にいるからなんだなと……妙みように、納なつ得とくしてしまった。

「あの、早速で悪いのですけど、中目黒先輩。クリームさんの代わりに、エピローグも書いちゃって下さるとありがたいのですが……」

　ウィンターさんが原稿を持って、そんなことを依頼してくる。

　ボクは……ボクは当然、満面の笑みで返すのだった。




「勿もち論ろんいいですよ。この学園の一員として、その仕事、ボクが責せき任にんを持って請うけ負おいます」




　まだこの生徒会役員さん達ほど強くはなれないけれど。




　これからはボクも、一いつ緒しよに学園を盛もり立てていけたらいいなと……自分だけじゃなく周りも変えていける人間になろうと……生まれて初めて、そんな風に思えた。
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　【杉すぎ崎さき家の一晩ばん】




「ふぁっきん、ゆー！」

　妹がぐれた。

　とある休日の杉崎家、夕方、俺おれと妹の二人しかいないリビングにて。

　笑え顔がおで、グッと親指を下に向けながら大きく叫さけぶ中学一年生の我わが妹に、俺はソファの上で汗あせをダラダラかきながら声を絞しぼり出した。

「り、林りん檎ご？」

「おにーちゃん、おにーちゃん！」

「ん？」

「ふぁっきん、ゆ──────！」

「…………」

　超ちよう笑顔で、グッと親指を下に向けられた。

　…………。

　中学二年生の健全な男子にとって、可愛かわいがっていた妹に笑顔でなじられるという状じよう況きようは、結けつ構こう精せい神しん的にクるものがある。……反はん射しや的に自殺を考えるぐらいには。

　俺は脇わきにあったクッションに自分の顔をむぎゅーと押おし付けた。

　林檎が可愛らしい声で訊たずねてくる。

「おにーちゃん、なにしてるの？」

「ひっほふひをほほほひていふぁふ（窒ちつ息そく死しを試こころみています）」

「ヒポポタマスとフュージョンしています？」

「するかっ！」

　ツッコミのため、クッションを離はなしてしまった。妹は相変わらず天使のように可愛い顔で、にっこにこと笑っている。

　俺は一つ嘆たん息そくし……とりあえず、訊ねてみることにした。ソファの、俺の隣となりにとすんと彼女を座すわらせる。華きや奢しやな、お人形さんみたいな妹が、くりくりした無む邪じや気きな瞳ひとみを俺に向ける。……この妹に、俺はなじられたのか……。再ふたたび凹へこむ。

　が、気をとりなおして。

「妹よ……。俺は、小学校四年生の頃ころにお前が妹になって以い降こう、一いつ生しよう懸けん命めい……それはもう一生懸命、兄として振ふる舞まってきたつもりだ」

「うん。だからこその、ふぁっきん、ゆー！」

「……えー」

　俺の兄人生全否ひ定ていっすか？

　俺はもう精神的にボロボロになりながらも、最後の気力を振ふり絞って、訊ねる。

「林檎よ……その……言葉の意味、分かって、言ってるのか？」

「ん？　勿もち論ろん、ちゃんと分かってるよぉ」

　どうやら俺は兄として失しつ格かく、死んだ方がいい人間のようだ。林檎よ……兄は樹じゆ海かいへと消えるから、これからの人生、どうか幸せに──

「日本語で『いつもありがとう！』って意味だよね！　ふぁっきん、ゆー！」

「…………。……へ？」

「だから、おにーちゃんにありったけの感かん謝しやを込こめて、ふぁっきん、ゆー！」
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「…………」

　林檎の肩かたをガシッと掴つかむ。

　戸と惑まどう林檎の目をジッと見る。

「林檎……その言葉、誰に教えられた？」

「え？　飛鳥あすかおねーちゃんだけど……」

　…………。…………ヤロウ。

「ふ……。そうかそうか。なるほどねぇ」

　俺は一度台所に行くと、『準じゆん備び』をして、家から出ようと──

「って、おにーちゃん！　包丁と雨あま合がつ羽ぱ持って暗い顔しながらどこ行くの！」

　林檎が俺に背はい後ごからすがりついてきた。俺は「ふふ」と怪あやしく微笑ほほえむ。

「林檎……大だい丈じよう夫ぶ。林檎の教育上よろしくない存そん在ざいは……すぐに、いなくなるからね」

「だ、駄だ目めだよぅ！　いなくしちゃ駄目だよぅ！」

「安心しろ。……日本のケーサツなんて、俺に言わせりゃ無む能のう集しゆう団だんよ」

「おにーちゃん、それは世に言う『中二病』っていうものにかかった人の考え方だよ！」

「く……封ふう印いんされた俺の左手が、血を欲ほしがっているようだ……。待て……黙だまってろ。もうすぐ、血をやるからよぅ……」

「そんなの、そのまま封印しとこうよ！」

「俺の魔ま眼がんと黄金の左足も疼うずいているぜ……」

「おにーちゃん、色んなパーツが異い常じようだね！」

「じゃあ林檎……お兄ちゃん、ちょっくら行ってくらぁ。なぁに、心配すんな。生きて……帰ってくるさ」

「出来れば飛鳥おねーちゃんも生きて帰してぇー！」

　林檎が、非ひ力りきながら全力で俺に抱だきついて止めるので、俺は仕方なく殺人をやめることにした。……命拾びろいしたな、飛鳥。

　とりあえず雨合羽と包丁をしまい、再ふたたび林檎と二人、リビングのソファに落ち着く。

　林檎は「あの……ごめん、ね？」と切り出してきた。

「なにがだ？」

「りんご……またなにか、間ま違ちがえたんだよね？」

「いやまあ……そうだけど、悪いのは林檎じゃない。あの……変へん態たい女だ」

　そう、俺達の周りに起きる不幸の殆ほとんどは、あの隣となりの幼おさな馴な染じみが悪い。全部あいつが悪い。人類がいつまでたっても戦争をやめないのも、多分あいつのせいなのだ。

　俺が拳こぶしを握にぎりこんでいると、林檎はとても申し訳わけ無さそうにシュンと俯うつむいた。

「ごめんね……おにーちゃん」

「いや別に──」

「このどーてーのふのーやろう」

「…………は？」

「このどーてーのふのーやろう」

「り、林檎さん？」

　再び汗あせをダラダラかく。林檎は申し訳無さそうに、呟つぶやいた。

「このどーてーの……ふのーやろう」

　妙みように深い言い方された。

　中二男子にとって、妹にそんなこと言われるという状じよう況きようは……。

「？　おにーちゃん、ガムテープ持って、なにしてるの？」

「ちょっくら風ふ呂ろ行ってくる。なぁに、密みつ閉ぺいして硫りゆう化か水すい素そガス発生させるだけさっ！」

「死んじゃうよっ！　なんで凄すごく爽さわやかにそんなこと言うのっ!?」

「だって……だって妹が……。うわぁぁぁああん！」

　俺は泣いた。クッションに顔をうずめ、おんおん泣いていると、林檎が俺の肩に手をおいて、優やさしく言い放はなつ。

「このどーてーの、ふのーやろう」

　まさかの追い討うちだった。

　このまま窒ちつ息そく死ししてやろうかと思ったが、その時、林檎が続けた。

「えと……これってあの、慣かん用よう句くで『心から謝あやまります』っていう意味……なんだよね？」

「…………林檎。それ、誰だれに聞いた？」

「え？　飛鳥おねー──」

「オーケー。全面戦争だ」

　俺はソファの下からバズーカを取り出すと、それをかついで隣の家へと──

「ちょ、ちょっとおにーちゃん！」

「止めてくれるな、妹よ。男には、戦わなきゃならん時がある」

「それは今じゃないと思うよ！　そしてなぜバズーカがソファ下に！」

「あいつとはいつか決着をつけなきゃならんと思ってたからな」

「決着のためにバズーカ用意しておく幼馴染関係っておかしいよ！」

「ああ、俺達は元からおかしいんだ。……そう、俺達二人は最初から、別次元の存そん在ざい……言わば、光の聖せい戦士と闇やみの魔ま女じよ」

「飛鳥おねーちゃんにまで中二設せつ定ていが加わってる！」

「じゃあな……アディオス、林檎！　強く生きろよ！」

「しかも相あい撃うち覚かく悟ごっ!?　ま、待って！」

　また林檎に抱きつかれ、仕方なく、俺はバズーカを下ろす。

　そして、ソファに帰き還かんし、二人で一息つく。

「ごめんね……おにーちゃん。りんご、色々知らなくて……」

　しゅんと落ち込む林檎。

「い、いや、別に落ち込むことじゃないぞ、林檎。というか、その辺の言葉の意味は、むしろ知らない方が健全というかだな。知ち識しきがあればいいってもんじゃないというか……」

「うん……」

「それより問題はあの女だ。飛鳥め……毎回毎回、俺の可愛かわいい妹に妙なこと吹ふき込みやがって……」

　俺がうぬぬと唸うなっていると、林檎が「あ」と何か思い出した。

「そういえば、『ケンは股こ間かんを思いっきり踏ふんづけて起こすと、喜ぶぞ』とも言われてたんだけど……あれも嘘うそだったのかなぁ」

「…………」

　俺は震ふるえた。……あ、危あぶなかった……。この洗せん脳のうに気付かずに明日の朝を迎むかえていたら……とんでもない惨さん劇げきが起こるところだった。

　そうだ。他のことも確かく認にんしておかないと。

「他に何か飛鳥に怪あやしいこと教えられなかったか？」

「え？　んー……そうは言っても、飛鳥おねーちゃんとは毎日会っているから、一体どれが嘘なのか……」

「…………あいつは本当に消しておいた方がいいような気がする」

　杉崎家の平和のために。

「駄だ目めだよ！　飛鳥おねーちゃん、りんごのためを思って……」

「絶ぜつ対たい違ちがうと思う。俺の不幸を願ってだと思う」

「そ、そんなことないよ！　飛鳥おねーちゃん、いっつもおにーちゃんのことばっかり考えてるもん！　おにーちゃんを凄すごく評ひよう価かしてるもん！」

「そ、そうなのか？」

　そうか……アイツは最近流行の、ツンデレというヤツなのかもしれないな。なら、多少の暴ぼう走そうは許ゆるしてやらんと──

「飛鳥おねーちゃん、いっつも、『あいつは年々いじりがいが増ましていくな……末すえ恐おそろしい男だ』とか、『単たん純じゆんな思考回路の男ほど、使い勝手のいい駒こまはないな』とか『私は、かつてあれほどまでに玩具おもちやとしての高い適てき正せいを持って生まれて来た子こ供どもを知らない』って、凄く高く評価してるもん！」

「そうか!?　むしろめっちゃ下に見られている気がするんだがっ！」

「そんなことないよ。その証しよう拠こに飛鳥おねーちゃん、おにーちゃんの部屋を盗とう聴ちようまでしてるって言ってたよ？　愛が無きゃ出来ないよー」

「…………」

　ぞくりとした。慌あわてて自分の部屋に戻もどって、コンセント周りを中心に捜そう索さくを開始する。




　十分後……。




「おにー……ちゃん？」

　げっそりしながらリビングに戻もどると、ソファの上で林檎が心配そうに俺を待っていた。

　俺は、両手にごっそりと持った盗聴器の山を、床ゆかにドシャっと降おろす。

「もう39個こ見つけた……」

「あは……は」

「……もういいや。逆ぎやくに」

「と、とにかく、飛鳥おねーちゃんの愛が伝わったんだね。良かった良かった」

「……そうだね」

　俺はふっと息を吐く。……あいつとはホント、いつか決着をつけなきゃいかんと思った。マジで。どちらかが死ぬことになりそうだが。

　俺が盗聴器探たん索さくを終えて一息ついていると、林檎が台所へと行って、わざわざカ○ピスを作って戻ってきてくれた。

「はい、おにーちゃん。喉のど渇かわいたよね？」

「おお……林檎、やっぱりお前は、素す晴ばらしい妹だな」

「えへへ」

　林檎からカル○スを受け取る。くそ……飛鳥のやつめ。こんなよく出来た妹を、変な色に染そめようとしやがって。

　俺は、コップに口をつける。林檎が、笑いながら注ちゆう釈しやくした。




「疲つかれている時には糖とう分ぶん！　というわけで、原げん液えき99パーセントにしてみました！」




「げほっ！」

　咽むせる。どろりとした白はく濁だくが、俺の喉に流れ込こんできていた。渇いた喉に、ねばっとした感かん触しよくが染しみ渡わたる。……なんだろう、よく分からないけど、汚けがされた気がするよ。

　林檎は、依い然ぜんとして笑顔だった。

「おいし？　おいし？」

「あ……ああ。うん。……おいしいよ……うん」

「じゃあ、どんどん飲んじゃって、おにーちゃん。足りなかったら、また作ってくるからね！」

「……うん。ありがとうな、林檎。お兄ちゃん……泣くほど嬉うれしいよ」

　目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいた。……林檎の教育、俺も若じやつ干かん間違ったかもしれない。甘あまやかしすぎたかもしれない。これからも甘やかすけど。

　原液をぐびぐび美お味いしそうに飲むという、お笑い芸人真っ青の罰ばつゲームを日常生活の中でこなしつつ、俺は気を紛まぎらわすため林檎に他の話題を振ふる。

「父さんと母さん、今日はいないんだもんなぁ」

「うん。月に一回のデートの日。だから、明日まで帰ってこないよ？」

「いつも思うが、これは親として正しい振る舞まいなのか？」

「でもりんご、二人が仲良しさんなのは嬉しいよ。あ、あと……」

　林檎は唐とう突とつにもじもじしながら、顔をぷいっと逸そらして呟つぶやく。

「お、おにーちゃんと二人っきりなのも……ちょっと嬉しいし……」

「…………」

　コップを脇わきに置き、思わずガシッと妹を抱だきしめる。あー、もう、うちの妹は可愛かわいいなぁ、こんちくしょう！

「わわっ、おにーちゃん？」

「ああ、林檎。お前はどうして林檎なんだっ」

「え？　お母さんがそう名前つけたからだと思うけど……」

「もう食べてしまいたい！　っていうか、林檎なんだから、食べられるかも……」

　かぷり。

「お、おにーちゃん!?　なんで頭に噛かみ付くの!?」

「食べる」

「可愛がってくれるのは嬉しいけど、その光景はかなりグロテスクだと思うの！」

「もきゅ、もきゅ」

「ああっ、頭舐なめないでよ～」

　林檎が涙目なので、俺は離はなれてあげることにした。林檎は袖そでで頭を拭ぬぐいながらも、ぼそぼそと呟く。

「……べつに抱きつくのまでやめなくていいのに……」

「ん？」

「な、なんでもないよ！　それより、夕飯どうしようか？　飛鳥おねーちゃんに頼たのんで作ってもらう？」

「う……」

　そう。いつもこういう時は、あいつに料理をして貰もらっていた。あの変へん態たい女、普ふ段だんから怪あやしげなことばっかりしているせいか、手先だけは器用だからな……。イメージに似に合あわず、料理を含ふくめ家事はエキスパートの域いきだ。正しよう直じき、母さんより美う味まいもんを作る。

　しかし、今日はあまり頼たよりたくない。理由は言わずもがな。アイツと今顔を合わせたら、「杉崎家ラグナロク」の発生は免まぬがれないだろう。

　俺は、林檎に対して首を横に振る。

「あいつは頼らない。というか、あいつに杉崎家の敷しき居いは跨またがせたくない」

「敷居というか……いつも窓まどからとか入って来るけどね」

「とにかく。今日は『デートの日』であると同時に、『兄きよう妹だいの日』だ、林檎」

「きょーだいの日？　京大の秘ひ？　強大の火？」

「俺と林檎、二人の日だ」

「おにーちゃんとりんご……二人の……。はわわ、す、素す敵てきな日だよぅ」

「だろう、だろう」

「うん、おにーちゃん。つまり、今日は人類の生き残りが、りんごとおにーちゃんだけっていう設せつ定ていなんだね！」

「いや、それはちょっと違ちがうが。っていうか、そう想定すると、テンションむしろ下がると思うが。破は滅めつの未来が見えるから」

「そうかな？　りんごは、おにーちゃんがいればそれでいいけど……」

「…………」

　また抱きつきそうになってしまったが、自じ制せいする。林檎が若じやつ干かん残念そうにしていた気がするけど……気のせいだろう。

「とにかく、今日は二人で生きるぞ、林檎よ」

「うん！　生きて、生きて、人類が絶ぜつ滅めつしないようにしないとね！」

「いや、そこまでの決意は要いらないけどな」

　そうなると、最大の問題はやはり食料だ。

　とりあえず、二人、作戦会議のため台所へと向かう。俺が食しよく卓たくへとつくと、林檎が冷れい蔵ぞう庫この中身をチェックした。

「……うーん……。野菜とかお肉とかはちょこっとあるけど、どれも調理が必要そうだよ……。そのまま食べられるのは、かまぼこと納なつ豆とうぐらいかな」

「微び妙みようだな。冷れい凍とう食品は？」

　林檎は上部の冷凍庫の方を開く。

「んと……。あ、おにーちゃん！」

「なんだ？」

「この前冷凍した『カルピ○の原げん液えき』があるよ！」

「なんで!?　なんで冷凍したの!?」

「食べる？　バリボリと」

「え、遠えん慮りよしとくよ……」

　と呟つぶやきつつ、こっそり、さっきの原液○ルピスを水道水で薄うすめる。……ふう。ようやく飲めるようになった。

　カル○スを飲みつつ、林檎の様子を見守る。

「なんか他にあったか？」

「んー……冷凍されたお魚さんとかあるけど、やっぱり調理必要そうなのばっかり」

「むむむ……困こまったな。俺達兄妹は、飛鳥のせいで料理スキルがゼロだからな」

「うん……。料理に関することは全部飛鳥おねーちゃん頼ってたもんね……」

「こうなったら……出前か」

　俺は出前関連のちらしを持ってきて、食卓に並ならべる。林檎も食卓へと来て、俺達は二人で検けん討とうを開始した。

「あ、おにーちゃん。カ○ピスのデリバリーあるよ？」

「なんだそのデリバリー！　成り立ってんのか!?」

「『焼きカルピ○』『○ルピスの煮に込こみ』『カル○スアイスのカ○ピスソースがけ』『あんかけ○ルピス』『カルピ○のムニエル』『フライドカル○ス』……」

「なんか頼たのんでみたい気がする！　けど今日はやめておこう！」

「うん……。じゃあ、普ふ通つうにラーメンでも頼もうか？」

「お、いいな。でもうちの近所でラーメンのデリバリーあったっけ？」

「うん。新しく出来たとこのがあるよ。『カ○ピス軒けん』っていうのが……」

「日本に空前のカルピ○ブームでも来てるのか!?　そしてラーメン却きやつ下か！」

「ええー。……じゃあ、ピザにしようか」

「○ルピス関係無ければな」

「大だい丈じよう夫ぶ。全然カル○ス関係無いよ。その名も『ヤ○ルト・ピザ』！」

「乳にゆう酸さん菌きん飲料ぉぉぉぉぉおおおお！」

「じゃ、電話しよっか」

「ちょぉっと待てぇい！　なんで乗り気なんだ我わが妹よ！」

「だって、他にデリバリー無いよ、うちの近所」

「絶望した！　デリバリー業界の狂くるった惨さん状じように絶望した！」

　もう出前の選せん択たく肢しが尽つきてしまった。俺はとぼとぼとちらしを片かた付づける。

　そうして、兄きよう妹だい二人、再ふたたび食卓で途と方ほうに暮くれる。

「どうしよっか……おにーちゃん。このままじゃ、人類滅ほろびるよ……」

「そうだな……。……こうなったら、本気で林檎を食らうか」

「カニバリズム!?」

　かぷり。

「きゃっ、う、腕うでに噛かみ付かないでよぉー」

「はむはむ」

「く、くすぐったいよぅ、おにーちゃん」

「……うまうま」

「美お味いしいの!?」

「ごっくん」

「なんか飲み込まれちゃってる！」

「ごちそうさまでした。うむ……まあ結果的には、クリス○ークリームドーナツ的な味だったな」

「ええっ!?　りんごの体って、そんなに美味しかったんだ！」

　林檎はショックを受けた後、自分で自分の人差し指を咥くわえてみていた。

「……しょっぱい」

「カニバリズムには、気持ちが大事なんだぞ、妹よ」

「なんか猟りよう奇き的なアドバイスだね！」

　さて、ふざけるのもいい加か減げんにしよう。そろそろ、本気で腹はらが減へってきた。

　林檎が「むむー」と可愛かわいらしく唸うなっている。しばし腕うでを組んで悩なやみ終えると、急に、「よしっ」と何か決意したように立ち上がった。

「？　どうした、林檎？」

「こうなったら、りんごがお料理作るよ！」

「マジでか。よし、わかった。素す直なおにヤク○ト・ピザ頼もうな」

「一いつ瞬しゆんで却下!?」

　……そりゃ、いくら妹溺でき愛あいの俺でも、カル○ス原げん液えきで持ってくるお前のキャラ特とく性せいぐらい分かっているわけで。よく見るラブコメ漫まん画がのような、「黒こげの手料理を、美味しい美味しいと言って食べる主人公」みたいな苦労は、絶ぜつ対たいしたくないのだ。

　林檎がしょぼんとしてしまっている。……まずい。フォローしないと。

「大丈夫だ、林檎。料理なんて、出来なくても生きていけるよ」

「うぅ……女の子にとっては致ち命めい的だよぅ。お嫁よめさんにいけないよぅ」

「そんなことない。林檎はいいお嫁さんになるよ」

「どうして？」

「そりゃお前……」

　……………………。……………………。

「よっし、ピザでも頼むかっ！」

「おにーちゃん!?　フォローするなら最後までしようよ！　なんか余よ計けいに傷きずつけられたよ、今の！」

「す、すまない、林檎。お兄ちゃん、基き本ほん的に女の子の扱あつかいとか不得意だったわ……」

「うー！　りんご、いいお嫁さんになれないんだぁ！」

「いいじゃないか、お嫁さんに行けなくても。というか、お嫁さんに行くな。……っていうか、うわ、ホント、マジ、行くな。よく考えたら、なんかすげーイヤだわ、それ」

　ちょっと想定してしまった。チャラチャラした男が、「チィーッス。んじゃ、ま、お宅たくの妹さん渡わたしちゃいなＹＯ！」とか言ってくるの。……いやすぎるわっ！

　林檎が、なぜだか少し紅こう潮ちようした頬ほおでちらちらこちらを見ている。

「あ、あの……おにーちゃん？　りんごも……あの、本当はずっとおにーちゃんと──」

「クリスピーク○ームドーナツ味を渡してなるものかぁっ！」

「そこ!?　そこだけなのっ、りんごをお嫁にやりたくない理由って！」

「よし、とにかくピザ頼たのむぞー」

「おにーちゃん！　りんご、たまにおにーちゃんの愛あい情じようが信じられないよぅ！」




　ピザ発注から三十分後……。




　食しよく卓たく。中央にでーんと配達してもらったピザを置き、二人で一本のコーラをコップに分けてスタンバイしたところで、状じよう況きようは停止していた。

　二人とも、ピザに手を伸のばそうとはしない。

　俺おれは……この状況をどうにか打開しようと、林檎に先を促うながしてみた。

「林檎……いいぞ、ほら、たーんと食えよ」

「お、おにーちゃんこそ。お先にどうぞ」

「り、林檎！　はい、あーん」

「い、いいよう！　おにーちゃんこそ、はい、あーん」

「…………」

「…………」

　二人、手に持って相手に押おし付けあうようにしていたピザを、更さらに一置き。

　そうして、二人で同時に肩かたを落とし、呟つぶやく。




『トッピングを完全に間ま違ちがえた……』




　ヤクル○・ピザ。

　その不吉なネーミングにびびった俺達は、基き本ほん的なプレーン状じよう態たいでは酷ひどい地じ雷らいである可か能のう性せいを想定して、とりあえず味をごまかすために、ありとあらゆるトッピングを試みた。そう……『トッピングすること』に目的がシフトしていたせいで、なにを載のせたのか、自分達でも把は握あくしていなかったのだ。

　結果……。




　フレッシュトマト納なつ豆とうハチミツとろろメープルシロップねぎチョコレートソース生しよう姜がカレー山さん椒しようブラックペッパーたらこハバネロ黒こく糖とうカ○ピス・ピザ




　という、もはや何がメインなのか分からない、得体の知れないものが届とどけられてしまった。しかも、勢いきおい余あまってカルピ○までぶっかけられている。べちょべちょだ。恐おそらく、これを作ったバイト店員さんも、「俺、そろそろこのバイトやめよう」と思ったに違ちがいない。そんな、見たものの心をあっさりとへし折る食品だった。

　これなら、林檎が作る失敗料理を食べた方が、まだマシだったかもしれない。

　いつまでもお互たがいに先を譲ゆずっていても仕方ない。ここは兄として、自分が最初の犠ぎ牲せい者しやになろうと覚かく悟ごした。

「おにーちゃん、がんばっ！」

「食事するのにエールを送られるのは初めてだよ……」

　げんなりしながら、もはや「１ピース」と言い張はるにはボリューム的に問題がありすぎるピザを、一口、頬ほお張ばる。

「……もぐ、もぐ」

「おにー……ちゃん？　ど、どう？」

「…………こ、これはっ！」

「ど、どうしたの？　まさか、美お味いしいの？」

「微び妙みように香かおる乳にゆう酸さん菌きん飲料の酸すっぱさと、内ない容よう物ぶつのぐちゃぐちゃ感、そしてまぜこぜ感が、なんとも言えない──」

「なんとも言えない？」




「嘔おう吐と物ぶつ感を醸かもし出している！」




「最悪だね！」

「うむ！　ここまで最悪だと、もう、ある意味三ツ星だな！　食が進む進む！」

「おにーちゃん！　自分を見失わないでぇー！」

「もぐ、もぐ、もぐ、もぐ、もぐ」

「す、凄すごいスピードでおにーちゃんがピザをたいらげていってる！」

「もぐ、もぐ、もぐ…………ぷはぁ。ご、ご馳ち走そう様さま」

　俺はピザを「全すべて」食べきると、その場に倒たおれこんだ。林檎が、恐る恐る俺の肩かたに触ふれてくる。

「お、おにーちゃん？　ど、どうして……」

「林檎よ……男には、完食しなければいけない時っていうのが……うぷっ……あるんだよ……ぐふっ」

「そ、それは本当に今だったのかな……」

「……と、とにかくだ。林檎。俺が魚焼いてやるから、お前は、ごはんとちくわと納豆と焼き魚を食え。一人分なら、そのラインナップで賄まかなえるはずだ」

「！　おにーちゃん……まさか、りんごのために……」

「ふ……強く生きろよ……りん……ご。……ガクリ」

「おにーちゃぁああああああああん！」




　意い識しきがふつりと途と切ぎれた。




「…………はっ」

　気がつくと、俺は自分の部屋のベッドに横たわっていた。上半身を起きあがらせる。──と、どうやらベッドサイドにいたらしい林檎が「あ、起きた？」と表ひよう情じようを綻ほころばせた。

「おはよう、林檎。で、俺は一体……」

「おにーちゃん、ピザを食べてから気を失っちゃって、こんな時間までずっと寝ねてたんだよ？」

　時計を見る。午後十時を回っていた。林檎も既すでにパジャマだ。髪かみからシャンプーの匂においも香かおっている。……結けつ構こう寝てしまったようだ。

「そうだ、林檎。お前、夕食は……」

「ああ、それなら飛鳥おねーちゃんが作ってくれたよ」

「飛鳥が？　あいつ、家に来たのか」

「あ、ごめんね、勝手に入れちゃって。でも、おにーちゃん倒れちゃったから、慌あわてて飛鳥おねーちゃんを頼たよっちゃって……」

「……まあ、仕方ないな」

　しかし、またアイツに借りを作ってしまった。今度会った際さい、なにをさせられるか分かったもんじゃない。……今夜中にあいつの存そん在ざいをこの世から消してしまいたいところだが、林檎の夕飯を作ってくれたお礼として、今日は勘かん弁べんしておいてやろう。うん。

　ふと、上半身がスースーすることに気付く。自分の体を改めて見ると……。

「……って、おい。なんか俺、裸なんだが、林檎」

　幸い、下は布ふ団とんに隠かくれているが。林檎が、ぽっと頬ほおを赤らめる。

「わ、わかんないよ。りんごが飛鳥おねーちゃんから看かん病びようをバトンタッチされた時には……もうそうなっちゃってたし……。じ、ジッと見たりなんかしてないもん！」

「……そうか。意識不明の俺と飛鳥を、二人きりにしてしまったのか……」

「う……ご、ごめん」

「いや、別に謝あやまらなくていいが……。そうか……」

　ああ、この記き憶おくは完全に、消し去った方がいいだろうな。うん。想そう像ぞうもしない方がいい。意識不明の俺、傍かたわらには怪あやしく笑う飛鳥、結果的に素すっ裸ぱだかの俺。……うん、連想すんな、俺。強く生きろ、俺。

「とりあえず、パジャマ着たいんだが」

「あ、うん。はい、パジャマ……と、し、下着」

　着き替がえ一式を真っ赤になりながら渡わたされる。別に、林檎になら裸を見られても、そんなに問題はないのだが、彼女は一時的に退たい室しつしてしまった。……別にいいのに。

　さくっと着替え、林檎を呼び戻す。

「今日は悪かったな、林檎。折せつ角かくの兄きよう妹だいの日だったのに、寝ちまってて」

「ううん、いいよ。飛鳥おねーちゃんも来てくれたし」

「そっか。……ふぁあ」

　思わずあくびをしてしまう。林檎がきょとんと首を傾かしげた。

「？　おにーちゃん、眠ねむいの？」

「ああ、中ちゆう途と半はん端ぱに寝たからかな。ちょっと早いが……今日はこのまま寝るわ」

「そ、そっか……」

　と言いつつ、林檎はもじもじしながら、先ほどとは違ちがい部屋から出て行こうとしない。

　俺は……妹の感情を察し、ふふっと一つ笑うと、林檎の頭にぽんと手を置く。

「一いつ緒しよに寝るか？」

「い、いいの？」

「いいのも何も、お前、両親いない日はいっつもじゃないか」

　普ふ段だんはそれぞれの部屋で普通に寝ている俺達だが、林檎はどうも昔から、両親のいない日は心細いのか、俺と一緒に寝たがる。中学生にもなるとそろそろ俺としても気を遣つかわないといけないかなとも思うが、まあ、本人が望むんだから別にいいかと放置中だ。

　俺がベッドのスペースを空あけ布団を開くと、林檎は家の電気を全て消してから、もじもじしながらも、ちょこんとそのスペースに納おさまった。彼女の体に、布団をかけてやる。

「じゃ、オヤスミ、林檎」

「う、うん……」

　お互たがい向かい合うようにして寝る。普通なら寝苦しいが、林檎は俺が背せを向けると寂さびしがるから、いつも体たい勢せいはこうなる。

　いつまでも林檎と見つめ合っていてもしゃーないので、早さつ速そく目を瞑つぶって、睡すい魔まに身を任まかせる。しばらくして、林檎がぽそりと呟つぶやいた。

「おにーちゃんは……いつまでもりんごと一緒に寝てくれるね……」

「あー……。…………うん…………妹だしな」

「妹……」

　既すでにうとうとしていて、意い識しきが朦もう朧ろうとしている。なんだかんだで、今日は疲つかれたのかもしれない。ああ……そういえば、結局飛鳥に会わなかったな、今日。なんか……調子狂くるってるのは、そのせいかもしれないな……。

　林檎が、まだ何か喋しやべっていた。

「おにーちゃんにとってりんごは……もう『義妹いもうと』でさえないんだね……」

「ん……。……妹だって、言ってるじゃ……んー……」

　もう、なに喋ってるのかもよく分からなかった。なんか、意味不明のこと言われた気がするし。

　林檎の寂しそうな、それでいてどこか嬉うれしさも含ふくんでいるような……そんな声を聞きながら、意識が閉へい塞そくしていく。

「りんごは……それでもいい。それでもいいから……おにーちゃん……ずっと……」

「……すぅ」

「ううん。分か……んだ……。『妹』のままじゃ……おにー…………こうやって一緒……ること……いつか……来なく……だよね……。なら──」

　もう、聴ちよう覚かくさえまともに働かなかった。まどろみの中へと落ちていく。

　きゅっと、誰だれかが自分の体に抱だきついた気がした。とてもか弱い力だった。

　俺は、寝ぼけながらも、反はん射しや的に、それがとても大事な物だということだけは分かって、反射的に抱きしめ返した。




　ぎゅっと。ぎゅっと。力強く、だけど、労いたわるように。壊こわさないように。




　…………。




　なぜだか、その日は、とても悲しい夢ゆめを見た。
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　【欠ける生徒会】




「健全なる体にこそ、健全なる魂たましいが宿るのよ！」

　アカちゃんがいつものように小ぶりな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　私、紅あか葉ば知ち弦づるはその発言に対し、特に何も反はん応のうすることなく淡たん々たんと会議を進行する。

「というわけで、今日はキー君が風か邪ぜを引いてお休みです」

　私の言葉に、椎しい名な姉し妹まいが揃そろって『はーい』といい返事をしてくれた。しかし、それがアカちゃんはとても気に食わなかったようだ。いつものように「ちょっと、知弦！」と頬ほおを膨ふくらませて私につっかかってくる。……相変わらずうざ可愛かわいい子ねぇ。

「会議は私が進めるのっ！　知弦は何もしなくていいよ！」

「はいはい。アカちゃん、構かまってあげたいのは山々なんだけど、今日は忙いそがしいから、これでも食べて黙だまっていてね」

　私はそう言いながら、ポケットから棒ぼう付つきキャンディーを取り出す。アカちゃんは一いつ瞬しゆん「子こ供どもじゃないんだから、そんなもので黙だまるわけ──」と反はん論ろんしかけたけど、すぐにそれが新製せい品ひんである「バニラキャラメル味」であることに気付くと、無言で私から奪うばい取り、くしゃくしゃと包み紙を剥はいで、そして……。

「……（ほわぁ）」

　幸福そうな顔で頬張り始めてしまった。私はそれをすかさずケータイのカメラで激げき写しやして永えい久きゆう保ほ存ぞんしてから、「さて」と会議を仕切りなおす。深み夏なつが何か言いたそうにしていたけど、それは一いつ旦たん無む視し。

　私は職しよく員いん室から貰もらってきたプリントの束をとんとんと机つくえで整えた。

「そんなわけで、今日はキー君が普ふ段だんやってくれている雑ざつ務むを私達でこなさないといけなくなったわ。幸いにも今回は書類確かく認にんとかサインとかそういう系けい統とうの事じ務む作業ばっかりだから、とりあえず、アカちゃん以外で等分して片かた付づけるわよ」

　そう言って、私は束を三等分して、椎名姉妹と自分に振ふり分ける。深夏は少々げんなりした顔をしながら、真ま冬ふゆちゃんは「頑がん張ばりますっ！」と健けな気げなことを言いながら、それぞれプリントを受け取り、作業を開始した。

　私も自分の分の書類に目を通しつつ判はん子こを押おしたりしていると、作業を続けたまま、深夏が「しっかしさぁー」と雑談を始める。

「鍵けんが体調崩くずして休むなんて、珍めずらしいにも程ほどがあるよなー」

　その発言に、真冬ちゃんが同意する。

「そうだよね。というか、先せん輩ぱいなら、多少体調悪くても生徒会室に来ちゃいそうなものだけど……」

　それはなかなか鋭するどい意見だ。私は、視し線せんは書類に落としたまま、二人の疑ぎ問もんに答えてあげることにした。

「ええ、キー君、一いち応おう今日も登校はしてきていたのだけどね。私が校門前でバッタリ会った時、今にも死にそうな顔しながら『四十度っていう微び熱ねつしかないから、らいりょうふッスよ！』とか言うものだから……実力行使で無む理り矢や理り帰らせたわ。養よう護ご教きよう諭ゆに車で送らせてね」

「ああ……成なる程ほど。流石さすがのアイツも、知弦さん相手じゃ無む下げに断ことわれなかったか」

　深夏が呟つぶやき、真冬ちゃんが苦く笑しようする。ちなみに、あのキー君を帰すために私が放はなった最終手しゆ段だんの一言は、「貴方あなたは自分のハーレムメンバーに風邪をうつす気？」だ。こう言った途と端たん、彼はしおしおと大人しくなって、帰っていった。……可愛い子だ。

　作業を進めていると、アカちゃんがキャンディーをぺろぺろ舐なめながら、「でもさー」と独ひとり言のように呟く。

「なんかこう……変な感じよね、杉すぎ崎さきいないって」

「そうね」

　私はそれに大いに同意する。彼はほぼ毎日来ていたのは勿もち論ろん、放課後生徒会室に来るのもいつも凄すごく早かったため、このメンバーが揃っているのにキー君がいないという状じよう況きようは、すごく珍しいと言っていい。

　アカちゃんが、咥くわえたキャンディーを上下に、つまらなそうに動かしていた。

「あらアカちゃん。キー君がいなくて、寂さびしいのかしら？」

「な、なな、なに言ってるのよ知弦！　そ、そんなことないわよ！　むしろ、せーせーするわね！　エロ男のいない真ま面じ目めな生徒会……ああっ、理想の環かん境きようだわっ！」

　そう言う割わりには、今ひとつアカちゃんの表ひよう情じように覇は気きはなかった。……まあ、そこはツッコマないでおいてあげましょうか。アカちゃんほど表面には出してないけど、それは私も椎名姉妹も同じなのだから。

　雰ふん囲い気きを変えようとしてくれたのか、真冬ちゃんが話題を転てん換かんさせる。

「そういえば、杉崎先輩がいつも管理している『雑ざつ務むカバン』って何入っているんでしょうね？　ものによっては、今使うべきなんじゃないでしょうか」

　その発言に、それぞれの作業が一瞬ぴたりと止まる。……そう、それは、確たしかに皆みな気になっていたことだ。

　雑務カバン。それは、いつの頃ころからかキー君が生徒会室に持ち込こむようになった、普段のカバンとは違ちがう、もう一つの手持ちカバン。シンプルな外見のそれは、改めて話題にするには少々地味すぎて、皆、気になりながらも今ひとつ踏ふみ出せずにいた物。

　一度アカちゃんが勇ゆう敢かんにも「杉崎、それ、何入ってるの？」と訊きいたことがある。その時に彼が返した答えが、ずばり、『ああ、雑務カバンですよ』だった。その一言だけ。あとは、その日の議題の方に話題がシフトしてしまい、それっきりだったのだ。

　私も気になってはいたのだけれど……なんか変なプライドが邪じや魔まして、改めて質しつ問もん出来なくなっていた品。

「雑務カバン……ねぇ」

　深夏が、生徒会室の片かた隅すみにぽつんと置かれた「それ」をちらりと見る。そう、キー君は普段のカバンと違って、あれを毎日持ち帰りはしないらしい。実じつ際さい、生徒会の雑務のための何かなら、ここから持ち出す意味もあまりないのだろう。

　つまり。それは今、彼がいない状じよう態たいで、ここにある。




「……み、見ちゃおう、か？」




『！』

　アカちゃんが、誰も言い出せなかったその一言を言う。

　……そこからの皆の行動は素す早ばやかった。「雑務のためのカバンなんだし」「今雑務している真冬達には見る権けん利りありますよね」「生徒会室に置いてあるんだから、皆のものだろ」「生ものとか入ってたら困こまるから、確かく認にんしないとね」などと、矢や継つぎ早ばやにそれぞれ自分正当化の言葉を呟つぶやきつつ、プリントを片かた付づけて机つくえの中央にそのカバンをセッティングする。

　皆の視し線せんが一点に集まる中、私が、代表してそれを開けることにした。

「これは、あくまで雑務のため。決して、キー君の秘ひ密みつを暴あばいてやろうとか、そういう邪よこしまな考えではないわよね？　そうよね？」

『その通りです』

　皆の声が揃そろった。私は、満を持じしてそれのファスナーを開く。

『…………』

　皆で中を覗のぞき込む。しかし、思っていた以上に物がギュウギュウに押し込まれていて、なにがなにやら分からなかった。

　仕方ないので、一いつ旦たん全員落ち着いて席に座すわったところで、私が、一品一品中から取り出していくことにする。

「知弦っ、早くっ」

　アカちゃんが期待した目でこちらを見ている。

　私は、とりあえず一番上に置かれたものから、思いっきり引っ張ぱり出した。

　一品目。




「……タワシ」




『タワシ!?』

　掌てのひらに感じる、ザラザラとした触しよつ感かん。独どく特とくのこげ茶色。手にしっくりくるサイズ。

　どこからどう見ても、それはタワシだった。

　深夏が、「おいおい！」と絶ぜつ叫きようしている。

「なんでタワシなんだよ！　生徒会に寄よせられる雑務で、そんなにタワシが活かつ躍やくする機会って多いか!?」

「あ、待って、深夏。なんかタワシの下に紙が……」

　私は雑務カバンの中にあったそれを取り出し、そして、そこに書かれていた文字を読み上げる。




「『粗そ品しな』……『東京フレンド○ークⅡ』」




「出たのかよっ！」

　深夏が大声でツッコム。彼女だけではなく、生徒会メンバー全員が、既すでに『雑ざつ務むカバン』の意味不明さに冷や汗あせを垂たらしていた。……キー君……貴方あなた一体……。

　真冬ちゃんが、なぜか彼のフォローに回る。

「ま、まあ、そういうこともあるかもですよっ！　た、たまたまじゃないでしょうか。ほら、他のモノはちゃんと雑務に役立つものなんですよっ」

「そうかしら……」

　私は既にこのカバンに多大な不安を抱いだいていたけど、このまま閉とじるというのも精せい神しん安定上とてもよろしくない気がしたので、タワシを置いて、次を取り出すことにする。

　二品目。




「……け、拳けん銃じゆうっ！」




『きゃああああああああ!?』

　生徒会室に少女達の悲鳴が木こ霊だまするっ！　私は右手に持ったその黒光りするそれを、改めてじっくりと──

「って、あれ？　これ、オモチャだわ」

「ふぇ？」

　さっきまで肩かたを震ふるわせていたアカちゃんが、私から銃を受け取る。彼女はそれをカチャカチャと弄いじり、そして……。

（ぽん）

　引ひき鉄がねを引いた瞬しゆん間かん、銃口から花束が飛び出した。……典型的な、子こ供どもだましのマジックアイテム。

　…………。




『（だから、なぜ……）』




　虚むなしく銃口から咲さき乱みだれる花を眺ながめながら、全員で考え込む。……これが必要になる雑務って、一体、どんな雑務だったのよ……キー君……。

　空気がとてもいたたまれなかったので、私は、さっさと次の品を取り出す。

　三品目。




「……ブルマ……」




「よし、通つう報ほうよ、深夏」

「ＯＫ、任まかせとけ、会長さん」

　二人が恐おそろしいほどの連れん携けいで通報態たい勢せいをとっていた。真冬ちゃんも止めないし。

　普ふ通つうなら私もそれには賛さん成せいだけれど、手にとったブルマの様子を見て、「ちょっと待って」と二人を止める。

「なんか……『試作品』って書いてあるわ」

「試作品？　ってことは……ええと、盗ぬすんだものとかじゃねーのか？」

「多分……だけど……」

　私は判はん断だんに困こまり、腕うでを組む。全員が、同じ疑ぎ問もんに襲おそわれていた。




『（なぜブルマの試作品を杉崎[image: ●●●]キー君、鍵、先輩[image: ●●●]が……）』




　謎なぞは深まるばかりだった。……まさか、世の中に、私にさえ解とけない謎があるなんて……。とにもかくにも、謎を解くためにも、今はカバンの中身を確かく認にんすることにする。

　四品目。




「雑ざつ誌し『モテ男になるための十の秘ひ訣けつ』」




『…………』

　……無言。ただただ、皆みな、無言だった。

　…………。

　五品目行きましょう。




「雑誌『周囲から浮うかない方法ベスト５』」




『もう遅おそいよっ（遅いですよっ！）』

　全員同時ツッコミだった。キー君……浮きたくないなら、雑誌読む前に、結けつ構こう改かい善ぜんしておくべきこと沢たく山さんあったと思うけど……。

　いたたまれない気持ちのまま、次の品を取り出す。

　六品目。




「書しよ籍せき『ワガママな子こ供どもに対する正しい接せつし方』」




『…………』

「え？　なに？」

　私と椎名姉し妹まい、三人とも、思わずアカちゃんを見る。アカちゃんは一人、ぽかんとしていた。深夏が、ぽつりと呟つぶやく。

「あとであたしも読んでおこうかな……」

「真冬も、そうする」

「？　なんで子育て本？　うん？」

　アカちゃんはただただ、首を捻ひねり続けていた。……私も読んでおこう、あとで。

　なんの雑ざつ務むに使ったのかはさっぱりだけど、キー君のことがようやく少しだけ理り解かい出来た気がしたところで、次の品。

　七品目。




「っ……。……除じよ霊れい用『清めのお塩』」




『いやぁああああああああああああああああああああ！』

　私以外の全員、ブルブル震ふるえてしまっていた。

　アカちゃんが叫さけぶ！

「それが必要になる雑務ってなに！　なんなの！」

「それは、当然──」

「ああっ、待って知弦！　やっぱり聞きたくない！　知りたくないよぅ！」

「そ、そうね……」

　私はそっと、そのお塩の袋ふくろを脇わきによける。ちなみに、袋には「安心！　神かん無なブランド」とか書いてある。……ブランドとかあるのね、その業界にも……。

　いよいよ雑務カバンの中身は混こん沌とんとしてきていたけど、ここでやめるわけにもいかない。私は、勇気を出して再ふたたびカバンに手を入れた。

　八品目、そして、ワンセットになっていた九品目も一いつ緒しよに取り出す。




「十じゆう字じ架かと……ニンニク」




「先せん輩ぱいは毎日放課後なにと戦っているんですかっ！」

　またも全員、ぶるぶると震えてしまっていた。流石さすがの私も、驚おどろきを隠かくせない。……キー君……この学校の雑務って、本当に一人でこなせるものなの？　というか、生徒会がこなすべき仕事なの？

　いよいよ彼の「雑務」が怖こわくなってきたけど、もう私の手は止まらない。

　十品目。




「……鞭むち」




「絶ぜつ対たいドラキュラハンターですよっ、先輩！」

「待つのよ、真冬ちゃん。それは早計よ。鞭なら、普ふ段だんから私も持ってるわ。極きわめて一いつ般ぱん的な持ち物よ、これは」

　私は自分のカバンから鞭を取り出して、「ほらね」と笑え顔がおで見せる。

　……なぜか、皆みな、青あお褪ざめた顔で私を見ていた。

　……？

　仕方ないので、私は自分の鞭をごそごそとしまい、そうして、改めてキー君の雑務カバン調ちよう査さを再さい開かいする。

　十一品目。




「銀の弾丸」




「こりゃ敵てきは吸きゆう血けつ鬼きだけじゃねえぞぉおおおおおおおおおお!?」

　深夏が新たな敵の出しゆつ現げんに興こう奮ふんと恐きよう怖ふの入り混まじった絶ぜつ叫きようを漏もらしていた。

「うちの校内……夜、色々徘はい徊かいしているのかな……うぅ」

　アカちゃんが泣きそうだ。……大だい丈じよう夫ぶ、アカちゃん。ここまで来たら、私でさえ、若じやつ干かん泣きそうよ。

　キー君の「雑務」に非ひ日にち常じようの影かげを感じつつ、私は、どんどん調査を進める。

　十二品目。




「？　なにかしらこれ……霧きり吹ふき？」




　出てきたのは、ちっちゃな霧吹きだった。試ためしに机つくえの上でシャッと吹いてみるが、特にどうということもない。

　皆で首を傾かしげていると……ふと、なんとなく、机の上がぽわっと発光した気がした。

　私はハッと気がついて、皆に指し示じを出す。

「皆、ちょっとカーテン閉めて、電気消して！」

　私の指示に、椎名姉し妹まいが不思議そうにしながらも、従したがう。生徒会室が、暗くら闇やみに包まれる。その結果……。

「わぁ、光ってる……」

　アカちゃんが、点々と光る机の上の紋もん様ように、見み惚ほれている。

　しかし……見惚れているのはアカちゃんだけで、私と椎名姉妹は、ドラマ等で見る知ち識しきと、そして、先日そこでキー君が鼻血を垂たらしたことを思い出して、三人、表ひよう情じようを強こわ張ばらせていた。




『（る……ルミノール反はん応のうっ!?）』




　ルミノール反応。それは、科学捜そう査さにおいて血けつ痕こんを探さがす時に用もちいられる、化学反応。血の付着していた場所が、特とく殊しゆな薬やく液えきを振ふり掛かけることによって、淡あわく発光する現げん象しよう。

　…………。

　一人はしゃぎ続けるアカちゃんを尻しり目めに、私達は呆ぼう然ぜんと発光を見守る。




『（け、血痕を追う必要のある雑務ってなに!?）』




　……カーテンを開き、室内に光を取り戻もどす。アカちゃんが不満そうにしていたけど……あれ以上暗闇にいたら、キー君のことが本ほん格かく的に信じられなくなりそうだった。

　今見たことを早めに忘わすれようと、私は、次の品を取り出す。

　十三品目。




「携けい帯たいゲーム機」




「杉崎のヤツ、それでも遊んでいる暇ひまとかあるんだっ！」

　ある意味とても普ふ通つうの品なのに、今となっては逆ぎやくに怖こわかった。雑務カバンに入っているということは、もしかして、これさえ何かに使うのだろうか？

　ちなみに、入っているソフトは『ドキドキッ！　美少女学園パラダイスッ！』とかいう、イマドキ珍めずらしいぐらい直球のギャルゲーだ。……やっぱり、遊んでいるだけ？　でも、しかし……。

　……いや、深く考えないようにしましょう。私の悪い癖くせね。もう、キー君の雑務カバンに関しては、まともな推すい理りをしても仕方ないわ。頭が痛いたくなるだけよ。

　カバンの中身も残り少なくなってきた。私は、ゴールはもうすぐだと気力を振り絞しぼり、次の品へと行く。

　セットになっている、十四品目、十五品目、十六品目を続けざまに取り出す。




「えと、乾かんパン、手回しラジオ、長期保ほ存ぞん用飲料水……」




「備そなえてるっ！　ヤロウ、何かに備えているぞー！」

　普通に考えれば、単たん純じゆんに地じ震しんなどのために備えているだけだと思えるけど……。今までの品しな揃ぞろえを見た後では、なにかそれ以外の『災さい害がい』に備えている気がしてならない。

　生徒会室を、不ふ穏おんな空気が満たし始めていた。……ああ、今になって気付いたわ。キー君の雑務カバンは……パンドラの箱だったのね。開いてはいけないものだった。

　しかし……パンドラの箱だと言うのなら。最後には、希望が残されているハズ。

　私は未来を信じて、調ちよう査さを続ける。

　もう、十六品目以い降こうを、連続で取り出していく！




「ガスマスク」

「て、敵てきは化ばけ物もののみとは限かぎらないのでしょうかっ!?」

「発はつ煙えん筒とう」

「最も早はや活動場所が校内とは思えねぇ！」

「ドッグタグ」

「生徒会以外の何かに所しよ属ぞくしている!?」

「遺い書しよ」

「いつ死んでもいい覚かく悟ごがあるのですかっ！」

「金きん髪ぱつ女性の写真。裏うらには『最愛の妻つまミシェル』と……」

「なんなの、このハリウッド映えい画がみたいな背はい景けい！」

「あ、赤ん坊ぼうの写真も……」

「子持ちだったのかよっ！」

「でも、裏には『ターゲット』って書かれているわ」

「凄すごくイヤな予感のする任にん務むっ！」

「そして、血の付いた、もう一つのドッグタグ……」

「戦友でも死んだのかっ!?」

「化け粧しよう水すい」

「こんな状じよう況きようでも美び容ようには気をつけているのですねっ！」

「あれ？　カバンの隠かくしポケットに、ビニールに入れられた白い粉が……」

「何か運んでるぅ─────────！」

「口くち紅べに」

「それでもオシャレは忘れない先せん輩ぱい！　っていうか女じよ装そう!?」

「焦こげたサングラス」

「誰だれかの形見っぽいわねっ！」

「ん？　あれ？　カバンの裏に何かついて……発信機？」

「まだ危き機きは去ってねぇのかっ！」

「しかしここに来て、雑ざつ誌し『ピチピチ女子高生99連発！』」

「なんかここまで来ると、逆に尊そん敬けいできるわ、その本を持ち歩ける余よ裕ゆう！」

「あ、手紙あるわ。読むわね。『スギサキ……。お前がこの手紙を読んでいる時、俺おれはもう生きていないだろう。すまない。しかしもう、お前に託たくすしかないんだ。あの日、俺達はエリア51で……』」

「読まなくていいですよ！　っていうか、もう聞きたくないです！　聞いちゃいけない気がします！」

「ボールペン」

「たまに日にち常じようが挟はさまってくるよなぁ！」

「韓はん流りゆうドラマ『冬のモナカ』ＤＶＤ－ＢＯＸ」

「意外とコイツ余裕あんだよな……」

「……あ、今ので終わりだったわ」

「なんかしょーもない終わり方した────────────！」




　というわけで、キー君のカバンの中身を全部出し終わった。……机つくえの上を見ると、今や、どうやってこの小さなカバンの中に全部納おさまっていたのか想そう像ぞう出来ない物量の、カオスな品々が散さん乱らんしている。

　そして、その品々を囲み、ぐったりと机に突つっ伏ぷしている生徒会メンバー達。……倒たおれてこそいないものの、私も気持ちは痛いたいほど分かった。

「雑ざつ務むって……本当に多た岐きにわたるのね……」

　アカちゃんがぼんやりとそんなことを呟つぶやく。そういう次元の問題じゃないと思うけど……。

　椎名姉し妹まいまでアカちゃんに同調している。

「鍵……アイツ、もしかしたら本当に『主人公』なのかもしれねぇな……。この生徒会室以外を舞ぶ台たいにした学園異い能のうバトルかなんかの」

「そうですね……。放課後、真冬達の知らない非ひ日常の戦い……電○文庫的な物語に、複ふく数すう巻まき込こまれているのかもしれません」

　た、確たしかに、そう言われれば、そんなことがあってもおかしくない気はしてくる。なにせあの子、問題を一人で抱かかえ込むどころか、私達が知る前に解かい決けつする傾けい向こうにあるものね……。実じつ際さい異い常じような事じ件けんが起こったりしたら、ヒーローのように「正体を隠かくして戦う」的選せん択たく肢しをとるかもしれない。

　いや、でも、しかし、いくらなんでも化物退たい治じしているというのは──

「杉崎の性せい欲よくがあんなに強いのも、常つねに生と死の狭はざ間まに身を置くことによって、種を保ほ存ぞんしようという本ほん能のうが暴ぼう走そうしているからかもしれないわね……」

「いえ、アカちゃん、そんなことは……」

「ハーレムハーレム言っているのも、人一倍、穏おだやかな日常の価か値ちを知っているからなんだろうな……」

「み、皆みんな、どうしたのよ。なんでそんなに急きゆう激げきにキー君への好感度上がっていってるの？　おかしいわよ、皆」

「先せん輩ぱい……日夜、真冬達のために身を挺ていして……。ううっ！　真冬は……真冬はっ、そんな先輩のためならなんでもしてあげられますっ！」
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「ちょ、ちょっと!?　み、皆、一度冷静になりなさい！」

「杉崎……」「鍵……」「先輩……」

　皆の目が、今風か邪ぜで寝ねているであろうキー君の想そう像ぞう図を投とう影えいして、とても慈じ愛あいに満ちた感じになっていた。

　お、おかしいわっ！　当人がいない日に限かぎって、なぜか彼の好感度がありえない速度で上じよう昇しようしていくっ！

　お、恐おそろしい子っ！　キー君！　実際に触ふれ合わない方が、女の子に対して好印象を与あたえられるなんてっ！　なんなの、キー君のその捻ひねくれた特とく性せい！

　そりゃあ、私だって、これらの想像が事実だっていうのなら、彼に対して思うことはある。しかし、いくらなんでも、こんな荒こう唐とう無む稽けいな「雑務」はありえない。少なくとも私だけは、そこを勘かん違ちがいしないようにしなければ。

　そう。アカちゃんは元々子こ供どもで、騙だまされやすい子だし。深夏は熱血な物語にすぐ感化されちゃうし。真冬ちゃんは、創そう作さくと現げん実じつの境きよう界かいをすぐに見失う子だ。ちゃんと、私だけは、事実を見つめないとっ！

　私は自分達の「日常」を取り戻もどすためにも……思い切って、キー君に電話をかけることにした。とにかく、カバンの中身のことを確かく認にんとって、そして、皆の誤ご解かいを解とこう。

　ケータイを取り出し、メモリーからキー君のナンバーを呼び出し、通話ボタンを押おす。

『はい、もしもしっ！　げほっ！』

　いつも通り、キー君はワンコールで出た。どうもあの子、女の子から電話がかかってくると、神しん速そくで通話口に出る傾けい向こうにあるみたい。

　私は、あんまり無理させても悪いなと気き遣づかい、手短に用よう件けんを伝えることにする。

「あ、キー君？　私、知弦よ」

『知弦さんっ！　わざわざ電話くれるなんて、感かん激げきです！　げ、げほっ！』

「キー君……風邪の時くらい、テンション下げた方がいいわよ」

『うぅ……そうなんですけど、無理なんです。女の子から電話かかってくるっていうそれだけで……俺のテンションはＭＡＸ！　げほっ、がほっ、がっ』

　……難なん儀ぎな子だ。

「本題に移うつるわね。キー君、あの、雑務カバンのことなんだけど……」

『げほっ、がほっ、ぐ、がはっ、ごほっ』

「ちょ、ちょっとキー君!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

『だ、大丈夫です。駄だ目めですね……最近、深夜まで汗あせだくで校内を全力疾しつ走そうすることが多かったんで……遂ついに風邪ひいちゃいましたよ』

「深夜まで校内全力疾走!?　ちょ、キー君、貴方あなたの雑務って──」

『あ、ちょっと待って下さい知弦さん。昨日捕つかまえたルシフェルが逃にげ……よっと！　あ、お待たせしました。なんですか？』

「なに!?　今なにが逃げそうになったの!?　その不ふ吉きつな名前の存そん在ざいなに!?」

『げほっ、がほっ、ごほっ！……ちっ……こりゃあ、まだ『呪のろい』が残ってたか……』

「キー君、風邪なのよねぇ!?」

『え？　ああ、はい、風邪ですよ。アハハハハー』

「なにその三さん文もん芝しば居い！　なんか隠かくしてる!?　隠してるの!?」

『俺が知弦さんに隠し事なんてするはずないじゃないですか。さっきから、なんかおかしいですよ？　知弦さん。いつもの冷静さがないというか……』

「そ、そうね……ごめんなさい。ちょっと、冷静になるわ」

　数回深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、冷静さを取り戻す。……よし、大丈夫。

　──と、電話のむこうから妙みような音声が聞こえてきた。

『……《緊きん急きゆう任にん務むよ、スギサキ！　シンガポール上空に『奴やつ』が現あらわれたわ！　現げん地ちのエージェントと合流して、今度こそ『奴』を討う──》』

　ぶつっと、そこで、不自然に謎なぞの音声が途と切ぎれる。

　私が汗あせをダラダラかいていると、電話口で、キー君が不自然なことを言い出した。

『あ、知弦さん。俺、ちょっと寝ねるんで、もう電話切りますねー』

「う、嘘うそおっしゃい！　シンガポールでしょう！　キー君、貴方、今からシンガポール向かうんでしょう！」

『ハハハ。ナニヲイッテルノヤラ』

「最も早はや演えん技ぎにさえなってないわよ！　キー君！　貴方、一体本当は何者──」

『知弦さん、さっきから何を言ってるんです？　俺は、ただの、性せい欲よくがちょっと強いだけの男子高校生ですよ。大丈夫ですか？』

「……え、ええ。ごめんなさい。そ、そうよね、さっきのは私の聞き間ま違ちがい──」

『《スギサキ、何してるの！　早くして！　貴方が居ないと……『奴』に地球が滅ほろぼされてしまうのは時間の問題よ！》』

「!?」

『あ、すいません、知弦さん。ちょっと、急ぎのバイトが入ったんで、そろそろ──』

「バイト!?　バイトなの!?　貴方が関かかわっているその地球規き模ぼの何かは、バイトなの!?　貴方の異い常じよう行動は、雑ざつ務むだけじゃなくバイトにも及およんでいたの!?」

『げほっ、がほっ、ごほっ。……くっ……全然力が湧わかない……』

「なんか大ピンチよねぇ!?　今、何気に、地球大ピンチよねぇ!?」

『なに言ってるんですか、知弦さん。俺の体調が悪いだけで、別に地球とか関係ないですよー』

「……そ、そう、よね。うん……さっきまではそう信じていたんだけど……」

『あ、じゃあ、そろそろ切りますよ』

「え？　あ、ええ。そうね……ごめんなさい、風邪なのに、変な電話しちゃって。ちょっと私、色々あって、動転してて……」

『ハハッ、気にしないで下さい。俺は、知弦さんの声が聞けただけで、元気百倍ですから』

「キー君……。ありがとう。じゃあ、お大事にね」

『はい。じゃあ……このケータイ、海外じゃ通じないんで、切りますね』

「!?」

『じゃっ』

「キー君!?」

　ツー、ツーと、無む機き質しつな電子音が聞こえてくる。

　私のいつにないハイテンションなやりとりが気になったのか、すっかりメンバーから注目されてしまっていたが……私は、無言のまま、ケータイを切る。

　そうして……皆みなが心配そうに見守る中……私は、顔を上げて、皆に、キッパリと告げた。




「皆みんな……キー君は、本物よ。地球は……彼のおかげで守られていたのよ！」




　　　　＊




　俺は、ベッドの上にダイブすると同時に、ケータイを床ゆかに落としてしまった。

「…………？」

　あ、やべ、くらくらする。昨日ぐらいから……頭がぐっちゃぐちゃで、自分が何してるか全然わかんね。なんかさっき知弦さんから電話来ていた気がするけど……なんか、テキトーに喋しやべってしまった気がするし。

「あ……そういや……雑務カバン……」

　そうそう。昨日……なんか、このおかしな状じよう態たいのまま、雑務カバンに変なもの詰つめまくってしまった気がする。すんごい妙みようなテンションだったから、巡めぐるまで巻まき込んで、ドラマで使う小道具とか、ぐっちゃぐちゃと詰めたような……。

　それに、調子に乗った巡と一いつ緒しよに、彼女脚きやく本ほんの、アホな自主制せい作さくＳＦドラマまで撮とってしまったし。中なか目め黒ぐろとか守まもるまで巻き込んで。

　さっき知弦さんから電話来た時に丁度それのＤＶＤかけてたんだが……途と中ちゆうで一回大音量にしてしまったような。慌あわててミュートにしたけど、もう一回ぐらい、音量ボタン押しちゃったりしたっけ。恥はずかしいなぁ。聞かれたかなぁ、あれ。

　いや、まあ、問題ないだろう。今はとにかく、風邪を治なおさないと。

「むにゃ明日は……バイトと雑務……ルシフェルが……シンガポールで……」

　ありゃりゃ？　駄だ目めだ、昨日から、どうも現げん実じつとあのドラマがごっちゃになってる。……とても人と喋れる状じよう態たいじゃねえなぁ、こりゃ、知弦さんにも、変なこと言ったかも。

　ま、あの冷静な知弦さんのことだ。こんな、アホで荒こう唐とう無む稽けいな妄もう言げんを信じるなんてこたぁ、絶ぜつ対たい無いだろう。




　よし、明日会ったら、まずは雑務サボったこと謝あやまらないとなぁ……。




　　　　＊




　ちなみに、翌よく日じつ。

『お勤つとめ、ご苦労様です！』

「……へ？」




　生徒会室に行ったら、なぜかメンバー全員に全力で敬けい礼れいされました。
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　【三年Ａ組の二ふた心ごころ】




「う、うー」

　閑かん散さんとした教室。他のクラスメイト達はぞろぞろと体育館に移い動どうを開始している中、アカちゃんはとても恥はずかしそうに、シャツの裾すそを引っ張ぱっていた。

　私はその光景にとてつもない愉ゆ悦えつを感じつつも、「大だい丈じよう夫ぶよ」と優やさしく声をかける。

「一いち応おう学園公こう認にんの体たい操そう着ぎなんだから。堂々としていたら？」

「で、でも、でも」

　私がいくらフォローしても、アカちゃんは頬ほおを赤くしながらもじもじとして、体育館に向かおうとしない。

　私は苦く笑しようしながらも……彼女の格かつ好こうを、改めて眺ながめた。

　小さな背せ丈たけ。メリハリの無いボディライン。赤子のようにすべすべした健康的な肌はだ。この辺は、普ふ通つうではないものの、「いつも通り」ではある。問題は……その、服ふく装そうだ。

　次の授じゆ業ぎようは体育だから、体操着。それはいい。いいはずなんだけど……。

　アカちゃんが、目の端はしに涙なみだを浮うかべつつ、何度目になるか分からない文もん句くを呟つぶやいた。

「なんで……『ブルマ』なのよぉ」

　そう。彼女はブルマを穿はいている。生あい憎にく今はシャツの裾を引っ張っているせいで隠かくれてしまっているけど、その下は、皆みなが普ふ段だんつけている体操着……「短パン」じゃなくて、彼女だけ「ブルマ」だった。私も、なにげに実物着用を見るのは初めてかもしれない。

　こうなった経けい緯いは単たん純じゆん。体育があるというのに、今日アカちゃんは体操着を忘わすれてしまった。他の人に借りようにも、彼女と身長が似にたり寄よったりの生徒はかなり限かぎられるし、運の悪いことに、数少ないその友人達も、今日は体操着を持ってきてなかった。

　結局購こう買ばいで買おうということになったのだけれど、これまた運悪く、普通の体操着……短パンは、品切れだった。普通ならそこで諦あきらめるところだけど、幸か不幸か、なんと、「ブルマ」だけは一着、置いてあり。そして……こうなっている。

　実はこの学校の体操着は、短パンに指定されているわけじゃない。ブルマと短パン、二つの選せん択たく肢しが、元々あるにはあった。だけど……私もだけど、イマドキ好き好んで自分からブルマを買い求める女子はそういない。結局、今となっては誰だれも穿かない、幻まぼろしの体操着的扱あつかいだった。

「ブルマ置いておくぐらいなら、短パンを多目に入にゆう荷かしておいてよぅ」

　アカちゃんはまだぶつぶつと購買に文句をつけていた。私はとりあえず今のうちに彼女の写メを撮とりつつも、「仕方ないじゃない」とたしなめる。

「そもそも忘れてきたアカちゃんが悪いのだから。それにおばちゃん、どうせ売れないからってタダでくれたんだし、いいじゃない」

「そ、それはそうだけど。……なんでブルマなのよぅ」

「あっただけ、よしとしたら？　体操着が無いから見学なんて、アカちゃんもイヤでしょう？」

　この子は運動神しん経けいもへっぽこなのに、なぜか体育は大好きだったりする。ただ机つくえの前を離はなれられるというだけでテンションが上がってしまう、小学生感かん性せいを持っている子なのだ。

　アカちゃんは「そうだけど……」と、頬を膨ふくらませる。

「皆がブルマならまだ救われるけど……一人だけこれなのは、やっぱり辛つらいよぅ」

「大丈夫。似合っているわよ、アカちゃん」

「ニヤケ顔で言われても嬉うれしくないよー！」

「とにかく、ほら、そろそろ体育館向かわないと授じゆ業ぎよう遅おくれちゃうわよ、アカちゃん」

「ああ、待ってよ知ち弦づるー！」

　私が歩き出すと、ようやく裾を引っ張るのを止やめ、とてとてとついてくるアカちゃん。

　……さて、今日の授業も、面おも白しろいものが見られそうね。




　　　　＊




　体育館へと向かうと、なぜか体操服を着た真ま儀ぎ瑠る先生が腕うでを組んで仁に王おう立だちで待っていた。

「遅おそいぞっ、桜さくら野の、紅あか葉ば！」

「すいません」

「うぅ……恥ずかしいし怒おこられるし真儀瑠先生だし……今日は厄やく日びだよぅ」

　アカちゃんは再ふたたび涙目になりながら、私は彼女の分も頭を下げながら、既すでに並ならんでいたクラスメイト達に合流する。男子も女子も出席順で二列ずつに並んでおり、いつも通り、出席番号一番の私と、丁ちよう度ど折り返し地点のアカちゃんは先頭で隣となり合うこととなった。

　そのためか、先生は明らかに私達に向かって、授業を始める。まず、今日は体育の教きよう師しが休みであり、代わりに自分が来たことを説明。そして──。




「こほん。今からキミ達には、殺し合いをして貰もらう」




「いやだよっ！」

　アカちゃんが速そつ攻こうで拒きよ否ひする。しかし真儀瑠先生は、某ぼう大おお御ご所しよお笑い芸人の顔マネ（恐おそろしく似てない）をしながら、アカちゃんを睨にらみつける。

「ブルマに拒きよ否ひ権けんは無い！」

「ブルマ差別反対！」

「そんな、前時代の聖せい遺い物ぶつを持ち出してまで、好感度を上げようという桜野の精せい神しん……。先生は、嫌きらいじゃないぞ。嫌いじゃないが、殺し合いはして貰う」

「だったら嫌いでいいよ！　嫌われていいから、殺し合いはやめてよっ！」

「む。桜野……聞き分けの無い子は、先生、嫌いだな」

　真儀瑠先生の雰ふん囲い気きが少し変わった。私は「ある空気」を敏びん感かんに感じとり、これはまずいと、アカちゃんに小声で忠ちゆう告こくをする。

「アカちゃん、これ以上反対したら、完全に死し亡ぼうフラグ──」

　しかし、アカちゃんは私のアドバイスを全く聞いてなかった。いつもの調子で、ぎゃあぎゃあと先生に噛かみ付く。

「こんな馬ば鹿かげた授業はないわ！　体育の先生が休みなら、他の先生を連れて──」




《バキュン！》




　瞬しゆん間かん。銃じゆう声せいが体育館に響ひびき渡わたった。私の隣では……血でシャツの胸むな元もとが真っ赤に染そまった、アカちゃん。彼女はゆっくりと自分の状じよう態たいを確かく認にんし……そして顔を真っ青にし、コテっと倒たおれる。




　……アカちゃんが、死んだ。




　クラスメイト達は一瞬シンと静まりかえり、そしてパニック──になるかと思いきや、さすがこの学園に通かよって三年目の生徒達。全員、シラーッとしていた。皆みなの思っていることは、私も、手に取るように分かる。




（あー、なんかまた面めん倒どう臭くさいイベント始まったぞ、これ）




　三年Ａ組全員が、そう思っていた。真儀瑠先生は、人を撃うっておいて、「あれ？」と無む邪じや気きに首を傾かしげる。

「お前らどうした。そこはほら、人として、クラスメイトの死にパニックを起こし、泣いたり喚わめいたりするところだろう」

　その先生の発言に……私の後ろに並んでいた女子、井いの上うえさんがぽつりと呟つぶやく。

「いや、だって、すんごいケチャップの匂においしてますし……」

　それは、その場に居いた全員の感想だった。匂いが届とどかない場所の生徒も、誰も、本当にアカちゃんが撃たれたなんて思っていやしない。……騙だまされてるのは、ただ一名。自分が胸むねを撃ち抜かれたと思いこんで、未いまだに「死体」になっている、この可愛かわいらしい未発達ブルマ少女ただ一人だ。

　アカちゃんが「うー、死んだー」と苦しそうに呻うめいている中、真儀瑠先生は仕切りなおす。

「とにかく、今日は殺し合いだー！」

「そんな爽さわやかに言われましても」

　男子の先頭である、有あり沢さわ君がツッコム。しかしその瞬間、またも先生の拳けん銃じゆうが火を吹ふいた。

《バキュンッ！》

「ぎゃああああ！　早く洗せん濯たくしないと、色が、色が染しみるー！」

　有沢君が死んだ。アカちゃんと同様、胸を撃ち抜ぬかれて。……確たしかに、撃たれるの、地味にイヤだわ、アレ。

　しかし、相変わらずニッコニコと笑え顔がおの真儀瑠先生。

「皆の分もケチャップピストル用意したからなー！　存ぞん分ぶんに戦たたかえー！」

　真儀瑠先生の発言を受けて、私は思わず額ひたいに手をやる。

「その戦い、誰に得があるんですか……」

「戦争なんて、無む益えきなものなんだぞ、紅葉。それでいいじゃないか」

「じゃあやめて下さい」

「やだ。つまんない」

「…………」

　学校をなんだと思っているのだろう、この教きよう師しは。

「戦争は何も生うまないということを、今回の《ケチャピ戦争》によって、皆で学ぼうという企き画かくだぞ」

「今考えましたでしょう、その言い訳わけ」

　でも、なにか妙みように琴きん線せんに触ふれる単語ね、ケチャピ戦争。

「とにかく、レクリエーションの気持ちでいいから参加しろ、お前ら。参加しないと、撃つぞ」

　まさかの、教師による生徒脅きよう迫はくだった。……訴うつたえたら、このご時世、簡かん単たんに勝てるんじゃないかしら、これ。

　私達は渋しぶ々しぶ、配はい布ふされるケチャピを手に取る。ふと「真儀瑠先生を撃とうかしら」という考えが頭を過よぎったけど、その瞬間先回りして「私を撃ったら退たい学がくな」と言われてしまったので、機会を逸いつした。……相変わらず、いやな意味で上うわ手ての人だ。子こ供どもの心を持っている上に賢かしこい人って、もう、どうしようもないと思う今日この頃ごろ。

「アカちゃん、そろそろ起きた方がいいわよ。武ぶ器き配はい布ふされてるから」

「うー、死んだー。私は死んだー」

「変な暗あん示じを自分にかけるのはやめておきましょうね。ほら、早く起きなさい」

「う。……あれ？　知弦？　私、死んだはずじゃ……」

　アカちゃんはよろよろと、ようやく起き上がる。私は先生から貰もらっておいたアカちゃんの分のケチャピを彼女に渡わたしつつ、状じよう況きようを説明した。

　アカちゃんが、「なるほど……」と呟く。

「つまり今、世界の命運は私達にかかっているというわけね！」

「うん、私の話、全然聞いてないわね」

「よーし、やるぞぉー！　クラスメイトを、バシバシ殺すわよ！」

「生徒会長にあるまじき発言ね」

　私とアカちゃんが雑ざつ談だんしている間に、先生は授じゆ業ぎようを進める。

「ルールは簡単。服や体がケチャップで汚よごれたら、敗はい退たい。っていうか死し亡ぼう」

「言い直さなくても……」

　井上さんが、呆あきれたようにツッコンでいた。

「死んだ生徒は、当然戦せん闘とう不ふ能のう。だから、死んだ後に発はつ射しやしたケチャップで服が汚れても、それはノーカンだ」

「誰が判はん定ていするんですか？」

「んと……。……それぞれが、報ほう告こくしてくれ。やられた人の撤てつ退たい＆自じ己こ申しん告こくメイン」

「緩ゆるい殺し合いですね……」

　そこで、さっき「死んだ」有沢君がごしごしとケチャップを落とそうとしながら、質しつ問もんする。

「さっき死んだ俺おれや桜野は、もう参加しなくていいんですか？」

　その発言に、アカちゃんが「えー！」と不満の声を上げる。……酷むごい殺され方したくせに、この企画に乗り気らしい、この子。

　先生は「そうだな……」と口元に手をやった。

「参加したいならしてもいいぞ。紛まぎらわしいが、それもまた醍だい醐ご味み」

「なんの醍醐味ですか。……そういうことなら、俺はパスします。これ以上汚れたくないし……」

「桜野はどうする？」

　先生に質問され、アカちゃんは胸むねを張はった。

「とーぜん参加するよ！　やられっぱなしなんて、イヤだよ！　会長として！」

「会長であることは一いつ切さい関係ないと思うが、その心意気は買おう。よし、そういうことで皆みんな、桜野の今の汚れ……胸むな元もとのやつはノーカンだ。彼女を殺すなら、もう一発当てろ。胸でもいいが、紛らわしいから、出来れば別のところにな」

「よっし、やるぞぉー！」

　アカちゃん（胸に血がついたブルマ少女で生徒会長）は、銃じゆうを持って気合を入れていた。……なんかすっごく、子こ供どもの教育上よろしくない授業な気がしてきたわ。

　最後に、先生がルールを補ほ足そくする。

「ちなみに、許きよ可かはとったから、この戦いは校内全ぜん域いきを舞ぶ台たいとする！」

　なんて迷めい惑わくな授業なのだろう。

「勿もち論ろん、最後まで生き残っていたものの評ひよう価かが一番高い！　そして、殺した人数の多さも、評価ポイントだ！」

　こんなセリフを、まさか授業で聞くことになるとはね。

「ちなみにケチャップ量は、キッカリ三発分！　他の生徒から銃を奪うばうのは不ふ可か！　よって、狙ねらい澄すまして確かく実じつに当てていけ！　ただ、慎しん重ちようになりすぎても殺人ポイントは稼かせげないからな！　そこら辺、駆かけ引きだ！」

　別にこんなところで頭を使いたくはないのだけれど。

「では、今から十分後、開戦だ！　それぞれ、校内に散れ！　開戦までは戦闘しちゃ駄だ目めだぞ！　制せい限げん時間は、チャイムが鳴るまで！　では……解かい散さん！」

　その瞬しゆん間かん、生徒達は体育館から一いつ斉せいに駆け出し──たりは当然しなかった。皆、「だっりぃー」「私、どこかに隠かくれて寝ねてよー」「この学園に安定した日にち常じようっていうのはないのかよ……」などと呟つぶやきながら、だるーい感じで解散していく。

「はっはっはー！　私が、一番になるよー！　知弦も、倒たおしちゃうからねっ！」

　ただ一人。アカちゃんだけは、私に宣せん戦せん布ふ告こくして、ぴゅーっと校内へと駆けていった。

　…………。

「桜野は元気だなぁ。…………無む駄だに」

　男子生徒の一人が、そんなことを呟いていた。

　今流行の「エコ」「エネルギー節約」とは最もかけ離はなれた少女。それが、桜野くりむという人間なのかもしれない。

　私は嘆たん息そくしながら、出来るだけ体力を使わないよう省電力モードで、ゆったりとその背せを追うのだった。




　　　　＊




「きゃあっ！　いやっ！　いやっ！　死にたくない！　死にたくないわ！」

「ごめんなさいね、梶かじ原わらさん。これが……戦争と言うものなのよ」

「くっ！　やめろ！　裕ゆう子こに手をだすな！」

「あら、山田君。彼女である梶原さんを守ろうと立ちはだかるなんて……随ずい分ぶん男気あるのね。でも……諦あきらめなさい。私は知っているわ。貴方あなたのケチャピは、既すでに使い切っている。当然、梶原さんのもね」

「!?　紅葉……お前、なんで、そのことを……」

「くくく。さぁて。……ところで、どうして貴方達は、さっき、続けざまに戦闘するハメになってしまったのかしらねぇ」

「そんなの、偶ぐう然ぜんバッタリ他のヤツらと出くわして、乱らん戦せんに──ハッ、まさかっ！」

「気付くのがもう少し早かったら、平和に長生きできたかもね。山田君」

「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「義よし也やぁー！」




「さようなら、二人とも」
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　と、いうわけで。

　会戦から二十分。私は、罠わなに嵌はめたカップルを無残にも殺し（二人ともケチャップまみれでシクシク泣いている）、余よ裕ゆうで「二殺人ポイント」を稼いでいた。これであと一人殺せば、私は晴れてＭＡＸの「三殺人ポイント」。あとはテキトーに逃にげ回っていれば、最高評価を得られる。

　さて、あまり戦場に長なが居いするのは良くない。カップルが散々騒さわいでしまった。有ゆう効こうに使えばカモをおびき出す手しゆ段だんにもなったけど、この場では警けい戒かいすべき範はん囲いが広すぎる。そんな疲つかれることはしたくない。

　私は地理的に有利な条じよう件けんを獲かく得とくするため、移い動どうを開始した。壁かべに張りつき、ケチャピを構かまえ、ガラス窓まどの反はん射しやを利用して先の様子を確かく認にんしつつ、安全な場所を目め指ざす。

　そうして、警戒しながら馴な染じみある三階に上がったところで……異い変へんが起きた。




「わきゃっ!?」




　寄き声せい。……誰だれの声か想そう像ぞうがついたけど、私は、壁からそぉっと顔を覗のぞかせて様子を窺うかがう。そこでは、生徒会室近くの廊ろう下かで、アカちゃんがぺたんとへたり込こんでいた。そして、タタタッと誰かが駆けてく気配。……どうやら、軽く戦せん闘とうがあったようね。

「うぅ、死んだよぅー」

　アカちゃんががっくりと肩かたを落とす中、私は、周囲に他のクラスメイトがいないことを警戒しつつ、彼女に近付いていった。

「残念だったわね、アカちゃん」

「あぅ、知弦ぅ」

　振り向くアカちゃん。顔にべったり、ケチャップがかかっていた。……相変わらず酷むごい死に方ねぇ。

「折せつ角かく一人倒たおして、上じよう機き嫌げんで歩いていたら……出で会あい頭がしらに撃うたれちゃったよぅ」

「ああ、アカちゃんらしいやられ方ね。というか、私は、アカちゃんが一人倒せたことに、むしろ驚おどろきだわ」

「ん、最初に会った中なか村むら君が『桜野に銃じゆう口こうを向けるのって、なんかすげぇ罪ざい悪あく感するな、おい』って撃つのを躊躇ためらって、見み逃のがしてくれたんだけど。そうして去り行く彼を、私は背はい後ごから容よう赦しやなく撃った」

「その状じよう況きようで簡かん単たんにクラスメイトを裏うら切ぎるアカちゃんは、大物の器うつわね」

　まあ、私でも撃つだろうけど。

「でも、さっき会った誰かは本当に出会い頭だったから……反はん射しや的に撃たれちゃったよぅ。私も撃ったけど、はずれちゃったみたいだし。うぅ、なんか納なつ得とくいかない終わり方だよぅ」

　確たしかに、全力を尽くして戦って負けたというより、事じ故こで死んでしまったようだった。無念だろう。

　アカちゃんはよろよろと立ち上がると、ハンカチで顔のケチャップを拭ぬぐいながら、「知弦は？」と訊たずねてきた。

「私は二人倒したところ」

「凄すごいじゃない！　あと一人倒して生き残れば、優ゆう勝しようだよ！」

「優勝とかそういうゲームじゃないけど……」

　私はそう言いながらも、アカちゃんの現げん状じようを見ながら、一つ嘆たん息そくする。

「でも、どうもそれはそれで骨ほねが折れそうね、アカちゃん見る限かぎり。二人倒しただけで、満足しておこうかしら」

「？　どういうこと？」

「このゲーム……実は終しゆう盤ばんになればなるほど、敵てきが強くなるのよ。運も実力も兼かね備そなえた選よりすぐりが、好こう成せい績せきが目の前にあることで、攻せめも守りも序じよ盤ばんよりギラギラした状じよう態たいで行っているのよ」

「なるほどー。知弦みたいな人は残りのカモを探さがすので必死だし、三ポイント稼かせいじゃっている人は、隠かくれるのに必死だもんね」

「そういうこと。残念ながら三年Ａ組は地味に優ゆう秀しゆうなクラスメイト多いしね。アカちゃんを、出会い頭でも頭を正せい確かくに撃ち抜ぬいて逃げちゃうヤツもいるぐらいだから」

「そっかー。それじゃ知弦が保ほ身しんを考えても、仕方ないよねー」

　そのアカちゃんのなにげない発言に……私は、ぴくりと、反はん応のうしてしまった。

「保身？」

「だってそうでしょ？　二ポイントで満足しちゃうんだから……」

「…………」

　大人気げない、とは思うものの。いつもキー君に「冒ぼう険けん心しんが足りない」とか言っている身としては……アカちゃんのその評ひよう価かは、非ひ常じように、気に障さわった。

　私はしばし俯うつむくと……アカちゃんが首を傾かしげる中、唐とう突とつに、「ふふっ」と笑う。

「そう言われたら……私も、引くわけにはいかなくなったわね」

「あ、相変わらずひねくれてるね、知弦」

「仕方ないわね……真儀瑠先生に踊おどらされるのはシャクだけど、こうなったら、私も本気を出そうかしら」

「本気じゃなかったんだ……それで二ポイントも稼かせいだんだ……」

　アカちゃんが私を畏い敬けいの目で見つめている。そう、私は、こういう評価を貰もらいたいんだ。保身に走る女とは、断だん固ことして思われたくない。

　そうして、私はこの終盤のゲームに勝つ作戦を一いつ瞬しゆんのうちに頭で組み立てると……アカちゃんに、ある協力を頼たのんだのだった。




　　　　＊




「誰かいるかしらー？」

　私は、家庭科室に入ると同時に、大きく室内に声をかけた。反応は返ってこない。

　私に続いて、アカちゃんも入室しながら、声をあげる。

「まだ生き残ってる人いるー？　出来れば状じよう況きようを聞きたいんだけどー」

「私達は被ひ弾だんして、今から体育館に帰るところだから、ついでに真儀瑠先生に戦況を報ほう告こくしておくわよ」

　そう声をかけながら、室内に進み出る。アカちゃんは胸むねや頭にべっとり。私も、背せ中なかにケチャップが付着しているのが、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　私は、嘆息しながらぼやく。

「さすがに背はい後ごから撃たれたんじゃ、どうしようもないわよ……まったく」

「あはは、残念だったねー」

　二人でそんな雑ざつ談だんを繰くり広げる。

　そうこうしていると、家庭科室に動きがあった。ガタゴトと音がして、一つの調理台の下から、男子生徒……広ひろ川かわ君が出てくる。スポーツ刈がりで長身の、野球部部長だ。見た目通り、凄すごく運動神しん経けいがいい。その上成せい績せきもトップクラス。なるほど、最後まで生き残っていて不思議のない人材だった。私でも、正面から戦っていたら負けていただろう。

　彼は周囲を警けい戒かいしながらも、私達に「よっ」と声をかけてくる。

「オレ、二人倒したんだけどさ。一人、倒したヤツ……水みず沢さわがちょっと足くじいて保ほ健けん室行っちゃったから、報告行ってないと思うんだ。だから、ついでにそれも先生に言っておいてくれないか？」

　彼は、爽さわやかなスマイルで私達にそんなことを言ってくる。

　私は負けないぐらい爽やかに彼に微笑ほほえみ……そして、銃じゆう口こうをつきつけた。




「じゃ、自分で報告してきなさい」




　発はつ砲ぽう。紅くれないに染そまる、広川君。しかし彼はそれでも……キョトンとして、私を見ていた。

「び、びっくりした……。けど、なんだよ、紅葉。どっちにしろ、お前もうやられてるんだから、これノーカンだし、意味ないだろ」

「ノーカン？　なんでそう思うの？」

「だって、既すでに死んでるヤツ……被弾しているヤツの銃じゆう撃げきは無む効こうだろ？」

「そうね」

「だったら、ほら、お前から喰くらっても、全く無意味だろ」

　そう言いながら、広川君は私の背のケチャップ染じみを指さす。しかし私は……可お笑かしくて、思わず笑ってしまった。




「既に死んでいる生徒の銃撃は無効。だからこそ、私の銃撃は有ゆう効こうなのよ、広川君」




「？？？」

　首を傾かしげる広川君に……アカちゃんが、隣となりから分かりやすく説明する。

「えっとね。だから……知弦の背のケチャップ。アレを撃うったの、私なの」

「桜野が？　えっと、だから、それが──」

「私がね。『死んだ後』に撃った、ケチャップなんだよ」

「…………へ？」

　そこで広川君は情なさけない顔をし……そして状況を理り解かいしたのか、「ああっ!?」と頭を掻かき毟むしる。

「紅葉っ、お前っ、騙だましたなっ！」

「あら、私達は一つも嘘うそを言ってないわよ。被弾したとも言ったし、背後から撃たれて残念だとも言ったけど、私が既にやられているとは、一言も言ってないわ」

「く……こ、この魔ま女じよがああ！」

　広川君は思いっきり怒おこりながらも、そこはスポーツマン。がっくりと肩かたを落としつつも、「仕方ねぇなぁ」と、家庭科室から出て行った。負けを報告しに行くのだろう。

　彼が出て行ったところで、私はアカちゃんと顔を見合わせ……そして、ハイタッチ（アカちゃんが飛ぶだけ）をかわす。

「やったね、知弦！」

「アカちゃんのおかげよ」

　正しよう直じき、別に私はそこまで好こう成せい績せきが欲ほしいわけでもなかったのだけれど……アカちゃんのこの笑え顔がおを見ていると、心から、勝てて嬉うれしいと思えた。同時に、友人の勝利を自分のことのように喜べるアカちゃんを見ていると、なにか、とても温あたたかいものが内から湧わいてくる。

　私達はそのまま、家庭科室で堂々と残り時間を過すごした。ケチャップ効こう果かは絶ぜつ大だいだ。誰かに見つかったところで、私達は、あまりに堂々と、そして被弾しているように見えるため、誰も私達を襲おそわない。

　チャイムが鳴ると同時に、体育館に戻もどる。そうして、生徒全員から報告を聞いた真儀瑠先生は、その全すべての情じよう報ほうを総そう合ごうすると、結果発表を開始した。

　ケチャップまみれの生徒達が整列する中、真儀瑠先生がなぜか偉えらそうに告げる。

「実に面おも白しろい勝負だった！　私はお前達を、誇ほこらしく思うぞ！」

「先生に誇りに思われても、全く嬉しくないわね……」

「そして結果だが……。なんと三ポイントとり、更さらに生き残った優ゆう秀しゆうな生徒が、たった一人だけ、出た！　彼女が、今回の『優ゆう勝しよう者』と言っていいだろう！」

　どうやら、なんだかんだで私が最高成績者らしい。他にも生き残った人はいるみたいだけど、三人倒たおしたのは私だけのようだ。

　アカちゃんが「やったね」と私に隣からウィンクしてくれる。たまにはこういう風に目立っちゃうのも悪くないと、私は感かん慨がいにふけ──




「そんなわけで……優勝者は、桜野くりむ！　おめでとう！」




『え？』

　私とアカちゃんのみならず……クラスメイト達全員が、驚きよう愕がくする。

　真儀瑠先生はニヤリと微笑み、そして、続けた。

「三人倒して生き残ったのは、桜野だけだぞ。なにか意外だったか？」

「ちょ、ちょっと待って！　おかしいよ！　それは、知弦の間ま違ちがいじゃ──」

　アカちゃんが自みずからフォローしてくれる。しかし真儀瑠先生は、「いや」と否ひ定ていした。

「間違いなく優勝は桜野だ」

「そんなはずないよ！　私は、頭を撃たれて死んで……」

「ないぞ」

「え？」

「お前は頭を撃たれて死んでなんか、いない」

「死んだよ！　だって、ほら実じつ際さい頭に当たって、まだ拭ぬぐいきれてないケチャップも……」

「被ひ弾だんはしたな。でも、死んではいない」

　そう先生が告げた瞬しゆん間かん。私は全ての事じ態たいを把は握あくして、「ああ……」と天てん井じようを仰あおいだ。

　なんてこと。

　まだ理り解かい出来ていないアカちゃんが、先生に説明を求める。

「当たったのに死んでないって、なんで……」

「そんなの簡かん単たんだ。桜野を撃ったのは、既すでに死んだ生徒の弾たまだったからだ」

「え？」

　アカちゃんが首を傾げていると、私の背はい後ごに居いた井上さんが「ごめんなさい」と申し訳わけ無さそうに発言する。

「三階で出で会あい頭がしらに桜野さんを撃ったんだけど、その直前に、桜野さんのデタラメに発はつ砲ぽうしたケチャップが靴くつに当たってたみたいなの。でもその時はそれに気付かなくて、そのままその場から走り去っちゃって……後から気付いて、先生に報ほう告こくしたんだよ」

「わ、私の弾、先に当たってたの？」

　そこで、全ての報告を受けている真儀瑠先生が説明を引き継つぐ。

「つまり、その時点で桜野は死んでないどころか、既すでに二ポイント稼かせいでいたわけだ。そうして……お前は更さらに、紅葉を撃ったな」

「あ」

　そこで、ようやくアカちゃんも理解したらしい。

「だから、その時点で桜野は三ポイント。更に、紅葉は死し亡ぼう。補ほ足そくすれば、だから、紅葉にやられたと思い込こんでいた広川も生せい存ぞんしているというわけだ。彼の場合、それで早々に引き上げてしまったから、二ポイント止まりだがな。だから、優勝は桜野、お前だ」

　その事実に、今度は広川君が「な、なんなんだよー！」と頭を抱かかえる。そりゃそうだ。一番色々騙だまされたのは、彼だろう。……可哀かわい想そうに。

　こうして、皆みなが意外な展てん開かいに呆ぼう然ぜんとする中、真儀瑠先生は授じゆ業ぎようを締しめた。




「以上、体育終わりっ！　着き替がえて次の授業に備そなえろー！」




　真儀瑠先生はそう言って、上じよう機き嫌げんで去って行く。私達三年Ａ組はそれを呆然と見送り……そして、一いつ斉せいに溜ため息いきを吐ついた。

　ぞろぞろと、歩き出す。方ほう々ぼうから聞きこえてくる、愚ぐ痴ち、愚痴、愚痴。

「これでたった一時間の授業でしかないんだから、たまらないわよね……」

「精せい神しん的にも体力的にもここまで疲ひ弊へいさせられて、すぐ次の授業だからな……」

「まあ、ある意味成長はするけど」

「こんなスキル、社会で役立つかよ」

　そうこう言いつつも、どこかスッキリした表ひよう情じようで歩く三年Ａ組の生徒達。

　そんな中、私の隣となりを歩いていたアカちゃんが、申し訳わけ無さそうに私に声をかけてきた。

「な、なんかごめんね、知弦。結果的に騙したカタチになっちゃった」

「あら、いいのよ、そんなの。気にしてないわ」

　それは本当だ。むしろ、この展開は予想外で、とても面おも白しろかったと言っていいぐらい。

「そっか……。じゃ、気にしないで喜ぶね！　わーい！」

　アカちゃんは無む邪じや気きに万ばん歳ざいを始める。私はそれを眺ながめ……思わず微笑ほほえむ。

　出会った頃ころから、この子はこうだった。私がいくら小こ賢ざかしい策さくを弄ろうしたり、完かん璧ぺきな道みち筋すじを作っても、それをいとも容易たやすく……無む意い識しきに、超ちよう越えつしてくる。

　周囲の評ひよう価かはどうか知らないけど、こういうのがあるから、私は、アカちゃんに敵かなう気がしない。そしてそれは、別に不ふ快かいとかじゃなくて、そういうアカちゃんが傍そばに居いてくれることを、私はとても幸福に思っている。

　ついつい頭で考え、先を予想しすぎちゃう私にとって、そんな想そう像ぞうを全すべて簡かん単たんに覆くつがえしてしまうアカちゃんの存そん在ざいは、言い方は悪いかもしれないけど、本当に癒いやされる娯ご楽らくなのだ。

　彼女が居なくても、私は生きていけるだろう。むしろ、彼女が居ない方が、スムーズに生きていけるとも思う。だけど……私はそれを幸福だとは思わない。彼女が居て、引っかきまわされるからこそ、私の人生は、今、こんなに輝かがやき、愛いとおしいのだから。

　私は思わずアカちゃんの頭に手をやる。彼女はそれをくすぐったそうに受け入れ、そして、なぜか「えへん」と胸むねを張はった。




「そう考えると、実は私、知弦より優ゆう秀しゆうだってことだよね！　そっかそっかー。最近自信失ってたけど、やっぱり会長だもんね、私！　書記の知弦より優秀だったからこその、生徒会長だもんね！　うん、納なつ得とく納得！」




「…………」

　う～ん、ちょっと美化しすぎていたかもしれないわね。なんかここまで言われると、さすがにムッとしてしまったわ、私も。

　しかし、ここで怒おこるのも大人気げない。私はアカちゃんのブルマ姿すがたを見つめ……そして、平静を取り戻もどす。




（ああ、そうそう。結局この子、実は私が短パンを隠かくして、購こう買ばいから短パンを買い占しめ、更さらにブルマだけを入にゆう荷かさせておいたこと、気付いてないのね）




　すっかり自分がブルマであることを忘わすれ、無邪気に嬉うれしがるアカちゃんを眺ながめる。

　やはり、ある程てい度ど私の手の上で転ころがってこそのアカちゃんだ。




「生徒会長の能のう力りよくを見たかーっ！　あっはっはー！」

「本当に凄すごいわ、アカちゃん（ブルマ姿で校内駆かけ回ったその勇気が）」




　授業中密ひそかに隠かくし撮どりした、大量のブルマ写メをうっとりと眺める。

　この子とは、色んな意味で、いつまでも親友でいたいものだ。
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　あとがき




　あとがき六ページですって。うん。……いや、そこは、十一ページであるべきなんじゃないかな、担当さん。この流れだと。それで「またかー！」って私が活いき活きとキレながらも、なんだかんだで無理矢理埋うめて、「次はいい塩あん梅ばいになることを祈ります」とか書いて締しめるのが、オーソドックスな流れなんじゃないかな。

　……微び妙みようだよ、六ページ。微妙すぎる数字ですよ。いっそ一ページとかだったら、それはそれでネタに出来たのに。

　さて、長々と愚ぐ痴ちから入りましたが、そんなわけで短編集です。……短編集？　元々短編集でしたので、まあ、番外編です。……番外編？　何が本編？……よく分かりませんが、とにかく、生徒会の一存シリーズの、ちょっと変かわり種だねエピソード集です。

「二年Ｂ組の一存」が丸々収しゆう録ろくされていたり、知ち弦づるさん視点の番外編もあるため、思っていたより変化球気味かもしれません。楽しんでいただけたでしょうか？

　番外編らしく、生徒会室から思いっきり出ていたり、主人公不在だったり、丸々過去のエピソードだったりと、色々やらせて貰もらいました。……番外編の方が本編より活発に動く小説って、なんなんでしょうね。

　今自分で読んでみると、第一話なんて、正気とは思えません。何がって、この話、実は去年の十二月末発売のドラマガに掲けい載さいされているんです。……お気付きでしょうか？　まだ本編の第一巻が出てないんですよ、この時点で。つまり、メタ設定の意味も、キャラクター達の性格も、何も分からないドラマガ読者さんに、いきなり二巻以降のノリ（時系列的にも）を突きつけたわけで。……よく受け容れてくれたなぁ、読者さん。




　さて、番外編も続刊する予定です。基本はやっぱり、ドラマガ掲載短編と、そして他主人公や部屋を出てのエピソード等、本編とは違う趣おもむきで構成していくシリーズになると思います。こっちはこっちで楽しんで下さると、ありがたいです。

　今巻は「生徒会の日常」っていうまんまなタイトルですが、これはこれで本編同様ちょろちょろ変化していきますので、お楽しみに。




　番外編あとがきと言えば、裏話。しかし裏話と言っても……。

　あ、そうそう。シリーズ開始当初、本編が短編集なので、むしろ「外伝は長編する」っていう企画を出したことがありました。実現しておりませんが、やる機会あったら、やってみたいものです。生徒会メンバーで長編。……なにするのか予想つきませんが。

　本編はその性質上「長期休み（夏休み・冬休み）」のエピソードがごっそり抜けおちるので、やるならそのあたりの話かなとは思っています。……あ、全然実現予定ありませんので、期待はしないで下さいね（笑）。私が勝手に妄もう想そうしているだけですので。




　そういえば、今回の表紙は会長です。二度目です。……順番的には真ま冬ふゆであるべきなんですが、本編の方で表紙飾って貰うことを考えると、ここはぐっと抑おさえて頂いただいた感じです。相変わらず不ふ憫びんな子です、真冬。

　その真冬が表紙を飾るであろう四巻は、一月発売予定です。実は現時点（八月初旬）でまだキッチリ書き終わってないため、具体的な予告は難むずかしいのですが。

　ただ、相変わらずくっだらないことを一生懸命やってます。しかし、なんと驚きよう愕がくの新展開がっ！……あったらいいなぁ、という感じです。そんなわけで、「生徒会の四し散さん（仮）」、お楽しみに。うん、タイトル見ると、何かありそうです（笑）。




　私の近況報告としては。このあとがきを書いている時点で夏真っ只ただ中なかなので、ぐったりしております。暑さには弱い葵あおいです。どう耐えたらいいのか分からないです。北海道出身だからなのか、私は汗をダラダラかいているのに、周囲の人は平気な顔で歩いている状況の多いこと多いこと。

　部屋で働ける仕事で、ホント良かったです。外を歩き回る仕事だったら……私、リアルに命の危機に瀕ひんしていたんじゃないかと思うぐらい。貧弱男です。

　この本が発売される頃には、落ち着いた気候になってくれていることを切せつに願っております。暑さは凶きよう器きだと思います。




　その他報告は……。ううむ。夏の暑さで余計に外出ようとしなかった結果、執筆とゲームと読書とテレビ等のインドア趣味に、更さらにまみれた生活です。夏と言うと、太陽煌きらめく砂浜や、風ふう鈴りんの鳴る縁えん側がわ、賑にぎわう境けい内だいの祭り、みたいな風景の中にいるべきなんでしょうが。今の私にとってクーラーの無い場所は、最も早はや毒の沼にしか見えなくなっております。どんどん寂しい人間になっていく……。

　とはいえ、実を言うとそんなに凹へこんでもいなくて。部屋で涼しくひっそり、アイス食いながら怪かい談だん番組とか見て過ごす夏も、それはそれでいいものです。インドアにはインドアなりの夏があるのです。

　でも最近は、私が子供の頃より怪談や心しん霊れい番組も減へってきてしまったような。私は、荒こう唐とう無む稽けいな作り話とか、怪あやしさ満点の心霊写真、あきらかに作り物のＵＦＯ＆ＵＭＡ映像でいいから見たいのです。真相の究きゆう明めいとか、別にしなくていいんです（笑）。

　怖い話って、ボーっとしがちな夏の気だるさを、ちょっと引き締めてくれるから好きです。本来はあまりそういうの得意じゃない私でも、心霊特集とかあるとついつい真剣に見ちゃいます。不思議な魅力です。

　この生徒会の一存シリーズも、そんな風に「ついつい読んじゃう」みたいな作品になっていけたら、いいなと思います。

　まあ、季節感は全然無いシリーズですけどね（笑）。




　さて、今回も謝しや辞じを。

　まず今巻もとても可愛かわいらしいイラストを描いて下さった、狗いぬ神がみ煌きらさん。特に表紙の会長などは、一部の男性には空くう前ぜん絶ぜつ後ごのクリティカルヒットだったことでしょう（笑）。

　こちらの番外編シリーズでは、服装や動きの点で、本編には無い構図になることも多いですが、これからもよろしくお願い致いたします。ここぞとばかりに、可愛い服装、ポーズをさせていくかもしれませんので（笑）。

　そして、担当さん。変化球だらけの番外編をいつも快こころよく受け容いれて下さり、本当にありがとうございます。生徒会の一存シリーズがこんなにノビノビやらせて貰えているのは、一ひと重えに担当さんのおかげだと思っております。これからも、悪ノリにバンバン便びん乗じようして、怒おこられる時は一緒に怒られてやって下さい。

　そしてそして、番外編まで付き合って下さった、心優やさしい読者様。いつも本当にありがとうございます。いつ「いい加減にしなさい」と言われても仕方ないシリーズですが、これからも、一緒に「バッカだなぁ」と笑って下されば幸いです。




　それでは、四巻や次の番外編でも出会えることを願いつつ。








葵　せきな









【初　出】




生徒会の零話


　　　ドラゴンマガジン２００８年２月号



実録！　生徒会選挙ポスターの裏側！


　　　ドラゴンマガジン２００８年５月号



会長の宣言


　　　ドラゴンマガジン２００８年５月号付録



リニューアルする生徒会


　　　ドラゴンマガジン２００８年５月号



存在意義の無いプロローグ


　　　ドラゴンマガジン２００８年７月号付録



二年Ｂ組の一存


　　　ドラゴンマガジン２００８年７月号付録



二年Ｂ組の一日


　　　ドラゴンマガジン２００８年７月号付録



二年Ｂ組の一員


　　　ドラゴンマガジン２００８年７月号付録



存在意義の無いエピローグ


　　　ドラゴンマガジン２００８年７月号付録



杉崎家の一晩


　　　書き下ろし



欠ける生徒会


　　　書き下ろし



三年Ａ組の二心


　　　書き下ろし













生せい徒と会かいの日にち常じょう




碧陽学園生徒会黙示録１








葵あおいせきな
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